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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　プロローグ　囚とらわれの姫ひめ君ぎみ







　現在、ヨルミルミ・シュトレンベルグは虜りよ囚しゆうの身である。端たん的てきに言うならば捕ほ虜りよ、あるいは人ひと質じちというべき身分だ。


　しかし意外なことに、ヨルは囚われの身でありながらさほど窮きゆう屈くつさを感じてはいなかった。それには色々な要因があるが、一番大きいのは……


「『闇ヤミ』。貴様あいかわらず深刻なツラをしているな。もっと気楽になれ。貴様の不ま味ずいツラが陰いん気きな様子を見ていると、こっちまで気分が悪い」


　あいかわらずの毒舌を吐はく同室の少女──すなわちヨルと同じ囚われの身であるはずの、アイリス・マリア・ヘルブストのせいだろう。彼女は部屋の中に用意された大きなソファに体を投げ出すように、ふんぞり返って座っていた。敵に捕とらわれながらこれだけ態度が大きい人質というのも珍めずらしいだろう。


　アイリスは手のグラスを持ち上げ、それが空になっていることに気づくと、パチリと指を鳴らした。


　ほどなく、静かに部屋の扉とびらが開かれて、一人の女性が入ってきた。名前は知らないが、ヨル達の面めん倒どうを見てくれている人物だ。濃のう紺こんの服に白いエプロン、頭には白いヘッドドレス。俗ぞくに言うところのメイド服姿である。長い黒くろ髪かみを後ろで縛しばった、物静かな女性だ。


「おい、酒がないぞ。とっとと次を持ってこい」


「かしこまりました」


　まるで主人のように傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まうアイリスに対し、嫌いやな顔一つ見せず、静かに頭を下げてメイドは粛しゆく々しゆくと退出していった。


「あなたねぇ……自分の立場をわかっているの？」


「わかっているとも」


　悪びれもせずに、アイリスは答えた。


「こんな狭せまい部屋に閉じこめられた哀あわれな囚われのヒロインと言ったところだな、私の立場は。こんな状じよう況きようだ。己おのれの立場を悲観して酒に走るというのも当然だとは思わんか？」


「あなたの態度のどこを見たら、悲観なんて言葉が出てくるのかしら？」


　豪ごう快かいに酒盛りをする捕虜がどこにいるというのだろうか。


「お待たせいたしました」


　音もなく、先ほどのメイドが戻もどってきてアイリスにグラスを渡わたした。アイリスはロックグラスに入った琥こ珀はく色いろの液体をゴクゴク飲んでいる──確かあの中身はウイスキーだったはずだし、アイリスはすでに十杯ぱい近く呑のんでいるはずだというのに、全然顔に変化がない。ザルめ、とヨルは口の中で毒づいた。


　ヨルとアイリスをここへ連れてきたのは、源げん祖そと呼ばれる魔ま乖かい術じゆつ師しだ。だがその源げん祖そは、最初にここへ来て以来、全く姿を見せない。


　二人のいる部屋はそれなりの広さがあるので狭さを感じたりはしないが、当然、部屋の外へ自由に出ることはできない。調べてみたが、見たこともない材質で壁かべができていて、魔ま乖かい咒じゆを使っても脱だつ出しゆつはできなかった。


　最初部屋の中には家具もなにもない殺風景なものだったが、ほどなくこのメイドが現れた。そして、必要なものがあれば用意する、と言いだした。


　そこで早さつ速そくアイリスが酒を持ってこいと言ったら本当に用意されたので、以来アイリスは一人酒盛りだ。さすがにヨルは、そこまで豪ごう気きにはなれない。


　アイリスが座っているソファにテーブル、部屋の隅すみのベッドなども、言ったらすぐに用意された。ヨルもさすがに床ゆかに直接座る気にはなれなかったので、ソファだけ用意してもらっている。源げん祖そはいったいなにを考えているのだろう？


「…………」


　メイドは無言のまま、部屋の隅に立っていた。退出しないということは、なにか注文を待っているということだろうか？


「ねぇ、いいかしら？」


「はい。なんなりと」


　静かに、メイドはヨルへと歩み寄ってきた。注文したいものがあるわけではないのだが、聞きたいことならある。


「なんでも用意してくれるの？」


「はい。この世に存在するものであるならばほとんどのものを用意できます。お好みのお食事、飲み物から各種嗜し好こう品ひん、娯ご楽らく用品、服ふく飾しよく等、ご入り用ならば何なりとお申し付け下さい」


「えっと……わたし達は、捕虜よね？」


「わたくしは我が主あるじから、あなたがたをお持てなしするよう仰おおせつかりました。あなたがたがどのような身分の方であろうと、わたくしは誠心誠意の奉ほう仕しをさせていただく所存です」


　無表情に、メイドはそう言い放った。ヨルは、なんだかこの人苦手だな、という印象を受ける。


　不思議なのは、この人は誰だれなのかということだ。源げん祖そは五万年もの期間封ふう印いんされた存在だ。その源げん祖そに従うこのメイドは、いったいどこから来たのだろうか？


「なんだ、『闇ヤミ』。貴様気づいてないのか」


　ヨルの内心の疑問を感じ取ったのか、アイリスがグラスを傾かたむけながら言う。


「そのメイドは人間ではないぞ」


「え？」


　慌あわててヨルは、メイドを振り返る。彼女はアイリスの言葉にも特に反応することなく、無表情に立っている──どこからどう見ても、人間にしか見えない。


「本当？」


「はい」


　静かに、メイドは頷うなずいた。


「わたくしは人間ではありません。自律型魔ま道どう制せい御ぎよ式甲こう種しゆ統合用疑ぎ似じ人格と呼こ称しようされる存在です」


「いわゆる魔力制御の自動人形だな──ここまで人間に近い類たぐいのものは、私も初めて見るがな」


　と、アイリスは嘆たん息そくした。


「おそらくだが、これはいまや失われた技術の一種だ。源げん祖そが生きていた大昔には、こういった自動人形が大勢いたのだろう」


「はい。甲種疑似人格は当時、約三千五百万台が製造されました。わたくしはその中で、三百二十一番目に作られた人格です」


　そんなに大量に？　いったい当時の文明は、どれだけ進んでいたのだろうか？　少なくとも、魔乖咒に関しては現代の数十倍の規模を誇ほこっていたようだ。


「……まぁいいわ。それで、あなたの主である源げん祖そは、どこにいるのかしら？」


「現在我が主は書しよ斎さいにいらっしゃいます」


　書斎？　そんなしゃれた場所まであるのか？


「源げん祖そと会わせて欲しいわ」


「我が主は来客の取り次ぎは無用と仰おつしやいました。わたくしにはあなたをご案内する権限がありません」


「少しくらい外を散歩させてもらえない？」


「あなたがたを許可無く室外にお連れすることはできません」


「なら、源げん祖そから許可をもらってきて」


「……ただいま、我が主にあなたの言葉を伝えさせていただきました。我が主の返答は否いなとなっております」


「やめておけ、『闇ヤミ』」


　アイリスが言う。


「人形相手に会話をしたって無む駄だだ。実りある結果にはならんよ」


「だからって、こんな時間からお酒を呑んでるダメ人間にはなりたくないわよ！」


「ヤレヤレ、嫌きらわれたものだな」


　アイリスはそう言いながらも大して気を悪くした様子もなく、手のグラスを傾けていた。


「……君は、なにを焦あせっている？」


　アイリスが、静かに尋たずねた。


「そんなに急いで外に出たいか？」


「当たり前じゃない！　それともあなたは、一生をこの狭い部屋で終わらせるつもりなの！」


　苛いら立だちを隠かくせないまま、ヨルはアイリスに向かって声を荒あらげた。だがアイリスは、落おち着つき払はらった態度のままだ。


「少しは、ナイト君のことを信じたらどうだね？」


「え？」


「わたしの弟で子しは、確かに不ふ甲が斐いないところも多いが、やるときはやってくれる男だ。必ずここへ、我々を助けにやってくるだろう」


「それは……わかっているわよ」


　そんなことはわかっている──誰よりも、ヨルがわかっていることだ。ナイトは必ずここへ、ヨル達を助けに来るだろう。たとえ源げん祖そがどれだけ強く、どれだけ勝ち目がなかったとしても。


　でも、それがわかっているからこそ、ヨルは一刻も早くここから脱出したいのだ。いざというときになにもできないままでは、自分があまりにも不甲斐ない。なにか、ナイトの役に立ちたい。せめて源げん祖そに一いつ矢し報むくいたい──様々な気持ちが混ざり合って、ヨルの内心をかき立てるのであった。


「だからわたしは、なんとしてでもここを脱出したいのよ」


「まぁ、その気持ちはわからんでもないがな……」


　アイリスが肩かたをすくめる。


「源げん祖その力は強大だ……それは君も知っての通りだ。正直、個々にぶつかってもなにもできまい。源げん祖そと再び戦うならば、我々とナイト君が合流してからだ」


「…………」


　正論だ。


「だからこそ、私はこうして休息を取りながら英気を養い、来きたるべき決戦に備えているのだよ」


　……正論だけど、なんだかアイリスの態度を見る限りは、お酒を呑む言い訳をしているだけのようにも思える。


「だから君も少しは落ち着くのだな……おい、メイド。酒も呑めない小こ娘むすめ用にミルクでも持ってきてやれ」


「…………」


　なんだか、アイリスを見ていると悩なやんでいる自分がひどくバカらしく思えてきた──ヨルは、大きく息を吐はいて髪かみをかき上げると、ツカツカとアイリスに近寄った。


　そしてウイスキーの入ったグラスをアイリスの手から奪うばうと、口をつけ、一息に中身を飲み干す──強い芳ほう香こうと刺し激げきがヨルの口と鼻を駆かけ抜ぬけていく。アルコールの焼け付くような感覚がヨルの胃を一気に駆け抜け、体中に巡めぐっていくかのような錯さつ覚かくさえおぼえた。


　しかし、ヨルの外見に変化はない。むしろ平然とした顔のまま、空になったグラスを片手で振ふる。


　ちょうどいいタイミングでメイドが戻ってきた。白い液体の入ったグラスも持っている。


「お待たせしました」


　そのグラスを見て、ヨルは鼻を鳴らした。


「あら、ミルク？　自分が呑むために用意したのかしら、お嬢じようちゃん」


「……ふん。面おも白しろい。私とあくまで張り合う気か」


　アイリスもまた不敵に笑いながら、メイドからミルクの入ったグラスを受け取る──瞬しゆん間かん、パリン、と音高く、アイリスの手の中のグラスが砕くだけ散ちった。ガラスの破は片へんと白い液体が飛び散り、アイリスの手と床を汚よごしてしまう。


「おっと、少し力が入りすぎたかな」


　アイリスがそんなことを言う。彼女の恐おそるべき握あく力りよくがグラスを握にぎりつぶしたのだった。ヨルは慌てず、あらあら、と手を口に当てていった。


「もしかして、少しお酒に酔よっているのではないかしら？　ムリはしないでお寝ねんねしたほうがいいんじゃない？」


「まさか。ようやく調子が出てきたところだよ……無論、貴様も付き合うのだろうな？」


「えぇ。もちろん」


　無表情のまま手早くガラスの破片とミルクを片付けているメイドに、アイリスが声をかけた。


「おい、掃そう除じなんて後でいい。酒だ。酒を持ってこい。今度はボトルごと持ってこい！」


「かしこまりました」


　素速く、メイドはボトルと新しいグラス二つを持って戻もどってきた。


　アイリスはボトルを鷲わしづかみにすると、両手で雑ぞう巾きんを絞しぼるようにボトルの首をひねり、瓶びんの口をねじ切ってしまった。ガラスが、飴あめ細ざい工くのように歪ゆがんで千切れている。どんな芸当なのか、見ていただけではヨルにもよくわからなかった。


　アイリスはそのまま乱暴な手つきで二つのグラスに中身を注つぎ、一つを自分でとった。ヨルももう一つを持ち上げる。今度はストレートだ。


「さぁ、お互たがいつもる話もあるだろう。酒でも呑みながらゆっくり語ろうではないか」


　などとアイリスが言う。ヨルも引く気はないので、頷き、お互い、先を競うようにグラスに口をつけた。


　今夜は長くなりそうだ──ヨルは漠ばく然ぜんと、そう感じていた。






　第一章　祖父と孫と桜







「ねぇ、ナイトくん。こっちでいいの？」


「あぁ、そうだ……サクラ。頼たのむからあまりはしゃぐな。危ないぞ」


「わかってるよ～」


　子供の返事ほど不確かなものはないと、つくづくナイトは実感していた。


　ナイトとサクラリス、二人がいるのはとある山やま奥おくへ続く道である。ナイトとしては、ここへは当分の間戻らないだろうと思って出発したのに、まさかその日のうちに戻ってくるハメになるとは想定外で、何ともばつが悪くて自然足取りが重くなってしまう。


　それとは対照的にサクラリスは、初めて訪おとずれる山が珍めずらしいのか、妙みようにはしゃいだ様子でナイトの制止も聞かずに先へ進んでいく。


「……どんな顔してジイさんに会えばいいんだよ」


　と、ため息をつくナイト──そう。ここはナイトの祖父の住む山である。


　前回ナイトは数年ぶりに祖父と再会し、剣けんの指南を受けた。そのまま源げん祖そとの戦いへ赴おもむいたのはいいが、結果はナイトの敗北どころか、ヨルとアイリス、二人の少女を奪われてしまうという最悪の結果となってしまった。


　しかも源げん祖そは、人質の二人を一週間後に殺すと言い出した。完全に遊ばれている──ナイトは無論、強い憤いきどおりを感じていた。


　だが、あの源げん祖そを相手にナイトが再戦を挑いどんでも、返り討うちにあってしまうのは目に見えている──源げん祖そは、強い。理り屈くつ抜ぬきに、圧あつ倒とう的てきに強い。ナイトの持つ全すべての力を合わせても、勝てる見込みは限りなく〇に近い。


　だからこうして再びこの山へ戻ってきたのだ──困ったときの祖父頼み、である。


　しかし──ナイトの気は晴れなかった。言うまでもないことだが、あの祖父の性格を考えると、一ひと筋すじ縄なわで済むとは思えないのだ。それどころか、確実に話はこじれる。特にナイトが源げん祖そと戦ってほとんど手出しできないまま負けたなんて言ったら、ナイトは首を斬きられるかも知れない──あの人はそれくらいのことをやってのける性格なのだ。


「それで、ナイトくんのおジイちゃんだっけ？　どんな人？」


　サクラリスがにこにこ笑いながら尋ねてくる──なんていうか、サクラリスは強いな、と思う。


　かつて『天テン才サイ』と謳うたわれ、恐るべき実力を発揮していたサクラリス。だが源げん祖そとの戦いの果て、彼女はその魔ま乖かい咒じゆの才覚や魔ま力りよく、豊富な知識の大半を失い、現在はタダの四歳さい児じでしかない。


　その事実を彼女自身認にん識しきしていないはずはないのだが、彼女はこうして屈くつ託たくのない笑みを浮うかべている──正直言って、以前のどこか冷たい印象のあるサクラリスより、今の彼女の方がよっぽど子供らしいというか、楽しそうに見える。力を失ってしまったことは、彼女にとって必ずしもマイナスではないようである。


「俺のジイさんは……一言で言えばロクでなしのジジイだよ」


　祖父を表す言葉を考えて──結局そんな言葉しか出ないのは自分でもどうかと思うが、事実なのだからしかたない。


「とにかく非常識で他人の神経を逆なでするのが得意な人間だ」


「ふ～ん……おもしろそうだね！」


　ニコッと、笑いながら答えるサクラリス。今のナイトの説明を聞いて、いったいなんでそんな言葉が出てくるのか……


「だってナイトくんのおジイちゃんでしょ？　きっとすごくいい人だとぼくは思うんだ！」


　あぁ……子供らしい無む邪じや気きなサクラリスの笑顔が、ナイトにはまぶしすぎた──そして、これから本人と会ってサクラリスがどんな気持ちになるかを思うと、胸が痛んだ。


　でもしかたない──ナイトにはもう、頼たよるべき人が他ほかにはいないのだ。


　道無き山の中を二人はすすみ、やがて、祖父の住む家にたどりついた。サクラリスは山道をかなり登ってきたにもかかわらず、あまり疲つかれた様子はなく、物珍しそうに周囲を見ている。


「へぇ～、かわった家だね」


　というのがサクラリスの最初の感想だ。純和風木造建築物は、外国人の彼女にとっては珍しいのかも知れない。


「それにだいぶ大きいね」


「サクラ、そっちは道場だ。母おも屋やはこっち」


　と、ナイトは生活スペースである母屋を指さす……なぜか、母屋からは人の気配がしない。祖父が外出するはずないので近くにいるはずなのだが、どこにも気配が感じられないのだ。ナイトは、ヤレヤレとまたため息をついた。


　前回ナイトがここを訪おとずれたとき、スキだらけのナイトを背後から斬りつけたのは祖父である。祖父はそういう人間なのだ。きっと今回も、同じことをする気だろう。祖父が本気で身を潜ひそめたら、ナイトの実力ではその居場所を察知することなど不可能である。


　しかし、前回のように気を抜いたりはしない。常に気を引ひき締しめ、祖父の襲しゆう撃げきに備える──ナイトは手の刀、『万夫不刀バンプフトウ』を強く握りしめた。いつでも抜ばつ刀とうできる体勢を保つ。不用意に祖父が現れたら反はん撃げきしてやる──どうせナイトが反撃した程度で死ぬような人ではない。


「ジイさん、入るぞ」


　一応声をかけてから母屋の戸を開けた。ガラガラと音を立てて引き戸が開く。案の定、鍵かぎはかかっていなかった。


　家の中にも気配はない──だが、妙だ。なにか、おかしい……ナイトは家の中のただならぬ気配に、眉まゆをひそめた。ナイトのカンが、異常事態であることを告げてくれていた。


「ねぇ、ナイトくん……くさくない？」


　サクラリスが鼻を押さえて顔をしかめている。確かにこの異常な臭におい──鉄の臭いだ。鉄臭くささが、家の中に漂ただよっている。


「まさか……ジイさん！」


　叫さけび、ナイトは土足のまま家の中へと侵しん入にゆうした。強い鉄の臭いは、血を彷ほう彿ふつとさせるものだ。まさか、そんな最悪の事態が……


「ジイさん！」


　一番奥、祖父がよく使っていた部屋のふすまを開けて入った瞬間、ナイトは、最悪の予想が当たっていたことを知った。


　部屋の中は、惨さん事じとなっていた。部屋中にどす黒い液体が散乱してシミになっている──血だ。大量の血が、部屋中を汚よごしているのだった。部屋の中にあった家具は散乱し、破は壊かいされ、嵐あらしが通り過ぎた後のような有様だ。


　その部屋の中央に──祖父はいた。いや、それはかつて祖父だったものと言うべきなのかもしれない。


　部屋の中央に、仰あお向むけに倒たおれている祖父の左胸には、抜ぬき身みの日本刀が、深く、突つき立たてられていた。


　全身がどす黒い血で汚れている。刀で床ゆかに貼はり付つけになっている様は、まるで昆こん虫ちゆう採集の標本みたいだと、不ふ謹きん慎しんなことさえナイトは思った──ショックすぎて、思考がうまくまとまらない。


　でも、自分でも驚おどろくくらいに冷静であるとは、ナイトもわかっていた──ナイトはすでに、多くの人の死に触ふれてきた。肉親の無む惨ざんな死を目まの当たりにしても、ナイトは取り乱したりはしない。


　静かに、ナイトは祖父へ近づいてみる──瘦やせた体は、ナイトを拒きよ絶ぜつするように冷たかった。その死に顔は、安らかにはほど遠い、苦く悶もんと憤ふん怒ぬの入り交じった、鬼おにのような形相であった。


　ナイトは手て遅おくれとは思いながらも祖父の手を取って脈をとった──祖父の手はどこまでも冷たく、微び動どうだにしなかった。当然だ。心臓を刀で貫つらぬかれて平気な人間が、いるはずがない。


「まったく、冗じよう談だんだろ、ジイさん……」


　ナイトは、血で汚れた自分の手を見て呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた──だれがこんなことをした？　いったいなんの目的で？　あの祖父を倒すほどの相手が？　血はまだ乾かわいていない？　祖父が殺されてあまり時間は経たっていない？　犯人はまだ近くに？


「ねぇ、ナイトくん。なにが……」


　ひょっこり部屋をのぞき込むサクラリス。ナイトは慌あわててサクラリスに近寄り、その目を手で覆おおった。


「見るな！」


「うわ、なに？」


「見るんじゃない、サクラ……子供が見るもんじゃない」


　ナイトのいつになく真しん剣けんな口調に押されたか、サクラリスはこっくり頷うなずいた。


「ナイトくん、どうしたの？　なにがあったの？」


「……俺にもわからないよ」


　本当に、さっぱりだ──今日の朝まで、祖父は確かに元気で、ナイトと普ふ通つうに会話をしていた。それがなんで、たった半日でこんなことに……


　ギリッ、知らず、ナイトは奥歯を強く嚙かみしめていた。誰だれだか知らないが、祖父を殺した相手は許せない……必ず見つけ出してみせると、新たな決意を胸に抱いだいた。


「しかし……どうしたものかな？」


　ナイトは、考える。常識的に考えるなら警察に連れん絡らくすべきなのだろうけれど、ナイトのような魔ま乖かい術じゆつ師しが、表の権力機構と接せつ触しよくするのは色々と面めん倒どうなのだ。こういう場合にとるべき手段は……


「あれ、ナイトくん。あの人……」


　ナイトの陰かげで、サクラリスは何かに気づいたように顔を上げた。ナイトはその瞬しゆん間かん、イナズマのような殺気を全身に感じ取っていた。


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　ヒュッ、と風を切る音と共に、ナイトのいた位置の床が破壊された。ナイトの背後から疾しつ風ぷうの速さで斬りつけてきた人間がいたのだ。ナイトは直前で気づいて、サクラリスを抱かかえて回かい避ひしたのである。


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　さらに追つい撃げき、連続で、ナイトを斬り殺そうと、狭せまい家の中で刀を振ふり回してくる。サクラリスをかばっているため、うまく反撃できない。


「このっ！」


　しかし、ナイトもやられてばかりではない。なんとか片手で『万夫不刀バンプフトウ』を抜き放ち、相手の重い斬ざん撃げきを、ギリギリで受け止めた。


「いい加減にしやがれジジイ!!」


　叫び、刀を弾はじく。そう、目の前でナイトに斬りかかってきた人物は誰あろう、血で全身を汚したナイトの祖父その人だ。


「かかかかかかか……なんだ、ナイト。おめぇ、思ったよりスキが少なかったじゃねぇか。てっきりもうちぃとばかり油断するもんだと思ってたぜ」


　悪びれもせずに答える祖父。祖父が手に持つ刀は、先ほどまで自分の胸に刺ささっていた刀だ──いったいどういう仕組みだったのだろう？　あの刀は間ま違ちがいなく祖父の心臓を貫いていたはずだ。ナイトだって、そこは真っ先に確認した。なんでこの人は生きているのだろう？


「あいにく悪ふざけが大好きなジジイがいてね、俺もつい用心深くなるのさ」


「ほぅ、迷めい惑わくなクソジジイがいたモンだな。そんなやつはとっととくたばりゃぁいいのにな」


　飄ひよう々ひようと言ってのける祖父。大した面つらの皮の厚さだ。


「なら早いとこ死んでくれないか、ジジイ？」


「おう、なら今日は俺の葬そう式しきやるから、ナイト、香こう典でんで有り金全部よこせ」


　あろうことかカツアゲしてきたぞ、このジジイ──ナイトは色んな意味で、頭を抱えたくなった。


「ナイトくん、この人、もしかして？」


「あぁ……俺の不ふ肖しようの祖父だよ」


　サクラリスは驚いたというか、なんというか、あっけに取られた顔をしている。ムリもないだろう。


「ナイトォォォォォォォォォォ!!」


　と、いきなり祖父が絶ぜつ叫きようした。なんだ？　ついに脳みそが沸ふつ騰とうしたか？


「そのガキは誰だ!?　まさかおめぇのガキか？　俺のひ孫か？」


「バカ、違ちがう！　なんでそんな話になるんだ！」


「ならおめぇ、どこから誘ゆう拐かいしてきやがった！　俺ぁ情けねぇぞ。俺はおめぇを犯罪者にしたてあげた覚えはねぇ！　誰かアグネスを呼べ！」


「俺は法に触れるようなことはなにも……ほとんどしてない！」


「今の微び妙みような間はなんだ！　まさか、おめぇ、本気で……」


「違う、勘かん違ちがいするな！」


　いや、まぁ確かにその、あまり口外できないようなことが色々あったということもまた事実というか……


「かくなる上は、ナイト、おめぇをここで始末するしかねぇようだな……」


　ジャキッ、と、刀を構え直す祖父。なんでそうなるんだ、とナイトはまたも頭を抱えたくなった。


「ジイさん、頼たのむからこっちの話を聞け！」


「だまれこの犯罪者！　おめぇなんざもう俺の孫じゃねぇ！」


「やめておジイちゃん！」


　と、そこでサクラリスが、ナイトをかばうように祖父の前に飛び出した。危ない、とナイトは叫び声を上げる。


「どけ、サクラ！　そのジジイは本気で斬きる気だぞ！」
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「ナイトくんをいじめるなら、僕があいてだよっ!!」


　サクラリスは妙みような使命感に燃えているのか、凶きよう悪あくな形相で日本刀を構える祖父に物もの怖おじもせずに立ち向かっている。


　これはまずい。祖父は、子供が一人乱入した程度で心を乱すような甘い剣けん士しではない。障害物は躊ちゆう躇ちよ無く叩たたき斬る、まさに修しゆ羅らの如ごとき人間なのだ。このままでは、サクラリスが危ない！


「クワァァァァァァァァァァァァァァァッ!!」


　いきなり祖父が一いつ喝かつした。ナイトでも反射的に身をすくませるほどの迫はく力りよくだった。サクラリスも思わずビクリとしていたが、祖父を睨にらみ上げるその眼まな差ざしは、ゆらがなかった。


「ほぅ……俺の喝にも動じねぇたぁ、嬢じようちゃんてぇした胆たん力りよくじゃねぇか」


　祖父がそう言って、わずかに構えをゆるめた。


「まぁいい、ナイト……かわいい嬢ちゃんに免めんじて、今日はこれくらいにしてやんよ」


　日ひ頃ごろからは考えられないほど、あっさりと言う祖父。


「ずいぶんおめぇに懐なついてるみてぇじゃねぇか。そういう子は大切にしてやれよ」


「言われるまでもないさ」


「まだちっこいガキだが、将来が楽しみだぜ……色んな意味でな、グヘヘヘヘヘ」


「待て、なんであんた、そこでそんな下品な笑みをこぼすんだ」


「気にすんな。命拾いしたな、ナイト。その子が止めなかったら、本気でおめぇを殺すところだったぜ」


「あいかわらず物ぶつ騒そうなジイさんだな」


「あぁ……かわいいロリッ娘こを独どく占せんする孫が羨うらやましすぎて思わず取り乱しちまった」


「待てジジイ！」


　なんだ、その衝しよう撃げきの告白は！


「うるせぇ！　俺はかわいい幼女の孫が欲しかったのに、俺にできたのはおめぇみてぇな、かわいげのねぇクソガキ一いつ匹ぴきだぞ！　暴れたくもなるわぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


「あんた最悪だ！」


　ナイトは思わずサクラリスをかばうように抱だきしめる。まさかと思ったけど、この老人にはロリコンの気が……


　なんだかこの人の血が自分に流れていることがイヤになってきたナイトだった。





　とりあえずは落ち着いて話し合おうということになり、別の部屋に場所を移してお茶を飲むことになった──もちろんこのお茶を淹いれたのはナイトだ。


「……あいかわらずマズイ茶だな、ナイト」


「うるさいよ。安物の茶葉しかないのに文句ばかり言うな！」


　お茶をすすりながらいつもの憎にくまれ口ぐちを叩く祖父。まだ体は血だらけだ。


「ジイさん、鉄臭くさいから着き替がえてこいよ」


「気にすんな。全すべての人間の体にゃ血が流れてるんだ」


「いや、それ服が血だらけでいい理由になってないからな！」


「……この人くさいね」


　サクラリスが鼻を押さえて何気なく呟くと、祖父はスクッと立ち上がった。


「ちょいと着替えてくるぜ」


「サクラの言うことは聞くんだな」


「俺ぁこう見えてもガキは好きな方なんだ」


　……やっぱりこの老人、ロリコンの……ナイトは頭を抱えた。


　一方の祖父は、しかたねぇなぁ、とぼやきながら奥へ行き、別の服に着替えてきた──紬つむぎの着物に袴はかま姿という、今時希け有うな和装である。


「……よぉ、ナイト。なんか、壁かべを感じねぇか？」


　祖父が戻もどってきたので、サクラリスと祖父の間にナイトが入って、サクラリスをガードするように座っているのだ。


「黙だまれロリコン」


「だから違うって言ってるだろうが。俺はロリコンじゃねぇぞ。実際俺ぁ、バアさんと結けつ婚こんするためにあいつが成人するまでキッチリ待ったくらいだ」


「知らないよ、そんな事情！　というか、そんな事情は知らないままがよかった……」


　それではなんだ？　ナイトの祖父は、成人する前から祖母が好きだったということか？


「だからそんな目で俺を見んじゃねぇよ！　こう見えても俺はプラトニックだ！」


「……それ、ロリコンを全く否定していないよな？」


「人間にゃ、様々な趣しゆ味み性せい癖へきがあるんだ。そんな細けぇことで人を差別するのは、この国際社会でどうかと俺ぁ思うぜ」


「つまりロリコンという自分の性癖を認めるのか？」


「いちいち突つっかかる小こ僧ぞうだな！　あぁ、いいよ！　もうわかった！　おめぇがそんなにいうなら一万歩譲ゆずってロリコンでいいよ！　違うけどな、俺ぁロリコンじゃねぇけど、そうだってことにしてやるよ！　これで満足か！」


「なんで逆ギレするんだよ」


　本当に、この人と会話をすると疲つかれる……なんでいい年してこの人はこうも言動が子供っぽいんだろう。


「それで、ジイさん……さっきのはなんの冗じよう談だんだ？」


「あん？」


「とぼけるなよ！　わざわざ死んだふりなんて手の込んだことして！」


「かかかかかかかか」


　悪びれもせずに笑う祖父。


「なに。前回のこともあるからおめぇも今度は簡単にゃ油断しねぇだろうと思ってよぉ、一ひと芝しば居い打っただけさ」


「でもあの刀は実際あんたの心臓に刺さっていたぞ」


「あぁ、こいつか」


　祖父が上着の前を開くと、左胸には確かに窪くぼんだ傷が残っていた──ただし、出血はしておらず、すでにふさがっているようだった。


「俺くらいのレベルになったらよぉ、気合いで心臓とか肺とか、内臓の位置を動かせるんだよ。ちょいと、臓物の位置をずらしてなにもない隙すき間まに刀を刺しただけだ」


　とんでもないことを平然とやってのける祖父であった。というか、それでも十じゆう分ぶん危険な気がするが……


「いたくないの？」


　サクラリスが不思議そうに尋たずねると、祖父はかかかと笑った。


「かかかかかかかかか、そんなの決まってるだろ……痛いてぇよ！　メチャクチャ痛ぇよ！　くそぉ、ちょっとやりすぎたかもしれねぇ！」


　胸の傷きず跡あとを押さえて顔を歪ゆがめていた……よくやる。


「いや、待て……ジイさん。俺が確かめたとき、あんたは確かに息をしていなかったし脈もなかったし冷たかった」


「俺くらいのレベルになると、五分か十分くらいは気合いで息も心臓も止められるんだよ」


「あんた本当に人間か！」


　とんでもない人だった。というか、孫の不意を突くためだけによくそこまでできるものだ。


「まぁ、この技わざの欠点は、たまに川の向こう岸で手を振ふるバアさんが見えるってことだな」


「あんたそれ、本気で死にかけてるだろう！」


「なぁに、こうやって俺はしっかり生き返ってるんだから大だい丈じよう夫ぶだ」


「危ないな……」


「俺は寂さびしくなったらちょくちょく心臓止めてバアさんに会ってきてるんだぜ」


「ヤバいよ、あんた！」


「そうしたらバアさんのやつ、いつも慌あわててあっちいけって手を振るんだ。つれねぇババアだとは思わねぇか？」


「あんたバアさんにもっと本気で感謝しろよ！」


「来るなって言われたら行きたくなるのが人情だ」


「あんたの場合へそ曲がりなだけだ！」


「だからこの前川を泳いでバアさんに会いに行ってみたんだ」


「本気でヤバいだろ？」


「そうしたらバアさん、本気で怒おこって俺の頭を思いっきりドツキやがった」


「当たり前だ！」


　意外とアグレッシブな祖母であった。


「なんでこんなとこに来た、とかバアさんが叫さけぶから俺は答えてやったのさ──ヒマだったから、ってな」


「…………」


　もう返す言葉もない。


「そうしたらバアさんが呆あきれはてた顔で、もうあんたなんか知らん、とか言って泣き出しやがった」


「…………」


「しかたねぇから、持ってきたセンベイをバアさんに差し出してやったんだ」


「…………」


「バアさん驚おどれぇた顔して、なんでこれを持ってるんだ、とか聞いてくるから答えてやったのさ。おめぇの好物だから、持ってきてやったんだって。あの世にゃセンベイ屋なんてねぇと思ってな」


「ジイさん……あの世だって気づいていたのかよ」


「当たりめぇだ。そうしたらバアさん、なんか泣きながらセンベイ食いだしてよぉ、妙に居い心ごこ地ち悪かったぜ……」


「…………」


　なんだ。祖父にしては意外とまともな話になってきたぞ？


「川泳いだせいでセンベイがびしょ濡ぬれになってて、かなり不ま味ずかったんだ」


「最悪だ！」


　見事に最後で雰ふん囲い気きを壊こわしてくれた。


「でもあのバアさん、そのクソ不味いセンベイを、美う味まい美味いって泣きながら食っててよぉ、なんか、妙みような気分だったぜ……」


「…………」


「まぁ長居してもしかたねぇから、俺はさっさと帰ることにしたんだ。そうしたらバアさん、もうこっちには当分来るな、とか言いやがった」


「当たり前だろう」


「だから俺は言ってやったんだ。寂さみしがりのババアが達者かどうか、たまにセンベイ手て土産みやげに見に来てやるよ、ってな。そうしたらバアさん顔を赤くして、早く帰れ、って言い出した」


「…………」


「でもまぁ、バアさんは最後に一言だけ付け加えてた──あたしが忘れない程度にはまた顔見せなよ、ってな」


　……バアさんってツンデレだったのか、とナイトは場ば違ちがいな感想を抱いだいた。そしてなぜか、いつのまにか祖父ののろけ話になってないか？


「まぁそんなわけで、また近いうちにセンベイ焼いて行こうかと思ってるとこだ」


「センベイ、あんたが焼いていたのか」


「当たりめぇだ。ジジイ特製の手焼きセンベイは美う味めぇぞ。食うか？」


　と、センベイの入った菓か子し鉢ばちを差し出してくる祖父。なんとなく一枚受け取った。サクラリスも一枚もらって食べている。


「……うん、はじめて食べたけどおいしいね！」


「確かに」


　なんというか、スーパーとかで売っている市し販はんの奴やつとはひと味違う気がした。


　祖父は照れくさそうに、最後を締しめくくった。


「まぁ、そんな感じの夢を昨日きのう見たんだ」


「夢オチかよ！」


「当たりめぇだろ、ナイト。まさかおめぇ、こんな話が現実にあるとか思うほど脳みそがお花畑なのか？」


　かわいそうな者を見るような目でナイトを見る祖父──なんだか、無む性しようにこの祖父をぶっ飛ばしてやりたくなってきた。


「あははははははははは」


　と、そんな二人を見て、センベイを食べながらサクラリスが楽しそうに笑っていた。


「うん、やっぱりこのおジイちゃんおもしろいね。いいおジイちゃんじゃない、ナイトくん」


　……少しだけ、サクラリスの将来が心配になってきた。


「ふふん。見たか、ナイト。純じゆん粋すいなクソガキにゃ、俺のピュアな心が伝わるのさ」


「本当にピュアなジジイは、子供のことをクソガキ呼ばわりはしないと思うぞ」


　なぜか勝かち誇ほこった顔の祖父。ナイトは色んな意味でため息をついた。


「……そもそもなんでこんな話が脱だつ線せんしたんだ？」


「まぁ細かいことは気にすんな、ナイト。センベイ食え」


「いや、もう食べたからいいよ」


「てめぇ、俺のセンベイが食えねぇってのか！」


「なんでからむんだよ……」


「このセンベイはな、バアさんとの思い出のセンベイなんだぞ……俺ぁこのセンベイを片手にバアさんにプロポーズしたんだ」


「安いな、プロポーズ」


「バカ言え。今とは時代がちがわぁ。食しよく糧りよう不足の時代におめぇ、センベイ一枚作るだけで俺がどれだけ苦労したと思ってんだ？」


「…………」


　確かに、祖父の生きていた時代だとそうなるのか──ナイトは、ちょっと不ふ謹きん慎しんなことを言ったかと反省した。


　空気が微び妙みように重くなったところで、サクラリスが手を挙げた。


「聞きたいことあるんだけど」


　おぅ、と祖父が頷うなずく。


「さっき血だらけだったけど、おジイちゃん大丈夫なの？」


「当たり前だのクラッカーってなもんよ。裏の鶏にわとりを二、三羽ばかり絞しめて、集めた生き血を部屋の中にぶちまけただけだからな」


「あんた、死んだふりするためだけによくそこまでやるな……」


　逆に感心してしまった。祖父は嬉うれしそうに手を振る。


「誉ほめてもなにも出ねぇぞ」


「誉めてない。呆れてるだけだ」


「呆れてもなにも出ねぇぞ」


「いや、出されても困る」


「まぁセンベイ食え」


「センベイが出た！　しかも、もういらないし」


「ガキが遠えん慮りよするな。こっちのやつはカビが生えてきたから早く食わねぇとヤバいんだ」


「あんたそんなセンベイを俺に食わせる気か！」


「まぁいい……お嬢じようちゃん。晩飯は期待してるといいぜ。今夜は特製鶏とり鍋なべだからよぉ、美味いぜぇ」


「わーい。ぼくトリ肉好きだよ！」


　サクラリスが無む邪じや気きに喜んでいる……鶏三羽を三人で食べるのは少し多い気もするけど、祖父の健けん啖たんぶりなら大丈夫か。


「あぁ、楽しみにしてな……ナイト特製鶏鍋をな」


「作るの俺かよ！」


「裏の畑から適当に野菜も取ってこい。鍋はそこの棚たなの中な」


「決定事じ項こうかよ……」


　ちなみにこの家、ある程度の自給自足ができる畑が裏にある。それでも足りない生活物資は、週に一回業者が持ってきてくれる手はずになっているのだ。


「って、のん気に飯食ってる場合じゃないんだよ、ジイさん！　ヤバいことになったんだ！」


　そうだ。話が脱線しまくったが、そもそもここに来た目的は、祖父に源げん祖そのことを相談したかったからだ。


　だが、わかってるよ、と祖父は面めん倒どうくさそうに手を振った。


「慌てるんじゃねぇよ……おめぇの深刻そうなツラ見たときから、ヤバそうなことになったんだなってのはわかってたよ」


「なら、俺の話を……」


「バカ、落ち着け──見た感じ、おめぇらロクに飯も食わずにここまできただろ？　そこの嬢ちゃん、結構疲つかれてるぜ」


「ん？　ぼくは平気だよ」


　サクラリスが答える──少し、ナイトが甘かったかも知れない。今のサクラリスは魔ま乖かい咒じゆが使えないのだ。子供の足でここまでの山道をロクに休みもせずに進めば、それはかなりの負担だろう。でも彼女はナイトを気き遣づかって、疲れてないように振ふる舞まっていたのだ。


「……すまない、サクラ。休みたかったんだな」


「イヤだなぁ、ナイトくん。べつにぼく疲れてなんかないよ。歩くのはけっこうとくいだからね」


「いい嬢ちゃんじゃねぇか、ナイトにゃもったいねぇ」


　祖父がなんだかうんうん頷いていた。


「そういや、お嬢ちゃん、名前聞いてなかったな。教えてくれねぇか？」


「名前はサクラリスだよ。ナイトくんはサクラって呼ぶんだ」


「サクラ……いい名前だ。うちのバアさんも桜の花が好きだったんだ」


「桜って見たことないんだよね。キレイ？」


「あぁ。なら春になったらここへきな。裏山に桜の木が腐くさるくらいあるからよぉ、花見でもしようじゃねぇか」


「おもしろそうだね！　たのしみ！」


　なんだか、祖父がいつになくにこやかな会話をしている……子供好きという話はウソではないようだ。


「サクラ嬢ちゃん」


　と、祖父が改まった声を出した。


「不出来な孫だけど、どうかよろしく頼たのむぜ」


「うん、まかせて！」


「いや、待て！　なんでそんなアイサツしてるんだ！」


　サクラリスに頭を下げる祖父に、さすがにつっこんだ。祖父が、わかっている、と手を振った。


「バカいえ。孫が深刻なツラして彼女と一いつ緒しよに俺のとこへ来た──おめぇがなにしに来たのか、俺はちゃぁんとわかってるぜ」


「いや、たぶんあんたは今、激しく誤解している！」


「さすがに若すぎるから十年以上待たなきゃいけねぇけどよぉ、まぁ婚こん約やくってことでいいだろう」


「違う！　婚約しにここへ来たわけじゃないからな！」


「なぁ、サクラ嬢ちゃん。ナイトのこと好きか？」


「うん、大好き！」


　祖父がやっぱりな、と頷いた。


「聞いたか、ナイト？　ここまでおなごに好かれて逃にげるのは男らしくねぇぜ」


「いや、だから……」


「今夜は離はなれの部屋で眠ねむりな。俺は母おも屋やから一晩中でないからよぉ、若い者同士でゆっくり……グフフフ」


「なにイヤらしい笑いしてるんだ！　しかもどう考えても犯罪だからな！」


「おいおい。俺はなにも言ってないぜ。まったく盛さかりのついたガキはしょうがねぇな」


「うるせぇぞヒヒジジイ！」


「そっか、今夜は二人きり……」


　カラカラ笑う祖父。サクラリスは、なぜか顔を赤くして微妙にもじもじしていて……いや、なにかサクラリスも勘かん違ちがいしていないか？


「とにかくいいから、俺の話を聞けぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」


　ナイトの絶ぜつ叫きようが、山間の家を震ふるわせた。





「ふむ、おめぇの話をまとめるとだ」


　ナイトの話を聞いた祖父は、重々しく呟つぶやいた。


「……とりあえずその辺り煮にえたから食っていいぞ」


「わぁーい、お肉すき！」


　サクラリスが喜び勇んで、鍋の中の鶏とり肉にくをハシで器用に持ち上げた。ナイトは思わず叫さけんだ。


「あんた本当に俺の話を聞いてたのか！」


「騒さわぐなって……安心しろ。ちゃんと聞いてたぜ。けど、だからって食べゴロの鍋を無視する手はねぇだろ」


　結局あのあと、祖父に言われるままに鶏鍋の用意をしたナイトであった。用意しながら経けい緯いを話したのだが、この祖父がどこまで聞いていたのか、はなはだ疑問である。


　ちなみにあの後裏庭に行ってみると、逆さかさ吊づりにされて首を切られた鶏が三羽いた。そしてナイトが野菜を用意している間に祖父はあっという間に鶏の肉を切り分けてしまっていた。この老人は、刃は物ものを使う作業は恐おそろしいほど正確で速いのである。


　そしてサクラリスはその作業を興味深そうに横から眺ながめていた。子供ゆえの無邪気さというか、血ち抜ぬきは終わっていたとはいえ、羽をむしって内臓を引きずり出す作業を面おも白しろそうに眺めるサクラリスの姿は、逆にすごいとナイトは思った。


「うん、すごくおいしい～」


　ニコニコ、サクラリスが喜んでいる。ナイトも自分が用意した料理を褒ほめられて、悪い気分はしなかった。


「若わけぇころ、養よう鶏けい場の手伝いしたこともあるんだぜ、俺は。そんでうちの鶏は放し飼いだからよぉ、大量飼育のブロイラーとは味が違ちがうぜ」


　言いながら、祖父はボウルに用意したミンチ肉を取り出した。


「サクラ嬢じようちゃんにはジジイ特製の鶏ダンゴを食わせてやろう。英語で言うと、チィィィィキィィィィィンッボォゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥルッだ！」


「なんでそこで絶叫するんだよ！」


「必殺技わざは元気よく大声でシャウトするのが俺の美学だ！」


　そういえば……子供のころ、修しゆ行ぎようの時に大きな声を出せってよく怒ど鳴なられた気がする……


「いや、鶏ダンゴがなんで必殺技？」


「俺の必殺チィィィィキィィィィンッボォゥゥゥゥゥゥルッを食えばどんな相手もイチコロだからな！」


「……毒でも混ぜてるのか？」


「バカ。愛だよ！　俺の愛情がたっぷりこめてあるんだ！」


「毒だな」


「ふっざけるな、ナイト！　このジジイの手て垢あかと老骨のダシが混ざったダンゴはおめぇには食わせねぇからな！」


「サクラ、絶対あの毒ダンゴ食べたら駄だ目めだからな。それとジイさん。台所にもう一個鍋あるから、あんたそっちで食ってくれ」


「あれ、俺孫にハブられて、もしかしてイジメ？」


　そんなバカな会話をしている間だけは、ナイトも今の状じよう況きようの苦しさを一いつ瞬しゆんだけ忘れることができた。もしかしたら──祖父はそんなナイトを少しだけ気遣ってくれていたのかもしれない、たぶん気のせいだけど。


　ちなみに鶏ダンゴは、悔くやしいけど、本当に美お味いしかった。





「我が主あるじが会食をお望みです」


　と、ヨルとアイリスにメイドが告げてきた。ヨルは、億おつ劫くうそうにメイドを振り返った。


「会食？……今から？」


「はい」


　あまり気乗りしない──そもそも気乗りする方がおかしいのだ。源げん祖そと自分たちは、どう考えてもなれ合う間あいだ柄がらではない。なのになんで同じ場所で食事をしなければならないのか。


「そもそも、ここ数日顔も見せなかった源げん祖そが、急に食事だなんて、どんな風の吹ふき回まわしかしら？」


「わたくしは我が主の意図を存じ上げておりません」


　抑よく揚ようのない声でメイドは答えた。ヨルは、このメイドに聞いても無む駄だか、と嘆たん息そくした。


　気乗りしない理由はもう一つある──昨日は飲み過ぎた。二ふつ日か酔よいというわけではないのだが、どうにもあまり食しよく欲よくが湧わかない。


　結局あのあとアイリスと二人意地になって呑のみ合ったのだが──地じ獄ごくのような結果だった。


　そもそもヨルはさほど酒に強いというわけでもない──弱くもないので、まぁ平均程度だろう。普ふ段だん自分から呑んだりはしないが、なにかのパーティーなどのおりには勧すすめられるまま呑むことは多い。そういうときでも、酔った記き憶おくはない。


　アイリスの挑ちよう発はつに乗ってあえて呑み比べに応じたのだが、ヨルとて無策ではない。それどころか、呑み比べは圧あつ倒とう的てきにヨルに有利なのだ。


　ヨルが使う『闇ヤミ』の魔ま乖かい咒じゆは回復が得意だ。その中には毒物を解げ毒どくする魔乖咒も存在する。そして酒に酔うというのは、アルコールが脳の一部を麻ま痺ひさせるということであり、アルコールも毒物の一種である。解毒の魔乖咒を併へい用ようすれば、ヨルはほとんど酔うことなく酒を呑むことができるのである。


　そういうわけでヨルが呑み比べで負けるはずがないのだが──アイリスはまさに異常だった。ヨルと同様、いくら酒を呑んでも酔ったそぶりが見えず、平然と、水でも飲むように度数の高い酒を呑み干していた。


　最終的にはお互たがい決着がつかず、部屋中に空の酒さか瓶びんが散乱する中、純じゆん粋すいに胃い袋ぶくろの許容量の勝負になってしまっていた気がする……結局決着がつかないまま、お互い疲れて眠ってしまった。


　そんな無茶苦茶な勝負をした翌日なのだから、当然ヨルが源げん祖そなどとの会食に応じるはずがない……のだが。


「ふむ、会食か」


　ヨルと同じくらい呑んだはずのアイリスは、ケロッとした顔でなにやら考え込んでいる。


「それは無論、美う味まい食事に酒が出るんだろうな？」


「もちろん、最高級の品を取りそろえさせていただきました」


「ならばやぶさかではない」


「かしこまりました」


「あなたねぇ……」


　ヨルはあきれ果てるあまり、アイリスにかける言葉が一瞬見つからなかった。


「いったいなにを考えているのよ？」


「他意はない……ただ、こんな狭せまい部屋に閉じこめられていては気が滅め入いるだけだろう。外へ出られるならば、この際会食でもなんにでも応じてやる」


「だからって、源げん祖そなんかと……」


「今まで私達が飲み食いしたものも全部あいつが用意したものだ。今いま更さら遠えん慮りよする謂いわれなどない」


　あぁ言えばこう言う、とはよく言ったものだ。アイリスと議論しても無駄なのだと、ヨルはそれ以上の会話を諦あきらめた。


「勝手ながら、イブニングドレスをご用意させていただきました」


　と、メイドは無数のドレスのかけられたポールを、部屋の中まで押してきた。数十着以上のドレスが並べられており、ポールの下に車輪があって、移動できるようになっているのだ。


「お好みのドレスをお選び下さい」


「……よくやるわね」


　と、ヨルはまたも呆あきれた。そもそも源げん祖そは、こんなものをどこから用意したというのか？


「服などどうでもいいだろうに……キレイなおべべ着ればメシが美味くなるってわけでもあるまい。そもそも私はヒラヒラが多い服はあまり好きじゃないんだ」


　アイリスはブツブツ文句を言っている。年とし頃ごろの女性とは思えないセリフだった。


「それが淑しゆく女じよの嗜たしなみであるかと具申いたします」


「わかったわかった。着ればいいんだろう」


　面めん倒どうくさそうに手を振ふって、アイリスは並べられたドレスの間に視線を走らせた。


「どれにするかな……ふむ、癪しやくだが、なかなかセンスはいいな」


　文句を言っていた割に、ドレスを選ぶ顔は楽しそうだった。ひょっとしたら、先ほどのは照てれ隠かくしのセリフだったのかもしれない。


　さて──どうにも、ここまできたら自分だけ参加しない、などとは言い出せない空気だった。日本にも、毒を食らわば皿まで、ということわざがある。もう、細かいことを気にするのはやめておこう。


　よく見ると、用意されたドレスには二種類あるようだった。デザインは様々なものがあるが、サイズは二種類しかない。一方は明らかに子供用──もう一種類は成人用か。ヨルとアイリス、二人の体格に合わせて用意してあるのだろう。


　ヨルも目を走らせて、好みのものがないか、探していった。






　第二章　それぞれの思おも惑わく







　ナイトとサクラリスが祖父のもとを訪おとずれて、その翌日からナイトは早さつ速そく修しゆ行ぎようを始めた。


　事情を説明した後、もっと修行をつけてくれと嘆たん願がんするナイトを前に、祖父は意外と思えるほどあっさり首を縦に振ったのであった。


「ま、それでおめぇの気が済むなら好きにしろ」


　とは祖父の弁だ。その言葉通り、好きにさせてもらうことにした。


「おめぇが今いま更さら小手先の技わざをちょいとおぼえたところでタカが知れてるってもんだ。そんなのが通じる相手じゃねぇんだろ、そいつは？」


　そう。源げん祖そは、小手先の技でどうこうできる相手ではない。


「なら、今ある技を強化していくしかねぇな」


　と、祖父はナイトの修行方針を決めてくれた。


「ナイト、おめぇ、あの岩は斬きれるか？」


　と、岩場にある巨きよ岩がんを指さす祖父。前回の修行で、苦労した相手である。


　しかし、すでにナイトは、あらゆるものを斬るコツというものを摑つかんでいた。要は、ものの隙すき間まを感じ取って、その隙間を斬り開く──言葉にするとそのような感覚である。


　どんなものにでも、斬りやすい場所、隙間は必ず存在するのだ。それを感じて、そこを正確に斬れば、どんなものでも斬れるのである。実際ナイトはこの技を応用して、源げん祖そとの戦いでは空間さえも斬って見せたのである。


「この技は『貫空カンクウ』って名の技だ……けど、おめぇはまだ少し、技が遅おせぇ。もっと速くしろ。でなきゃ、実戦じゃ使えねぇ」


　確かに──この技を使う前、ナイトはかなり意識を集中しなくてはいけない。実戦でそんなことをすれば、的になるだけだ。


「まぁ、ほどほどにがんばれよ」


　と、それだけ言って、あとはナイトに丸投げである。ナイトは、どうすればもっと速くできるか、そればかりを考え続けていた。


　──修行を始めてから二日。ナイトは息を整え、手にした『万夫不刀バンプフトウ』で、目の前の岩に斬りかかった。


「はぁぁぁぁっ!!」


　────


　一刀で、岩を斬きり裂さく。大人くらいのサイズの岩が、見事に真っ二つとなった。だが。


「ダメだな……まだ遅おそい」


　ナイト自身が、まだ納なつ得とくできないでいた。何度も繰くり返かえすことで、だいぶこの技のコツも摑んできたと思う。だけど、源げん祖そに通用するかと聞かれると、まだ疑問だった。なにしろ、源げん祖そは、ナイトやアイリスの攻こう撃げきを軽く受け流すことができるほどの相手である。今以上に速くなくては、攻撃を当てることさえできないだろう。


「間に合うかな……」


　源げん祖そが決めた刻限は一週間。当然相手がその時間を守る保証などないのでどこまで信用できるかは全くわからないのだが──悠ゆう長ちようにしていられる時間などもうないのである。


「ナイトく～ん。ちょうしどう？」


　と、ナイトのもとへひょっこりサクラリスが顔を出してきた。あぁ、とナイトは頷うなずく。


「まぁ、それなりといったところだな」


　ウソではない。これでも確実に、昨日よりは進歩していると、ナイトは感じていた。もっとも、源げん祖そと戦うレベルに到とう達たつするにはまだかかるが。


　と、ナイトはそこで、サクラリスが見慣れないものを持っていることに気づいた。


「サクラ……それは？」


「うん、さっきね、おジイちゃんからもらったの」


　サクラリスが腰こしに、鞘さやに入った刀を下げていた……祖父の仕し業わざか。あの人は本当に子供に甘いな、とナイトは呆れた。


「けっこう重いんだよね、これ」


　サクラリスがスラリと、腰の刀を抜ぬく──かなり小こ振ぶりの刀ではあるのだが、それは鋼はがねの固まりだ。子供の力でそう楽々振り回せるような代しろ物ものではない。


　でも、抜き身の刀を持ったサクラリスは、思っていたほど危なげなく、腰の入った姿勢で刀を構えることができていた。


「しかし、ジイさん……なに考えてるんだよ。サクラに持たせて、危ないだろう……」


「んなこたぁねぇよ」


「って、いたのか！」


　いつのまにか背後に祖父がいてナイトは驚おどろいてしまった──全然気配を感じなかったのだ。やはりこの老人、油断できない相手だ。


「ナイト。おめぇがガキだった頃ころ、この嬢じようちゃんよりもっと小さかったときに最初の刀をくれてやっただろう」


「確かに……」


　子供の頃、物心ついたときにはすでに、ナイトの刀というものは用意されていた。その刀は紆う余よ曲きよく折せつがあった末、先日天命を全まつとうしたのだが……


「だからって、真しん剣けんをいきなり子供に渡わたして、ケガしたらどうするんだよ」


「ケガしねぇ使い方を教えるにゃ、真剣渡して教えるのが一番だろうが」


　祖父が答える。まぁ、一応この人は、悔くやしいが、剣の教え方もそれなりに上う手まい。でなければ、ナイトだってわざわざこんな場所に何度も戻もどってきたりはしない。祖父がしっかりサクラリスの面倒を見るのならば、あまり危険はないとは思うが……


「……いや、ロリコンジジイに任せるのはやはり危険すぎるな」


「おめぇ、俺をなんだと思ってやがる？」


　まぁいいけどな、と珍めずらしく祖父は鷹おう揚ように首を振った。


「ナイト、おめぇはそのまま修行してろよ──明日あしたくらいにゃ、もしかしたら面おも白しれぇもんが見れるかもしれねぇぞ」


「面白いもの？」


　なんのことだか、今のナイトにはさっぱり見当もつかなかった。祖父は、意味ありげに笑っている。


「ま、楽しみにしておけよ。かかかかかか」





　その翌日──ナイトは、昨日祖父が言っていた言葉の意味を、痛いほど知ることになった。


　昨日と同じ場所で、ナイトは同じ修行を続けていた。違ちがうのは──今日は最初からサクラリスが隣となりにいたということだった。


「んっと、こんな感じ？」


　サクラリスは昨日渡された刀を危なげなく構えていた。刀というのは鋼鉄の固まりだ。子供が持つにはかなりの重量があるのだが、それをサクラリスはしっかりと構えていた。たぶん、彼女は昨日初めてこの刀に触ふれたというのに。


　そしてサクラリスの目の前には、岩があった。大の大人でも持ち上げられないほどの大きさの岩だ。その岩が、ど真ん中で真っ二つに断たち斬られていた。それを斬ったのはナイトではない、サクラリスだ。


「まぁ、最初にそんだけできりゃぁ、上出来だな」


「うん。初めてやったけど、けっこうおもしろいね、これ」


　ニコニコ笑ってサクラリスが言うのを、ナイトは、呆ぼう然ぜんと聞いていた。


　今け朝さ──ナイトと一いつ緒しよにやってきたサクラリスは、ナイトの目の前で、ナイトが苦労して覚えた技を、あっさりと披ひ露ろうしてくれた。すでにナイトに匹ひつ敵てきするレベルの技で、岩をあっさりと斬ってしまったのだ。


「ナイト、おめぇは、どう思う？」


　などと、いきなり祖父に振ふられて、ナイトは言葉につまった。ナイトが今苦労してやっている技を、昨日初めて刀を握にぎった四歳さい児じがあっさり身につけてしまったのだ。どうコメントすればいいのだ？


「あ、あぁ、たいしたものだな、サクラ」


　絞しぼり出だすような声で、そう答えるので精せい一いつ杯ぱいだった。ナイトにも誉ほめられると、サクラリスはニコッと笑みを深めた。


「よかった。僕もっとがんばるよ」


　と、サクラリスは刀を手に、素す振ぶりを始めた。いや、剣の型だった。祖父から教えられたのだろうけれど、淀よどみなく流れるような動きで型をこなしている。恐おそるべき吸収速度だ。


「ナイト、わかったか」


　いつのまにか、ナイトの背後に近づいていた祖父が顎あご髭ひげを撫なでながら告げた。


「あれが本物の天才ってやつだ」


「……あぁ、わかるよ」


　サクラリスは『天テン才サイ』の異名が示すとおり、桁けた外はずれに優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しだった。だが、『闇ヤミ』の魔ま力りよくに呑のみ込まれた彼女は、全すべての魔力と魔ま乖かい咒じゆ、知識や知性といったものまでも失ってしまった。


　だが──サクラリスは、やはり天才のままだった。一時は失いながらも、彼女はまた新しく身につけることができるのだ。そういう才能を、彼女は生まれながらにして持っているのだ。


「まぁあのレベルの天才は、実際珍しくねぇ」


　祖父があっさりと、そんなことを言い出した。


「世界ってのは広ひれぇもんだ。おめぇもこの先、世界の剣けん豪ごうと戦えばわかる──あの〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉じゃぁ、これくらいの才能がねぇとまともに戦えねぇレベルだ。そんでナイト。おめぇもガキの頃は、これくらいの力はあったんだぜ」


　そうだ──ナイトは思い出す。まだ幼い頃、ナイトはこの家で、祖父から剣を学んだ。そしてナイトは、祖父の教えのほとんどを身につけることができていた。


「けどな」


　祖父ははっきり告げる。


「今のおめぇじゃ手て遅おくれだ。もう昔には戻れねぇぞ」


　ナイトは、長い間剣を手に取らなかった。その年月が、ナイトの腕うでをどうしようもなく鈍にぶらせてしまっていた。


「おめぇがこのまま俺の下もとで修行すりゃ、まぁ、それなりに強くなれるだろう。けど、あくまでそれなりだ。サクラ嬢ちゃんレベルには、なれねぇ」


「……俺は、サクラに勝てないってことか？」


「そうは言ってねぇ。才能はサクラ嬢ちゃんのほうがあると思うけどよ。おめぇみたいにせっかくの才能を腐くさらせる可能性だって、嬢ちゃんにはある」


「なら……俺じゃ、源げん祖そに勝てないのか？」


「…………」


　珍しく、祖父が押おし黙だまった。振り返ると、眉まゆをひそめている。やがてゆっくりと、祖父は口を開いた。


「わからねぇな」


　肩かたをすくめる祖父。


「なにしろ俺ぁ、その源げん祖そとかいうのがどんな強さか知らねぇからな」


「そう、か……」


「ただまぁ……ナイト。おめぇに教えられることは、俺にももうあまり残っちゃいねぇ。俺が教えて強くなる段階ってのを、おめぇはもう超こえている──後は自力で強くなれ。なれなきゃ、もうおめぇはそこまでだ」


　突つき放はなすように、祖父に言われた。


「……まぁ、少し落ち着いて考えてみろ。おめぇ、また頭に血が上って周りが見えなくなってるぜ。ちったぁ頭冷やした方がいいんじゃねぇか？」


　と言い残し、祖父は静かに立ち去っていった。


　後には呆然と立ちつくすナイトと、一人で修行を続けるサクラリスが残された。





　ヨルとアイリス、そして源げん祖そとの会食は、厳おごそかな雰ふん囲い気きで続けられていた。


　ヨル達は初めて軟なん禁きんされていた部屋から出ることができたのだが、連れてこられた部屋は、総合体育館並に広さがあった。その部屋の中央に白いクロスを掛かけられた大きなテーブルが用意され、そこで三人は食事をしていた。


　テーブルは無む駄だに大きくて、三人が座っているお互たがいの距きよ離りが五メートル以上離はなれている。テーブルの周囲には数人のメイド姿の女性が常時いて、給仕をしてくれる。


　ヨルもアイリスも、用意されたドレスに身を包んでいた。ヨルのは黒、アイリスのものは赤を基調としたドレスで、どちらもやや少女趣しゆ味みかと思えるような飾かざりの多いデザインだった。用意されたのが全てそういうデザインだったので、他に選せん択たく肢しがなかったのだ。


　ヨルは静かに食事をしているが、やはりこんな状じよう況きようでは食しよく欲よくなど湧わかない。最初の前菜を食べたところで、ヨルの手は止まっていた。


　反対にアイリスはこれまでと同様、遠えん慮りよのカケラもなく旺おう盛せいな食欲を発揮していた。ワインだってビールのようにガブガブ呑んでいる。見ているだけでこっちまで満腹になるような食事の有様だった。


　だが三人の間に会話はない。周囲のメイド達も一言も喋しやべらない。結果、食器が奏かなでる音が時折広い部屋に響ひびくだけの状況であった。


　ヨルは静かにワインを呑むことにした。こんな状況なので、味わう余よ裕ゆうはあまりないものの、アルコールの力が多少は今の気分を和やわらげてくれる気がした。


「食が進まないようだな」


　静かな声が響いた。源げん祖そが初めて口を開いたのである。


　ヨル達と同様、源げん祖そも盛せい装そうで食事に臨のぞんでいた。だがこの部屋で顔を合わせたときから視線は交かわしても言葉は一度も交わしていない。その源げん祖その第一声が、それだった。


「ふむ。これでもそれなりに楽しませてもらっているぞ。なかなかに美う味まい」


　と、言ったのはアイリスである。源げん祖そはアイリスの様子をチラリとだけ見た。


「『滅ヘルブスト』、お前ではない。『闇シユトレンベルグ』。先ほどから全く食べていないようだが」


「……あいにく、あまり空腹ではないのよ」


「ふむ、そうか」


　源げん祖そはそこで、思案するように目を閉じた。


「食事が口に合わなかったか？」


「そうね……少なくとも今の私に食欲を思い出させるほどではないわね」


「ふむ……今日の食事を作ったのは誰だれだ？」


　源げん祖その問いかけに、今までヨル達の世話をしてきていたメイドが静かに答えた。


「はい、料理の担当は、五百二十号です」


「では、そいつを処分しろ」


　至し極ごくあっさり、源げん祖そは告げた。


「かしこまりました」


　そしてメイドも至極当然のように受け答え、立ち去っていく。ヨルは今聞こえた不ふ穏おんな単語に、眉をひそめた。


「……処分って、どういうこと？」


「言葉通りの意味だ」


　ワイングラスを片手に、源げん祖そはなんの感情もこもっていない声で答えた。


「有り体ていに言えば、殺すということだ」


「な!?」


　なんだ、その理り屈くつは？　話が飛ひ躍やくしすぎているのではないのか？


「満足に料理もできない料理担当は、処分されて然しかるべきだろう」


「だからって、殺すのはおかしいでしょう！」


「お前がそれを言うのか？　お前が料理に満足しないと答えたのだ。だから我は、この料理を作ったものを処分するしかないと判断した」


「でも……」


「お待たせしました」


　静かに、先ほどのメイドが戻もどってきた。傍かたわらには、もう一人黒くろ髪かみのメイドがいる。話の流れからして、彼女が料理の担当なのだろう。そのメイドもやはり、無表情だった。


「我が主。このものは、いかように処分しましょう？」


「ふむ……『闇ヤミ』に処分させろ。それが当然の帰結というものだろう」


　メイドは静かに、問いかけるような視線をヨルに向けてきた。なんだ、この流れは？　ヨルに、彼女の処分方法を決めさせるというのか？
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「難しく考えることはない」


　源げん祖そはグラスの中の赤い液体を傾かたむけながら言った。


「こやつらは魔ま力りよく制せい御ぎよの疑ぎ似じ人格だ。人間ではない。不良品であれば処分するのが妥だ当とうだ……こいつの体内の魔力を操作して少し乱せば、こいつは活動を停止する。魔乖術師ならば、難しい芸当ではないだろう」


「だからって……そんなことができるはずがないわ！」


　テーブルを叩たたいて、ヨルは立ち上がった。ひどく気分が悪い──人間と同じ外見の存在を、こんな理由で処分するなど、ヨルには理解できない話だった。


「ふむ。ならばやむをえまい。お前を……」


「それくらいにしたらどうだ？」


　我関せずと食事を続けていたアイリスが、口を挟はさんだ。


「そいつは、こんなに美味いメシを作ったのだろう？　『闇ヤミ』はともかく、私は十分にこの食事に満足しているぞ。だのにそいつをここで処分するというのは、いささか気分が悪い」


「…………」


　ヨルは、思わず目を見張った。空気を読まないというか、アイリスの傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりは凄すさまじい。この流れの中で源げん祖そ相手にそんな意見を胸を張って言うなど、その神経はどうなっているのだろうか？


　だが源げん祖そはその傲ごう慢まんなアイリスの言葉に、興味深そうに頷うなずいた。


「なるほど……お前は変わらないか、ホロ……いや、お前達は変わらないと言うことだな」


　源げん祖そは、メイドを指さした。


「興が削そがれたな。そいつを連れて行け。処分は見送ろう」


「かしこまりました」


　メイドは来た時と同様に、静かに退出していった。


　勢いで立ち上がったものの、なんとなく収まりが悪くなって、ヨルは静かにもう一度イスに戻った。アイリスは我関せずと食事を再開した。源げん祖そは、食事の手を止めてワイングラスを片手にヨルを見つめていた。


「そんなに見つめて、わたしの顔がどうかしたかしら？」


「なに……お前達の常識では、今のは異様だったのかもしれない」


　源げん祖そが言う。


「だが、我の生きた時代はこれが当然だった──何万年も前、魔ま術じゆつ師しが世界を支配していた時代はな」


　魔術師──かつて、魔ま乖かい術じゆつ師しと、世界の覇は権けんをかけて争った存在だ。


「魔術師の支配する世界──端たん的てきに言えば、それは理想郷の如ごとき世界だ。人間は、なにもしないでよかった。全てのことを奴ど隷れいが代わりに行っていたからな。人間はただ、生きているだけでよかった。そういう世界だった」


「奴隷が代わりにって……奴隷だって人間でしょう」


「魔術師どもは、魔術師以外の存在を人間とは見なさなかったのだ。被ひ支配階級であった力を持たない人間は、魔術師の支配を甘んじて受けいれるしかなかった──だが、疑似人格を生み出したことで、奴隷の存在価値がなくなってしまった。疑似人格は、奴隷などより遥はるかに効率的に、あらゆる業務をこなすことができたからな──結果、被支配階級の人類は用済みとなった」


「なるほど」


　アイリスが頷く。


「魔術師は、不要になった力をもたない人類を処分することにした。人類は魔ま乖かい咒じゆを生み出して魔術師に対たい抗こうし、全面戦争になった──要は、そういう筋書きというわけか」


「違ちがう。現実が、それだけ単純であったならば簡単だっただろうに」


　源げん祖そが嘆たん息そくしながら続けた。


「奴隷──そう聞くとお前達はいい印象を持たぬようだが、当時はそれほど悪いものではなかった。魔術師どもは、少なくとも為い政せい者しやとしては優すぐれていた──魔術師の命令通りに働けば、奴隷身分のものには必要十分な衣食住が提供されていた。奴隷身分であっても、自らの境きよう遇ぐうに不満を持つものはほとんどいなかったくらいだ──それも、魔術師どもが群集心理を調整していたせいではあるがな」


　初めて聞く話だ。源げん祖そが生きていた時代の記録は、八や祖そ本家にもほとんど残されていない。それほど大昔の出来事なのだ。


「だが奴隷よりもっと効率的な疑似人格が誕生したことで、奴隷身分は労働から解放された──魔術師どもは、それでも被支配階級の人間に最低限度の衣食住を提供し続けた」


「え？」


　それはつまり……奴隷だった人たちも、働かなくても生きていけるようになったということだろうか？


「疑似人格の存在はそれだけ素晴らしいものだった──だがな、その頃ころからだ。被支配階級の人類の間で魔術師に対する不満が募つのりだしたのは」


「なぜだ？」


　アイリスが、当然の質問をする。


「聞く限りにおいては、なんの問題もないように思えるのだがな？」


「問題がなさ過ぎたのだ──労働がなくなれば、人間は退たい屈くつする。あまりに変化のない日常に、退屈すぎて死ぬ人間まで出るようになった」


「ウソでしょ？」


「ウソではない……生きる意味を見いだせない人間は、生きる意い欲よくがない。生きる意欲がなければ風か邪ぜを引いただけで人間は死ぬ──そういうものだ」


　そんなことが、大昔に現実として起こっていたというのか？


「そもそも働かなくなった人類に与あたえられるのは、最低限度の衣食住のみだ。無論贅ぜい沢たくしなければ十分に生きていくことができる。だが、人間生活が落ち着けば、贅沢をしたくなるものだ。だが贅沢をしようにも、そもそも最低限の衣食住以外になにもないのだからどうしようもない」


「働けばいいではないか」


「あらゆる労働をすでに疑似人格が行っていた──人類が働く余地は、すでに残されていなかったのだ」


　それは──どうしようもない状況だ。


「魔術師に飼い殺される──人類の間ではそのように感じる者が増えていった。そんな中、我は退屈しのぎに魔乖咒を生み出した」


「ちょっと！」


　いきなり話が飛んでないか？　源げん祖そは肩かたをすくめた。


「あまりにやることはなく、時間だけはいくらでもあった──我はその結果、魔乖咒を生み出したのだ──魔乖咒の存在、魔術師に対する不満、この二つが重なったとき、人類の間でそれまで押さえていたものが一気に爆ばく発はつした──つまり、魔術師を打うち倒たおして、魔乖術師の世界を作るべく、全面戦争にまで至ったのだ」


「そんな、理由で戦争に？」


　なんて、くだらない理由──率直に、ヨルはそう思った。


「むろん、理由はそれだけではない。戦争の理由は、人間の数だけ存在した──不要になればあっさりと処分されていく疑似人格達──その存在を不ふ遇ぐうに思い、疑似人格のために戦争を決意した者も中にはいたのだぞ──先ほどのお前と同じ想おもいでな」


　源げん祖そは、静かに目を閉じて、当時を思い出しながら語る。


「そうだな。当時の人類は打だ倒とう魔術師の気き概がいに燃えていた。それに押され、我もまた戦いを決意した。我に忠誠を誓ちかった八人の騎き士しに、我は魔乖咒の力を最初に分け与えた」


「その八人が？」


　源げん祖そが頷いた。


「それが始まりの『魔王エル・ケーニツヒ』──後に八や祖そと呼ばれる系けい譜ふの最初に名を連ねる始祖だ」


　言いながら、源げん祖そはゆっくりと、ヨルとアイリスの顔に視線を動かした。


「お前達は、あの者達によく似ている──我が片かた腕うでと呼ばれた二人の『魔王エル・ケーニツヒ』、ヤミとホロ、二人にな……」


『闇ヤミ』〈始源の闇あん黒こく〉　ヤミエルミ・シュトレンベルグ


『滅メツ』〈導きの破は滅めつ〉　ホロウ・アカシア・ヘルブスト


「まぁ、私たちの先祖だというなら、似ていたとしても不思議ではないな」


　アイリスが頷きながら言う。


「で、私たちをとっつかまえて殺さないのも、それが理由か？」


　率直に尋たずねられ、源げん祖そは喉のどの奥おくで含ふくみ笑わらいを漏もらした。


「嗚あ呼あ、本当に同じだな──お前は昔から、怖こわいもの知らずだった。我にそのような態度を最後まで崩くずさなかったのもお前だけだ……本当に、あらゆるものが懐なつかしいな」


　再び源げん祖そはワイングラスに手を伸のばし、赤い液体を静かに飲み干した。


「お前達を殺さない理由──そんなものはない。あえて言うならば、気まぐれだ」


　つまらなそうに、空になったグラスを片手に源げん祖そは告げた。


「お前達を、そして人類を殺そうと思ったのにも理由はない。単純な話、気まぐれだ──我の行動には理由などないのだ」


「ふざけないでよ」


　そんな訳のわからない理由で、源げん祖そは本当に人類を滅ほろぼす気なのか？


「ふざけてはいない──今になって思えば、なぜ魔乖術師は魔術師と戦わねばならなかったのか、その理由さえはっきりとわからない」


「お前は、理由もなく魔術師と全面戦争をしたのか？」


「理由は、あったのだ」


　源げん祖そは席から静かに立ち上がりながら答えた。


「確かに、当時我らには戦うべき理由があった──だがもはやその理由は失われた。それが我らの得た結末だ」


「どういう、こと？」


　ヨルの問いかけに、源げん祖そは背中を向けた。


「……我は十分だ。部屋に戻もどるとしよう。お前達は満足するまで、ここで食事を続けて構わぬ」


　と、源げん祖そはそのまま振ふり返ることなく、広い食堂から姿を消した。後に残されたアイリスとヨルは、互たがいに顔を見合わせた。


「……どうすればいいのかしら？」


「さぁな。とりあえず私はもう少し食事を続けさせてもらおう」


「あなた……まだ食べる気？」


　アイリスはすでに、少なく見積もって五人前の量を食べているはずだ。


「どうせタダ飯だ。せいぜい食ってやらないと、もったいないだろう」


「あなたって、本当、色んな意味で大物よね」


「それは違うぞ、『闇ヤミ』。貴様が少し小物すぎるだけだ。私は別段、特別な存在ではない」


　皮肉げな笑みと共にアイリスは答えた。その笑みには、自じ嘲ちようが込められているように、ヨルには見えた。





　ナイトは滝たきに打たれていた。俗ぞくに言う滝行だ。本来は神しん道とうの修しゆ行ぎようだが、精神修行の一いつ環かんで、ナイトもこれまで何回か経験したことがある。


　滝たき壺つぼに入り、岩に立って、全身で水を受け止める──季節は冬だ。水は跳とび上がるように冷たく、また勢いよく落ちる水は恐おそろしく痛い。


　だが数分も立ち続ければ、冷たさにも痛みにも慣れてくる。そうなると、余計なことなど考える余よ裕ゆうもなくなって、頭の中がスッキリしてくるのだ。


「……どうすればいい」


　静かに、自問してみる──答えなど、考えるまでもなく決まっている。


　ヨルを、アイリスを、ナナを──源げん祖そにさらわれた彼女たちを助ける。どんな手段を使ってでも。そして源げん祖そも倒す──それが唯ゆい一いつの回答のはずだ。


　だが──今のナイトで、源げん祖そに勝てるのか？


　冷静に考えれば──勝てない。なぜならば、ナイトはこの数日、自分の強さに変化がないことを自覚していた。この状態で勝負を挑いどんでも、結果は変わらないだろう。


　これまでも、強敵との戦いは何度も経験してきた。だが、これほどまでに、自分に勝ち目がないと思うのは、今回が初めてだ。


「どうすれば勝てる……」


　──勝つ必要はないわ──


　声が、聞こえた。それは、聞き覚えのある少女の声だった。


　水に濡ぬれた顔を持ち上げ、目を開けてみる──当然だが、周囲に人の気配はない。幻げん聴ちようか？　いや、違ちがうとナイトは思った。これは、自分の中から聞こえる声だ。


　──あなたは必ずしも、あのお方に勝つ必要はないわ──


　その声は、聞き慣れたヨルの声に似ていた。だが、ヨルではないことはナイトにもすぐわかった。そう、自分の体の中から響ひびくこの声は──


「始祖、なのか？」


　──そう、私は始祖。その意思の残ざん滓し──


　始祖は自分に残っていた魔ま力りよくを全すべて、ナイトに託たくして消えていった──その意思が、ナイトの中にまだ残っていたとしても、不思議ではない。


「勝たなくて、いいとはどういうことだ？」


　──あなたに託した私の願いは一つ、あのお方を救って欲しいということ──


「救う？」


　どういうことだ？　源げん祖そを救う？　源げん祖そは、助けを求めているのか？


　──あのお方の心は絶望と孤こ独どくに埋うめ尽つくされてしまっているわ。そのお心をどうか救って欲しい──


「でも、どうやって？」


　──私では、いいえ、私たちではあのお方をお救いできなかった。全能とまで謳うたわれた八柱の『魔王エル・ケーニツヒ』でも、あのお方の心だけは救えなかった。けれど、あなたにならできるかもしれないと、私はあなたに賭かけた──


「いや、だからどうすればいいんだよ？」


　──私にはわからない──


　結局、手がかりはないということか……


　──けれどあなたには、以前とは違う力があるはずよ。それを使えば、あるいは──


「違う力？」


　そんなものがあるのか？


「それは……」


「……むぎゅぅ」


　……今なにか、変な声が聞こえなかったか？


「今のは……ぬおっ！」


　見ると、ナイトの傍かたわらにサクラリスがいつの間にか近づいていた。だが問題は、ここは滝壺ということだ──容よう赦しやなく叩たたきつける大量の水の重圧は、いかに天才児とは言え、四歳さい児じにはキツイ──サクラリスは体が押しつぶされて、顔が水の中に埋もれていた。


「おい、サクラ、しっかりしろ！」


　大あわてでナイトはサクラリスの体を抱かかえ上げ、滝壺から飛び出した。


　────


「あぁ～、死ぬかと思っちゃったよ」


　ケラケラ笑いながらサクラリスは言った。実際、一歩間ま違ちがえたら本気で危なかったかもしれない。ナイトは頭を抱えながらため息をついた。


「サクラ……滝行は、見た目以上に難しくて、危険なんだぞ。特にこんな時期に水の中に入るのは、かなり危険なんだ」


「でも、僕もナイトくんと同じことやってみたかったんだもん」


　悪びれもせずに答えるサクラリス──まぁ、大事なくてよかったけど。


　二人は河原かわらに用意したたき火に当たっている。濡れた服は脱ぬいで、タオルでふき、着き替がえてから、サクラリスには毛布も掛かけてやっている。たき火も滝行の前にあらかじめ用意しておいたものだ。滝に打たれて体が冷えれば、低体温症しようになってしまう。終わった後、体を温めることは重要だ。冷え切った体が火に当たることで、徐じよ々じよにその感覚を取り戻していくのがわかった。


「ともかくサクラ。今度から、勝手にマネしたらダメだぞ」


「は～い」


　あっさりうなずくサクラリス──なんだかこんな会話をしていると、ナナと会話しているようだ……そういえば、ナナはどうなっているのだろうか。ナナの肉体にアイリスの魂たましいが入っているという今の状じよう況きようで、ナナ自身の意識がどうなっているのか。気にならないわけではないのだが、他に考えることが多すぎて今まで余裕がなかったのだ。もっとも、アイリスが心配はいらないと言げん及きゆうしている以上は大だい丈じよう夫ぶなはずだ。


「ナイトくん、なにか悩なやんでるでしょ？」


　サクラリスが、押おし黙だまったナイトの顔をのぞき込みながら言う。


「いや、別に……」


「まったく水くさいな～。僕と君の仲じゃない。何でも相談してくれていいんだよ」


　タオルに包まれた薄うすい胸をどんと叩くサクラリス──なんだか、ほんの数日でサクラリスの様子も変化している気がする。数日前はやや舌っ足らずな口調だったはずなのに、今は流りゆう暢ちように会話ができるレベルにまでなっている。以前のような回りくどい口調とは違うものの、彼女の年ねん齢れいを考えればいくぶんませた口調だろう。


「そうだな……源げん祖そと、どうやって戦えばいいのか、そのことを少し悩んでいたのさ」


　と、ナイトは答えた。変に隠かくし立だてしても聡さといこの子は気づいてしまうのだろうと、思ったからだ。


「源げん祖そは、強い。前回はまともに手出しできなかったくらいだからな……なんとか必死に修行してみても、付つけ焼やき刃ばじゃやっぱりどうにもならない……ジイさんからも、サジを投げられたし……本当にどうすればいいんだかな」


　自嘲するナイト。サクラリス相手にこんなことを話すなど、自分でも驚おどろきだった。それだけ追おい詰つめられているということだろうか。


「……わかるよ、ナイトくん」


　静かに、サクラリスが言う。


「僕だってわかるよ……今の僕は、天才なんて呼ばれていた頃ころに比べたら微び々びたる力しかないんだ。僕にも君の気持ちがわかるよ──少し前までできていたはずのことがなにもできない──これほど気が焦あせることはないよね」


　そうだ。ナイトとサクラリスは同じだ。お互い優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しでありながら、二人は一度は魔力を失った。そのために、どうしたらいいのか、自分でもわからない……


「で、ナイトくん。それじゃぁ、諦あきらめよっか」


　あっさりと、サクラリスが告げた。


「だって、君は今までがんばっていたもんね。それは誰だれよりも、君に助けてもらった僕が一番わかっている。でも今回は相手が悪い。源げん祖そは強いもん。戦っても確実に負ける。なのに勝負を挑むのはムチャだ。だから諦めたってしかたない。『闇ヤミ』たちだって、負けるとわかっている戦いで君が死ぬのを望んではいない。諦めても、誰も文句は言わないよ」


「……あぁ、そうだな、サクラ。君の言うとおりだな」


　ナイトは頷うなずいた。本当に──自分はなにを悩んでいたのか。


　答えは最初から決まっている──四歳児に愚ぐ痴ちをこぼして、諦めろと言われて、それではいそうしましょうと答えるような道を、ナイトは選ぶことはできない。


　源げん祖そに勝てるかどうかなんて悩むまでもない。ナイトは、勝たなくてはならないのだ。勝てなければ、ナイトのこれまでの人生が否定される。ナイトが今まで必死に戦ってきたその全てが、一度の敗北で消え去る。源げん祖そとの戦いはそういうものだ。ナイトが負ければ、ナイト自身も、ナイトが今まで護まもろうとしてきた者も、全てが消えてしまう。


　だからナイトは戦うしかない。だからナイトは勝つしかない。それ以外の選せん択たく肢しはない。


「少し、前が見えなくなっていたみたいだな、俺は……すまなかった、サクラ。もう迷ったりしないよ」


　ナイトはキッパリと言い切った。そうだ。そもそもサクラリスを救うときだって、ほとんど絶望的とも言える状況だった。けれど、最後はこうしてサクラリスを救うことができた。それは、ナイトが最後まで諦めなかったから、その結果たぐり寄せた結末だ。


「まぁ、心配いらないさ、ナイトくん」


　サクラリスも同じく立ち上がった。


「僕だって、毎日遊んでいるわけじゃないよ。僕は今、すごい勢いで強くなっているんだ。最盛期にはさすがに届かないけど、それでも君の力にはなれるよ──源げん祖そとの戦いでは期待してくれていいよ」


　驚いたことに、どうやらサクラリスもナイトと共に戦う気のようだ。さすがにナイトは、首を振ふった。


「いや、サクラ……悪いけれど君は来ないでいい。戦うのは、俺一人だ」


「水くさいな～。君が救ってくれたこの命、今いま更さら惜おしいとは思わないさ。もっとも、最初から死ぬ気で行くわけでもないけど」


「だからだよ、サクラ」


　ナイトは思わず、サクラの両りよう肩かたに手を伸のばした。


「俺が君を助けたかったのは、君に自由な人生を進んで欲しかったからだ。押しつけかもしれないけれど、平和な世界の中で、普ふ通つうの子供の生活を送って欲しい──どんな理由があろうと、小さい子供が人殺しをしなくちゃいけない世界は間違っている。俺はもう二度と、君にそんなことをさせたくないんだ」


　サクラリスはまっすぐナイトを見上げる。ナイトの視線はまっすぐで、その意見が揺ゆらぐことはなさそうだった──だからサクラリスは、わかったよ、と頷いた。


「うん……ナイトくんが言うなら、僕は待っているよ」


「わかってくれたか、サクラ？」


「うん。でもその代わり、絶対戻もどってきてよ？　必ず、約束だよ」


「もちろんだ、任せろ」


　安やす請うけ合あいにも見えるかもしれないが、ナイトははっきりと頷いた。


「絶対だよ。僕待ってるからね？」


「大丈夫だ。俺が、サクラとの約束を破ったことがあったか？」


「そうだね。だから僕は君のこと信じているよ」


　さて、とナイトはつぶやき、右手を持ち上げた。


「サクラ……実は、少しだけど魔力は戻っているんだ」


　そう。源げん祖そが体内から出たとき、ナイトの魔力は完全に失われた。だが前回、始祖との出会いでナイトは一部の魔力を取り戻したのだった。


「だから、これくらいは……」


　指先で、魔ま法ほう陣じんを描えがく。この半年ほどの期間で、何万回も繰くり返かえした行こう為いだ。すぐには忘れない。指先が光ひかり輝かがやく軌き跡せきとなって、宙に魔法陣が描かれる。魔ま乖かい咒じゆの、発動だ。


　風がながれる。温かい風だ。その風は冷えたナイトとサクラリス、二人の体を温め、乾かわかしていく。


「へぇ、よかったじゃない、ナイトくん。魔乖咒、また使えるんだね？」


「……あいにくだが、源げん祖そがいた頃に比べたら、微々たる魔ま力りよくしかない。おまけに、今は初歩の魔乖咒くらいしか使えない」


　何度も試ためしてみた。なんとか、第二咒じゆ法ほうくらいまでは使うことができる。だが、第三咒法以上の魔乖咒は、今のナイトではまだ使えそうにない。戦せん闘とうにおいて最も必要となる第四咒法など、夢のまた夢の話だ。


「……補助程度にはなるにしろ、以前みたいに派手に魔乖咒で立ち回りができるわけじゃないのさ」


「魔乖咒は使い方だよ」


　サクラリスが、答えた。


「下位咒法しか使えなかったとしても、使い方次し第だいで、やり方はいくらでもあると思うんだけどね」


「使い方次第か……」


　確かにそうだ。少なくとも、魔乖咒が全く使えなかった前回よりは前進しているはずだ。そもそも、仮に第四咒法を使ったとしても、源げん祖そに通用するかは疑問だ。なにしろあのアイリスでさえ、源げん祖そにはまともに手出しできなかったほどである。


　そもそも源げん祖そとは、最初に魔乖咒を生み出した存在、魔乖咒の根源なのだ。その源げん祖そを魔乖咒で倒たおすというのは、実際問題かなりの難題だ。第四咒法が、源げん祖そに通用するかも怪あやしい。


　だが……ナイトは考える。もしかしたら、今の状態でもうまく使えば、この魔乖咒は切り札になるかもしれない。


「……ありがとう、サクラ。なんとなくだけど、先が見えてきたみたいだ」


　今考えついたのはまだ思いつきのレベルだが、決して不可能ではないように思えてきた。そうだ。この力をうまく使えば、源げん祖そとの戦いも有利に進めることができるかもしれない。


「顔が変わったね、ナイトくん。少し嬉うれしそうだよ」


「あぁ、サクラのおかげさ」


「お役に立てたようなら何よりだよ」


　サクラリスは小さな頭をぺこりと下げた。





「ふぅ……」


　知らず、口からため息が漏もれていた。ヨルはまた今までと同じ部屋の中で軟なん禁きん生活を続けていた。


　先日は改めて源げん祖そと顔をあわせることができたが……あいかわらず、とんでもない存在だった、あれは。


　魔乖咒の根源と呼ばれているのは伊だ達てではない。ヨルと比べても圧あつ倒とう的てきに強大な魔力が、源げん祖そからは感じられた。しかも源げん祖そは、その大量の魔力を自らの意志で完全に制せい御ぎよしている。強大な魔力を持ちながら、制御しきれず体外に漏れ出ていたサクラリスとはその点が違ちがう。源げん祖そは、サクラリス以上の魔乖咒の使い手なのだ。


　もし隙すきあらば源げん祖そに攻こう撃げきを──などという甘い考えは、その瞬しゆん間かんに消し飛んだ。ヨル程度の力ではどうあがこうが、かすり傷を負わせることも難しいレベルなのだ。


　そして、源げん祖そから感じ取れたのは、なにも力の大きさだけではない。あれは──たとえるなら、途と方ほうもなく巨きよ大だいな虚きよ無む──まさしく、中身がない存在だ。


　その姿は、あらゆるものに興味がなかったヨルの父親を連想させる──源げん祖そには、目的がないのだ。本当に、もう、やるべきことがない。だからきっと、人類を滅めつ亡ぼうさせようとしていることにも、本当に理由がない。そして、理由がないからこそそれを止める方法は皆かい無むに等しい。


　どうすれば、いいのだろう──ヨルは最近、そのことばかりを考えている。


「あいかわらず面おも白しろくない顔をして、またどうでもいいことを考えているのだろう」


　ソファに寝ねそべってお酒を呑のんでいたアイリスが鼻で笑った──アイリスはヨルの記き憶おくが確かなら、ほぼ一日中お酒を呑んでいる気がする。いったい彼女はなにがしたいのだろう──ヨルは、自分がお酒を呑んでいるわけでもないのに頭痛がしてきた。


「わたしにも、あなたくらいの気楽さが欲しいものだわ」


「おいおい、勝手を言うな。私が気楽だと？　こう見えても私だってそれなりに色々と考えているんだぞ」


「どうせ、次にブランデーを呑むかウイスキーを呑むか程度の考えでしょ」


「失敬な奴やつだ……まぁ否定はせんがな」


　飄ひよう々ひようと、涼すずしい顔でアイリスはグラスを傾かたむけている──なんというか、彼女とはやはり付き合いにくい。面と向かって会話をしていても毎回はぐらかされてしまう相手だ。ヨルの苦手とするタイプである。


「どうせ貴様のことだ──こんなところに閉じこめられてなにもできない自分はなんて情けないんだろう、こんな役立たずが生きている価値なんてない、ナイト君の足手まといになるくらいならいっそ死んでしまおう──とか考えているんだろう？」


「……さすがにそこまで悲観的には考えてないわ」


　いや、でもおおむねあっている。これだからアイリスとは付き合いにくい。とぼけた顔でこちらの図星をついてくるのだから……


「まぁ、貴様が死のうが腐くさろうが私には究極的にどうでもいいことだがな──でも貴様にはまだ、やるべきことがあるのではないか？」


「やるべきこと？」


「そうだ。貴様だけではない。私も、誰だれも彼も──人には為なすべきことというものが必ずある。そしてそれを為すべき時というものは、一いつ生しよう涯がいにおいて短い一いつ瞬しゆんでしかないものだ」


「……今日は、いつも以上に饒じよう舌ぜつじゃないの？」


「そうだな、確かに──さすがの私も若じやつ干かんほろ酔よいになってきたのかもな」


　顔色一つ変えず涼しい顔でそんなことを言うアイリス。


「だが忘れるなよ、『闇ヤミ』。私にもお前にも、まだやるべきことはある。それをするまではお互たがい、死ぬことはできん……そのことを忘れるな」


　言い含ふくめるように言った後、アイリスはのびをした。


「さて……少し疲つかれたから、私は一休みするぞ」


　言って、ソファの上で仰あお向むけにひっくり返った。どうやら寝たらしい。静かな寝ね息いきが部屋に響ひびく。


「食べて、呑のんで、寝て……本当に、動物並の生活ね」


　ヨルはどうしようもないな、と首を振った。


「まったくもぅ……世話が焼けるわね」


「毛布をお持ちしました」


　音もなく、ヨルの背後にメイドが立っていた。最近のメイドは、用がないときは一言も喋しやべらないまま部屋の隅すみに立って身じろぎもせずに待機している。そしてなにか必要なものがあるときは、だいたいこちらが言うよりも早く用意してくれるのである。


「あぁ、ありがとう」


　ヨルは毛布を受け取って、ソファの上にひっくり返ったアイリスにかけてやることにした──まぁ、こんなことで体調を崩くずすような人物とは思えないが、一応は。


「……寝ている顔は子供らしいのよね」


　と、アイリスの顔をのぞき込んで呟つぶやくヨル。数多あまたの死線をくぐり抜ぬけた歴戦の魔ま乖かい術じゆつ師しとは思えないほど、無防備に寝こけている。その姿はまさに十歳程度の少女にしか見えない。というか、この体は元々ナナのものなのだから当然だ。だが、普段アイリスが目覚めている間は、貫かん禄ろくというか、雰ふん囲い気きが外見以上に大人びて見えるのだ。


　寝こけているアイリスの体に毛布を掛かけてやろうとしたその時──パチリ、アイリスの目が開いて、ヨルと視線があった。


「あら……お早いお目覚めね」


　なんとなく、寝顔をのぞきこんでいるところだったので、居い心ごこ地ちが悪い……と、アイリスはムクリと体を起こし、大きくのびをした。


「ん～……おはようです、ヨル姉様」


「え？」


　聞き慣れた声と口調で、アイサツをされた。面めん食くらった顔で硬こう直ちよくするヨルを見上げ、彼女は、パチパチと大きな目を瞬まばたきさせた。


「どうかしたですか、ヨル姉様？　ナナの顔がどうかしたですか？」


「あなた……ナナ、なの？」


「ナナはナナですよ～」


　アイリスの時とは打って変わって、脳天気な声で答えるその姿は、ヨルの記憶にあるナナのものだった。


「どうなっているの？　『滅メツ』はどうなったの？」
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「ん～。ナナもよくわかんないですけど～、たぶん、『滅メツ』の人も疲れて休んだから、ナナが起きれたんですね」


「って、ナナ。あなたは『滅メツ』の存在を、知っているの？」


「なんとなくですけどね～」


　あっさり頷うなずくナナ。


「ノド渇かわいたです～」


　ナナは近くのテーブルにおいてあった呑みかけのグラスに手を伸のばした。


「あ、それは……」


　ヨルが止めるまもなくナナはそのグラスを呑んで……ブーッ、と口から盛大に吹ふき出して咳せき込んだ。


「ケホッケホッ、辛からいです熱いです苦いです～」


　アイリスが呑んでいた度数の高い洋酒だ。甘党のナナの口にあうとは思えない。


「まったく、お酒を一気に呑むなんて、あなたにはまだ早いわよ」


「し、死ぬ、ナナ死んじゃうです！　毒を呑んじゃったです！」


「大げさね……」


　アイリスもナナも体は同じなのだ。アイリスがあれだけ呑んでケロッとしていたのだから、ナナも大だい丈じよう夫ぶだろう。元々ナナは、毒物への耐たい性せいが強い体なのだ。


　待機していたメイドはナナの吹き出したお酒を拭ふき取り、その後手早く別のグラスを用意してきた。


「お口直しです」


　静かにメイドがナナにグラスを差し出す。なにかのジュースのようだ。ナナは慌あわててそれを受け取ると一息に飲み干し、ふぅ～、と息を吐はいた。


「生き返るです～」


　そんな以前よく見たナナの姿を見て、ヨルは、本当にナナなんだな、と改めて実感した。


「あぁ、それとナナ、パイナップルのカンヅメが食べたいです。お願いするです～」


「はぁ、パイナップルのカンヅメですね？」


　メイドが珍めずらしく聞き返してきた。たぶん、こんな注文をされたのは初めてで戸と惑まどっているのだろう。ナナは大きく頷いた。


「ですです～」


　今の状じよう況きようにナナもすっかり順応しているようである。このあたりの図太さはアイリスに通じるものがあるな、とヨルは思った。


「ナナ……」


　アイリスが正体を明かして以来だから、もう一週間近く会っていないことになるはずだ。なのに、間に色々なことがありすぎて、もう何年も会ってないかのような錯さつ覚かくを覚えてしまう。


「……体は大丈夫なの？」


　と、まずは聞いてみる。アイリスとナナ、二人の魂たましいが同居しているという状況は、正直異常だ。ナナにもなにか、悪あく影えい響きようが出る可能性がある。


「べつに平気ですよ～」


　あっさり答えるナナ。でも、と付け加える。


「『滅メツ』の人は、あまり平気じゃないみたいですけどね～」


「どういうこと？」


　ナナは、少し首をかしげながら答えた。


「んっとですね……あの人が長く表に出るのって、すごく力使うですよ。一応、この体ってナナのものですから……だから、このままだとあの人、消えちゃうかもですね～」


「……そう、なの」


　ヨルは頷いた。そのことは──ヨル自身、知っていることだ。アイリス本人も、そのようなことを仄ほのめかせていた。


「でもあの人は、やりたいことがあるから、がんばってるです。だからナナも、あの人にナナの体を使わせてあげることにしたですよ～」


　そんな事情があったのか。


「で、ヨル姉様はどうするですか？」


「え？　わたし？」


　いきなり話を振ふられて、ヨルは少し戸惑った。


「このまま、ヨル姉様はなにをする気なのですか？」


「わたしは……そうね、どうすべきなのかしら」


　ヨルは大きく息を吐いた。この期ごに及およんで、自分の為すべきことがわからない──


「──わたしはね、『魔王エル・ケーニツヒ』になるためにこれまで戦ってきたわ。わたしの周囲はそれを望んでいたし、わたし自身、そうすることが一番だと思ってた……」


「今は、違ちがうですか？」


「そうね。少なくとも以前のわたしでは知り得なかったことを、わたしは多く知ってしまった……魔ま宴えんという儀ぎ式しきそのものの不毛さもね」


　源げん祖そ一人を封ふう印いんするために、八や祖そは何万年もの間優ゆう秀しゆうな魔乖術師達の魂を犠ぎ牲せいにしてきたのだ。普ふ通つうに考えればそんなことをするのはおかしいのに、誰も疑問にも思わずに魔宴は続けられてきた──いや、そもそも本来の魔宴の意味を知るものがいなかったことが問題か。


　そして今、源げん祖そが復活してしまったのでは、魔宴の意味は完全に失われてしまった。そんな状態で、ヨルはどうすればいいのだろうか？


「……本当に、わたしはどうすればいいのかしら……」


　そんな言葉さえ口から出てしまう。なんだか、ヨルを取り巻く今の状況全すべてが夢のようで、ひどく現実感がないのだ。


　ヨルにとって、魔宴に優勝することは生しよう涯がいの目標だった。だがその目標を達成することもなく消えてしまった今、ヨルは大きな喪そう失しつ感かんを感じているのだ。


「ナナ難しいことはよくわからないですけど、でもなにをすればいいのかなんて、そんなのナナにでもすぐわかるですよ」


「あら？　なら、どうすればいいのかしら？」


「あの、ゲンソをぷっ殺すですよ」


　ナナはあっさりと断言した。


「とりあえずゲンソっていうのが、ナナ達の敵ですよね？　敵ならぷっ殺せばいいですよ～」


「……そうね、確かにそうなのよね」


　源げん祖そは、ためらいもなく人類を滅ほろぼすと言った。そして実際それが可能な力を持っている。あまりにも危険な存在だ。


　だが……その絶対的な力は、ヨルの力ではとても太た刀ち打うちできない。


「……わたしでは、源げん祖そに勝てないわ」


「勝てないから、諦あきらめるですか？」


「いいえ、違うわ、ナナ」


　首を振るヨル。そうだ、こうやって考えてみると、答えは最初から決まっていた。


「勝てないから、信じるのよ」


「なにをですか？」


「……今までどんな絶望的な状態からでも、何度でも立ち上がって、不可能を可能にしてきた人を、わたしは知っているわ」


　清すが夢む騎人ないと。ヨルのパートナー。あらゆる困難に苦しみながらも、最終的にはそれを乗のり越こえてきた、ヨルの知る限り最強の存在。


「ナイトは、必ずここまでくるわ。そしてナイトは源げん祖そと戦って……勝つわ」


　口にしてみると不思議だった。源げん祖その強大さはヨル自身わかっていたし、その力に絶望さえしていた。だけどナイトの名を口にしてみると、本当に勝てそうな気がしてきた。


「今のわたしは、その手助けを最大限にする、それが使命よ」


「……ですね」


　ナナも頷いた。


「ヨル姉様、ナナがなにも言わなくてもちゃんとわかってたですね～」


「当たり前よ。わたしを誰だれだと思っているの」


「ナナはおセッカイだったですね。じゃ、ナナはまた消えるですよ。後はよろしくです～」


「え？　ちょっと……」


　ヨルが呼び止めるが、ナナはそのままコテンとソファの上に倒たおれ込んだ──そして倒れたと思ったら、すぐにむっくり起き上がった。


「ナナ、あなた……」


「……人ひと違ちがいだ、『闇ヤミ』」


　冷たく、ヨルを拒きよ絶ぜつするように彼女──アイリスは告げた。


「ふん、忌いま々いましい……私はもう、一ひと眠ねむりすることもできないのか」


「え？」


「一度寝ねれば、次に目覚めたときも私である保証はどこにもないということだ」


「それって……」


「まぁいい。私は私の為なすべきことをするだけだ。それは『闇ヤミ』、貴様も同じだ。貴様も自分の役目をはき違えるなよ」


　素っ気なく言うと、悄しよう然ぜんとしたままアイリスはソファに体を投げ出した。


「さぁ、ナイト君。早く来い……あまり余よ裕ゆうはないぞ」


　と、そこへメイドが戻もどってきた。


「お待たせしました」


　と、黄色い固まりが盛られた器うつわを差し出してきた。


「……なんだ、これは？」


「ご所望の品です」


　よく見るとそれは、パイナップルの固まりだった。ヨルは顔を近づけてみて驚おどろいた。皮を剝むかれたパイナップルの固まりがそのまま持ってこられたのかと思ったら、鳥の形に切られて盛ってあった。パイナップルを使ってよくこんな細工ができるな、と感心してしまった。


　だがアイリスはけだるそうにその器を見て、首を振った。


「あいにく私は、あまり甘いものを好かん──そもそも酒と果物くだものの組み合わせは嫌きらいなんだ」


「左様ですか。では処分させていただきます」


　しずしずと、躊躇ためらいもなく器を下げるメイド。処分、ということは捨てるのだろう。もったいないな、とヨルは思った。


「待って……わたしが食べるから置いておいて」


「かしこまりました」


　と、パイナップルはヨルの前に置かれた。


　改めてみると、量が多い。丸ごと一個近くないだろうか？　ナナなら確実に大喜びで食べるだろうが、さすがにヨル一人だともてあます。


　とりあえずは一切れ食べてみる──要はパイナップルのシロップ漬づけなのだけれど、食べてみると甘さもくどくなくて酸味との調和がとれていた。普通に美お味いしい。少なくとも、そこいらのスーパーで売っているようなパイナップルの缶かん詰づめとは段だん違ちがいの味だ。これは、ナナがいたらさぞ歓かん喜きしていたことだろう。


「ふん」


　鼻を鳴らしながら、アイリスは手を伸のばして勝手にパイナップルを一切れ奪うばって、自分の口に放ほうり込んだ。


「……まぁまぁの味だな」


「行ぎよう儀ぎが悪いんじゃないかしら、『滅メツ』？」


「あいにくお上品なテーブルマナーには縁えんのない生活をしてきたものでね」


　うそぶくアイリス。まぁまぁと言いながらも、パイナップルを嚙かむ顔はまんざらでもなさそうだった。その証しよう拠こに、勝手に二口目を取ろうと手を伸ばしてきた。


　まぁどうせ一人では多すぎる量なのだから、ヨルだってそれをとがめたりはしない。メイドはなにもない限り喋しやべらないので、室内には二人がパイナップルを食べる音だけがしばらく響ひびいた。


「……言っておくが」


　沈ちん黙もくに耐たえきれなかったか、アイリスが口を開いた。


「パイナップルなんて特別食べたかったわけじゃないぞ、私は」


　と、言い訳するようなセリフをこぼす。


「ただ、この体の小こ娘むすめの好物だからな、少しは食ってやろうかという気分になっただけだ」


　照てれ隠かくしなのだろうか？　すまし顔で告げるアイリスの様子からは、その本心はつかみ取れなかった。


　でもヨルは、案外アイリスにも、かわいらしい部分があるのだなぁ、と思った、もちろん口に出したりはしなかったが。






　第三章　魔ま宴えんの決着







　ナイトは一人、岩の前にたたずんでいる。その岩を斬きること──それが、自分の為すべきことだと、思っていた。


　だけど違ちがう。岩を斬ろうとしたのでは遅おそい。そんな技わざでは、源げん祖そには通じない。


　大切なのはイメージだ。技を繰くり出だす自分、両断された相手、それをイメージしろ。その想像を、現実へと昇しよう華かさせるのだ。それが、今のナイトが求める技だ。


　ゆっくりと、ナイトは閉じていた目を開けた。目の前には、イメージ通り、真っ二つとなった岩があった。


「よし──」


　十分な、手て応ごたえがあった。この技を使えば、おそらくだが、源げん祖そ相手にも通じるだろう。


「で、満足したのか、ナイト？」


　背後から、声をかけられた。振ふり返かえるとそこにいたのはナイトの祖父──この人は、本当にいつも計ったようなタイミングで姿を現してくる。


「今のが、おめぇの実力か？」


「あぁ、なんとか必死に一週間考えて、身につけた俺の技だよ」


　ナイトは頷うなずく──そう。結局一週間もかかってしまった。この技を生み出すのに。源げん祖その言っていた期限ぎりぎりになってしまった。だが、ぎりぎりではあったが、なんとか間に合ったのだと、ナイトは感じていた。


「……おめぇ、その技が通じると、本気で思ってるのか？」


「これで通じなきゃ、俺は死ぬしかないな」


　あっさりと、そう言う。言葉通り、失敗すれば確実に死ぬだろう。今回は今まで以上に余裕がない相手だ。


「ナイト……一発俺と勝負すっか？」


　祖父が、いつも通りの気軽な調子で告げた。


「おめぇと剣けんを交えるなんざ十年ぶりだな」


「いや、あんた最近も問答無用で俺に斬りかかってただろ？」


　そうだ。この人は、自分勝手なタイミングでいつもナイトを本気で斬ろうとしていた。


「バカ野や郎ろう。おめぇ、あんなのは勝負のうちに入らねぇよ。あんなのはちょいと、じゃれあっただけだろうが」


「あんたはじゃれあいで真しん剣けんを使うのか？」


「細けぇこたぁどうでもいいんだよ。ただ、俺も久々に本気で勝負したくなったんだ。その相手がおめぇだってのは、まぁ因果なモンだ」


　軽い調子だが、祖父は本気だ。ナイトにはわかる。隙すきがない体勢で、祖父はいつでも剣を振るえる位置に立っていた。祖父は、本気でナイトと戦う気だ。


「今のおめぇ相手だと、手加減が難しいな。うっかり殺しても恨うらまないでくれよ」


「……手加減なんていいよ、ジイさん。ここで死ぬなら、どうせ源げん祖そにだって勝てやしない」


「かかかかかかか……セリフは一人前になってきたじゃねぇか」


　ナイトと祖父、二人は、臨戦態勢で対たい峙じした。周囲は見通しのいい岩場。風が止やみ、虫が鳴き止み、全ての音が一いつ瞬しゆん途と絶だえた。それが、開始の合図だ──


　ギンッ


　甲かん高だかく、金属が打ち鳴らす音が響いた。そして次の瞬間、二人の立ち位置が入れかわっていた。二人とも刀を鞘さやに納めていたのに、今は手に抜ぬき身みの刀を握にぎっていた。瞬まばたき一つにも満たない瞬間に、二人は斬り合ったのだった。


「……思ってたより仕上がりは上々、ってな感じだな」


　祖父は、静かに言った。ナイトも、ゆっくりと振り返りながら頷く。


「あんたにそう言ってもらえるなら、嬉うれしいよ」


　ハラリと、祖父の白髪しらがが数本、宙を舞まった。ナイトの一いち撃げきがわずかにかすめていたのだ。同時に、ナイトの服が、ハラリとはだけた。こちらも祖父の一撃がかすめていた。


「……この辺りにするか」


　ナイトは刀を構えたままだったが、祖父が先に刀を納めた。ナイトには意外だった。この人が、こんな途と中ちゆうで剣を納めるのを見たことがない。


「楽しみは、とっておかねぇとな……おめぇが帰ってきたら、今の続きをしようじゃねぇか」


「俺は……また、ここに帰っていいのか、ジイさん？」


「あたぼぅよ。言っておくけど、俺はおめぇのこと、嫌いじゃねぇんだぜ」


　祖父が、顎あご髭ひげを撫なでながら告げる。


「嫌いじゃなくて大嫌いなんだけどな」


「おい！」


「まぁ気にするな。俺ぁ基本的に、男は大嫌いだからな」


「あぁ、そうかよ！」


「でもまぁ、おめぇは不出来じゃぁあるが、一応は俺の孫みてぇなもんだ」


「いや、孫みたいじゃなくて、実際孫だよな？」


「…………」


「待て、なんでそこで黙だまる！　というか、なんでそこで気まずそうに顔を背そむけるんだ！」


　たぶん祖父の演技のはずなのだが、ナイトは言いしれぬ不安を覚えた。


「そうだな……おめぇは、どんなことになっても、俺の孫だ」


「なんだか、ひどく引っかかる言い方だな」


「たとえ四歳さいのガキをたぶらかして囲いながら別の女のところへ行こうとするド外道鬼き畜ちくでも、一応は俺の孫だ」


「って、サクラは別に囲ってるわけじゃない！」


「安心しろ。このままおめぇがくたばって二度と戻もどってこなかったとしても、サクラ嬢じようちゃんのこたぁ、俺が責任もって育ててやるよ──手取り足取りな、ゲヒヒヒヒ」


「絶対帰る。必ず帰ると今ますます決心が固まったぞ、ロリコンジジイ」


「むしろサクラ嬢ちゃんがいりゃぁ、別におめぇ帰ってこなくてもいい気がしねぇか？」


「なんで俺に同意を求めるんだ！」


「まぁそういうわけだから、おめぇくたばってもいいぞ」


「最悪だ！　あんた最悪の結論だぞ！」


「いいんだよ、これでよぉ」


　祖父は面めん倒どうくさそうに手を振った。


「死ぬ覚かく悟ごがねぇ奴やつに真剣を握る資格はねぇんだ」


「……覚悟なら、ある」


「けどよぉ、覚えておけよ、ナイト。死ぬ気で剣を振るう奴にゃ、生きていく資格がねぇ」


「…………」


「やりすぎるなよ、ナイト。強くなりすぎて、力以外の全すべてを捨てちまうバカどもを、俺は何人も見てきた……おめぇはそこまで行くんじゃねぇぞ」


　祖父が、ナイトを指さした。


「こいつは、くたばり損ぞこないのジジイの戯たわ言ごとだ──死んでもいい、ってくらいの余よ裕ゆうは持ってろ。けど、それで本当に死んだらバカだ。おめぇは間ま違ちがえるなよ。でないと、俺みてぇになっちまうからよ」


「……あんたは、俺の目標だったよ。それは今も、変わらない」


「小こっ恥ぱずかしいこと言うんじゃねぇよ」


　祖父は自分の頭をかきながら首を振った。


「行けよ、ナイト。俺からおめぇに言うことは、もうねぇ」


「世話になった、ジイさん……それと、サクラを頼たのむ」


「あぁ、この山にいる限り、サクラ嬢ちゃんは安全だよ──だからおめぇ、必ず迎むかえに来てやれよ──ガキを泣かす大人は死んだ方がいい。そして、幼女を泣かす男は俺が殺す！」


　……サクラリスを、一いつ緒しよに連れて行くことはできない。けれど、祖父に任せておけば、サクラリスの身の安全は保証されたようなものだ。これでナイトは後こう顧この憂うれいなく、進むことができる。


「ありがとう、ジイさん。行ってくる」


「礼を言うにゃまだ早はえぇ。帰ってからにしな」


「あぁ、わかったよ。それじゃぁな」


　短く挨あい拶さつを交かわし、ナイトは『万夫不刀バンプフトウ』を手にして、山を下りていった。





「……まぁ、こんなことになりそうな気はしてたんだよね」


　大きな木の上、太い枝の上に腰こし掛かけて眼下の様子を眺ながめていたのは、誰だれあろう、サクラリスである。ナイトと祖父のやりとりをコッソリ窺うかがっていたのである。


「約束はしたけど……それで大人しく引っ込むわけにはいかないんだよねぇ、ナイトくん」


　と、呟つぶやくサクラリス。サクラリスとてこの一週間、遊んでいたわけではない。刀なんて今までまともに握ったことがなかったのに、ナイトの力になりたいという一心で、この一週間、死にものぐるいで身につけたのだ。


「僕はこうみえても尽つくすタイプなんだよね……悪いけど、勝手について行くよ」


　よっ、とサクラリスは木の枝から飛び降りた。その高さは軽く五メートル以上あったのだが、サクラリスは音もなく地面に着地した。


「さてと……」


　祖父の家にあった刀を一ひと振ふり拝はい借しやくしてきた。とりあえず一番立派な奴を選んできたので、たぶんこれでなんとかなるだろう。


　武器を手にサクラリスも山を下りようとしたとき──目の前に立ちふさがる人ひと影かげがあった。


「どこへ行く、嬢ちゃん？」


　祖父である。祖父は、最初からサクラリスがどう動くかなどわかっていたかのように、的確に、待まち伏ぶせしていたのだった。少し警けい戒かいしながら歩いていたのに、サクラリスは、ここまで近づくまで祖父に気づかなかった──少し驚おどろきながらも、サクラリスは軽く答えた。


「ちょっと、ナイトくんのところにね」


「行かせるわけにゃぁいかねぇなぁ」


　祖父が首を振った。


「どうしてもダメ？」


「まぁ、うちのバカ孫と約束しちまったからよぉ。嬢ちゃんの面倒を見てやらなきゃいけねぇんだわ」


「でも僕、どうしても行きたいんだ」


「止めときな」


　祖父が静かに言う。


「今の嬢ちゃんが行ったって足手まといだ」


「でもおジイちゃんよりは、僕の方が役立つと思うんだ」


「…………」


　祖父は、マジマジとサクラリスを見つめた。


「……年のせいか、耳が遠くなったかな？　嬢ちゃんが俺より役立つとか聞こえたぜ？」


「うん、そう言ったよ」


「かかかかか、おもしれぇ冗じよう談だんだ」


「冗談じゃないよ」


　真顔で、サクラリスは祖父の顔を見上げながら言う。


「おジイちゃんには感謝してるんだよ。だって、色んな技を教えてくれたんだもの──一週間もあれば、僕には十分さ。だいたいの技は覚えたよ」


「かかかかかか──まぁ、確かに嬢ちゃんは筋がよかったぜ。だからって、その程度で全部覚えられるほど、俺の剣けん技ぎは浅くねぇ」


「でも覚えちゃったんだもの、しょうがないじゃない」


　サクラリスが小さな肩かたをすくめた。ひどく、大人びた仕草だった。


「まぁ、そういうわけだから、僕はこれ以上ここにいる必要はないんだ。行かせてもらうよ」


「なら、しかたねぇなぁ」


　祖父はつぶやき、腰こしの刀に手をかけた。


「俺ぁよぉ、見ての通り小難しい話が苦手なジジイでな。聞き分けのねぇガキがいたら、口で説教するよりドツキ回す方が得意なんだわ」




[image: ]


「やめてよ、おジイちゃん」


　悲しそうに、サクラリスは目を細めた。


「僕、おジイちゃんのこと、これでも結構好きなんだよ。ナイトくんの次くらいに好きだね」


「……孫に負けてるってのは、地味に傷つくな……」


「だからね、僕、おジイちゃんのことは、斬きりたくないんだ。だからこのまま通してくれない？」


「か、かかっ、かかかかかかかかかかかかかかかかかか!!」


　ついにこらえきれなくなったか、祖父は、腹を抱かかえて大だい爆ばく笑しようをした。


「こいつぁおもしれぇ。てぇしたもんだ。こいつぁ、俺が生しよう涯がいで聞いた冗談の中で十本指に入るできだぞ」


「……僕、けっこう真ま面じ目めに話してるんだけどなぁ」


「あぁ、わかってるよ、嬢ちゃん。俺だって真面目だ」


　笑いすぎてにじみ出てきた涙なみだを指でぬぐい、祖父は表情を引き締しめた。


「だけどよぉ、真面目にいくら話したっていつまでたっても終わりゃぁしねぇよ。俺たちゃ剣けん士しだ。弁舌家じゃねぇ。百万個の言葉を重ねるより、一合の切り結びで全てが決まっちまうのさ」


　言いながら祖父は手を左右に大きく広げた。


「さぁ、かかってきなよ、嬢ちゃん。おめぇの気持ちを、俺にぶつけてみろ。おめぇの本気をこのジジイに見せてみろ」


「……しかたないなぁ」


　サクラリスは腰を落としながら、刀を抜ぬいた。涼すずしい鞘さや走ばしりの音が響ひびく。


「……まぁ安心しなよ、おジイちゃん。おジイちゃんをうっかり殺したりはしないように、手加減してあげるよ」


「そうか、そいつぁわりぃな。じゃぁ俺も手加減してやるよ」


　祖父は、腰の刀を外して地面においた。そして立ち上がり、両手を袴はかまに入れた。


「刀は使わないでおいてやるよ。そんで手も足も使わねぇでおいてやる。さぁかかってきな」


「……正気？」


「あぁ、まだ手加減が足りねぇか？　本当は目め隠かくしもしてやりてぇけど、今手ぬぐいがねぇんだわ」


　スキだらけの体勢で、祖父はたたずんだ。


「まぁ、かかってこいや、サクラ嬢ちゃん。俺に一ひと太た刀ちでも入れることができりゃぁ、嬢ちゃんにゃ『絶端たちばな』の名をくれてやらぁ」


「…………」


　サクラリスはそれ以上喋しやべらず、自分の体格に比べて長大な刀を両手でしっかりと構え、祖父を見み据すえた。


　そして次の瞬しゆん間かん、サクラリスの姿は搔かき消けすように消え、同時に祖父の背後に現れた。超ちよう高こう速そくの移動。


　ザシュッ──二人の激げき突とつが、始まった。





「……一週間になるな、今日で」


　なにげなく、アイリスが呟いた。もちろんここに連れてこられてからの日数の話だ。


　一日中窓もない部屋に閉じこめられていては、時間の感覚がなくなってしまう。実際ヨルは、そう言われるまで気づかなかったほどだ。だがアイリスはしっかりと日数を把は握あくしていたらしい。


「そうね……今日が期限なのね」


　源げん祖そがナイトに告げた期限は、一週間だった。一週間経たてば、源げん祖そはヨルとアイリスを殺すと言っていた──もしナイトが負ければ、ヨルとアイリスも死ぬだろう。


　しかし不思議と、ヨルは怖こわいとは思わなかった──ナイトは必ず来ると確信していた。そして、ナイトの力に、ヨルは自分の命を賭かけてもいいと思っている。それは、最初に出会って、魔ま宴えんを共に戦うと誓ちかって以来変わらない覚かく悟ごだ。ナイトとヨルはパートナーなのだ。一方が死ねば、もう一方も死ぬのは必然の一いち蓮れん托たく生しよう。ナイトが負けてしまったなら、ヨルは自分だけ生きながらえようなどとは微み塵じんも思っていない。


　もっとも、ナイトが敗北するものと決まってはいない。むしろ、ヨルはナイトを信じている。根こん拠きよなどないけれど、あらゆる絶望的状じよう況きようを悉ことごとくひっくり返してきたのはナイトなのだ。ナイトは、信しん頼らいに足る存在である。だからヨルは、今回もナイトに全てを託たくすことを決めていた。


　けれど、アイリスはどうなのだろうか？　一週間共に過ごしたものの、ヨルは未いまだに彼女の本心を摑つかみきれていない。いったい、彼女の本当の目的は、どこにあるのだろうか？


　気のせいか、アイリスは最初にここへ来たときに比べ、いくらか疲つかれたような表情をしている。連日お酒を呑のみすぎたせい──というわけではないだろう、ないと思う、ないと信じたい。


　と、その時、部屋の中にいたメイドが音もなく扉とびらに近づき、扉を開けた。扉の外には、一人の人物が立っていた。その人物は、開いた扉をくぐって部屋に入ってくる。無論、それは源げん祖そだ。


「『闇シユトレンベルグ』に『滅ヘルブスト』。元気だったか？」


「おかげさまで、動物園で檻おりの中で飼われている動物と同程度には元気よ」


　ヨルは憎にくまれ口ぐちを叩たたいたが、源げん祖そは別に気にした様子もなくそうか、と呟いた。


「まもなく、清すが夢む騎人ないとがここへ来るだろう。どうやら我に勝負を挑いどむようだ──無む謀ぼうにもな」


「勝負はやってみなければわからないわ」


「やらずともわかる結末は、いくらでもある」


　源げん祖そが軽く肩をすくめた。


「我が力をもってすれば、この星を砕くだき、宇宙の塵じん芥かいにすることも可能だ。そうなれば清すが夢む騎人ないととて、生き残ることはできない」


　淡たん々たんと告げる──おそらくは、事実だ。始祖、そして始祖を生み出したこの源げん祖そならば、そのレベルの魔ま乖かい咒じゆを行使できても不思議ではない。源げん祖そや始祖というのは、それだけ桁けた外はずれの存在なのだ。


「もっとも、そのような手を使ったのでは面おも白しろくないから使いはせんがな」


「……いったい、あなたの目的はなんなの？」


「答えたはずだ──我に目的などないと」


　同じ答えを、繰くり返かえす源げん祖そ。


「くだらない世間話はもういい」


　アイリスが、行ぎよう儀ぎ悪くソファに座ったまま口を開いた。


「それで貴様はこの期ごに及およんで私たちに何の用だ？　ナイト君に殺される前に遺ゆい言ごんを残しに来たのか？」


「殺される？　我がか？」


　思いもよらぬことを言われた、というように、源げん祖そは目を見開いた。


「言っておくが、ナイト君は私の弟で子しの中でも最強だ。甘く見ると足あし下もとをすくわれるぞ」


「血気盛さかんなことだ」


　源げん祖そが微び笑しようを浮うかべた。アイリスの言葉など歯し牙がにもかけない、といった態度だ……それにしても、アイリスの弟子がナイト以外にいるなど聞いたことがない。もっとも、弟子がナイト一人しかいないとしても、ナイトが最強の弟子と呼ばれることに問題はないのだが。


「我がここへ来たのは、最後にお前達の顔を眺ながめておこうと思ってな」


　源げん祖そが答えた。


「清すが夢む騎人ないとと我は戦い、我は勝つだろう。勝てば我は、清夢騎人を殺し、そのままこの世界そのものを壊こわすだろう。そうなれば、お前達とももう二度と会えなくなるからな」


「それでわざわざ顔を見に来たっていうの？」


　源げん祖そにそんな感傷があるとは、俄にわかには信じられない話だ。


「言っただろう──我の行動には、理由はない。言うなれば、ただの気まぐれだ。気まぐれで、少し顔を出しただけだ」


「あぁそうか。ならもう用は済んだわけだな。さようなら。出口はお前が入ってきたところだぞ」


　不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせずにアイリスが言う。彼女にしては、いささか余よ裕ゆうがないようにも見えた。やはり、こんな状況では彼女のような豪ごう傑けつでも落ち着かないのだろうか。


「そうだな……我の用は済んだな」


　源げん祖そは答えて、静かに出口へ向かって歩き出した。


　だが、部屋から出る直前にふと足を止め、ヨル達を振ふり返った。


「なに？」


　源げん祖そは、ヨルとアイリスを眺めながら呟つぶやいた。


「ふと気まぐれに思いついたのだが──お前達を先に殺してしまったら、清夢騎人はいったいどんな顔をしてくれるのだろうな？」





　ナイトは山道を下り、まっすぐ歩いていた。どこへ向かえばいいのか、それはすでにわかっていた。


　源げん祖そは、いつでも勝負を挑めばいいと言っていた。ナイトが戦いたいと望めば、源げん祖その元へ行くことができるだろう。おそらくはそういう仕組みなのだ。源げん祖そは完全にゲーム感覚で、ナイトと戦おうとしているのだ。


　源げん祖そは魔乖咒の根源だ。『歪ワイ』の空間跳ちよう躍やくや、『異イ』の次元移動なども当然使うことができる。その力で、ナイトをすぐに呼び寄せることができるはずだ。


　しかし、言うまでもないことだが、源げん祖その手を借りる気にはなれない。ナイトは自力で進むつもりだった。


　ナイトは腰こしの刀、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一ひと振ふり、『万夫不刀バンプフトウ』を抜きはなった。


「……よし」


　短く呟き、正面の空間を見み据すえる。


　空間をも斬きり裂さく技わざ──祖父は『貫空カンクウ』と呼んでいた──は、すでに身につけた。実際前回の戦いでも、ナイトは次元の壁かべすらも見事に斬り裂いてみせた。だが、その技は、別人が一度開いて塞ふさいだゲートを、もう一度強引に切り開くというものでしかなかった。


　今からやるのは、そんなせこい技ではない。正しよう真しん正しよう銘めい、なにもない目の前の空間を斬り裂き、自分の望む場所へのゲートを切り開く技だ。魔乖咒を使えていた頃ころのナイトでも、そんな魔乖咒を使いこなすことはできなかった。


　だが──今ならば、その技も使えるはずだ、ナイトは確信していた。その程度のことさえできないようでは、源げん祖そと戦うこともできない。


　大切なのは、イメージだ。イメージを、する。目の前に広がるゲートと、その先に繫つながる自分の望む世界を、イメージする。想像でしかないそのイメージを、現実へと引き寄せる──それがコツだ。


　全神経を眼めに集中させ──ナイトには、確かに見えた。目の前の空間に浮かぶ、うっすらとした亀き裂れつ。それこそが、ナイトの求めるゲートだ。


「はぁぁぁぁぁぁぁっ!!」





　────





　音もなく、超高速で、刀を振るうナイト。振り切った刀は、手早く鞘に戻もどす。確かに手て応ごたえがあった。


　果たして──目の前の空間に、亀裂が走っていた。それは、ナイトがたった今切り開いたゲートだ。厚みのない、人一人が通れるだけの隙すき間まが、目の前に浮かんでいた。


　ナイトはためらいなく、そのゲートをくぐった──ゲートはナイトが通るとすぐに消え、後には、なにも残らなかった。


　──ナイトが進んだその先は、異界だった。どんよりとした空に、銀色に輝かがやく太陽が鈍にぶい光を地上に投げ出している。地上は、草一本生えていない荒こう野やだった。


　そして傍かたわらに、巨きよ大だいな建造物があった。それは一言で言うなら城だ。見上げるように巨大な城──尖せん塔とうを無数に抱いだき、堅けん牢ろうな漆しつ黒こくの城じよう壁へきに囲まれた城じよう塞さいとも言うべき存在だった。


「……ここに、源げん祖そが？」


　思わず呟く。こんな場所にこれほど巨大な城があるなど、予想外だった。しかもナイトが見たこともないような造りの城だった。無論ナイトが古今の城塞に通じているわけではないが、城壁にびっしりと魔乖文字が刻まれて明めい滅めつしていたり、城塞の一角が明らかに何の支えもないのに宙に浮いたりしているのを見れば、この城が現代に残るあらゆる城塞とは別格の存在であるとわかった。おそらくは、これが古代の──かつて魔ま術じゆつ師しが存在していた時代の城塞なのだ。


　その城塞へと繫がる巨大な門が、今、軋きしむような音を立てながら、ゆっくりと開かれた。


「せっかちだな、清すが夢む騎人ないと」


　城門は、人が数人通れる程度に開かれただけだった。だが、中から出てきたのは一人だけだったので、それで十じゆう分ぶんなのだろう。そして当然のことながら、現れたのは源げん祖そと呼ばれる存在だった。


「ここへ来たいのならば、そう願えば我自らが迎むかえに行ってやろうと思っていたのだぞ。自力で来てしまうとは、人の気き遣づかいを無む駄だにする男だな」


「余計な手間を省いてやったんだ。感謝こそされ、文句を言われる筋合いじゃない」


「ふむ、確かに言われてみればそうだな……で、清夢騎人。お前は空腹か？」


「いきなりなんだ？」


「なに、空腹で力が出ない、などと言い訳をされても困るのでな。なんなら食事を用意してやろうと思ったのだ。文字通り、最さい後ごの晩ばん餐さんとなる食事をな」


　なんとも、人をバカにした言葉だ。しかも源げん祖そは、スキだらけの体勢で、ナイトの前で肩かたをすくめている。


　だが、ナイトは怒いかりを覚えたりはしなかった。むしろ、ひどく冷静になってきた。頭がさえて、源げん祖その一挙一動の全すべてがはっきり見えた。


「そんな気遣いはいらない──俺が来た目的はただ一つだ。ヨルと、『先生マイステリン』を返してもらうぞ！」


『万夫不刀バンプフトウ』を抜ぬき放はなちながら叫さけぶナイト。源げん祖そは、ふむ、と頷うなずいた。


「そうか。では清夢騎人。ここで我があの二人を返せば、お前はそれで満足するのか？」


「ふざけるな！」


　当然、そんなことで終わるはずがない。確かに今のナイトは冷静だが、怒りが全くないわけではない。


「俺は、お前を倒たおしに来たんだ！」


「我を、お前が？」


　不思議なものを見るような目つきで、源げん祖そは呟いた。


「ふむ……そんなことをして、お前に何の得があるのだ？」


「決まってるだろう！　お前のせいで、今まで何人の人間が死んだと思っている！」


　そうだ──源げん祖そという存在がいたからこそ、魔ま宴えんという儀ぎ式しきは続けられてきた。たった一人の、何万年も前の人間を封ふう印いんするという目的で、何十、何百もの優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しがこれまで命を落としてきた。そんな理り不ふ尽じんな話があるか、とナイトは感じた。


　だから、全ての元げん凶きようである源げん祖そを倒さないと、納得できない、ナイトはそう思っていた。いや、少なくとも源げん祖そを、ナイトの大切な、ヨルにアイリス、ナナをさらったこのふざけた野や郎ろうを、一発殴なぐってやらないことには、収まりがつかない！


「ふむ。その言いがかりは、あまり納得できないものだが……まぁよかろう。お前がそこまで言うならば、戦ってやろう」


　源げん祖そは呟きながら、手を左右に開いた。


「おっと、いかんな。言い忘れるところだった。清すが夢む騎人ないとよ」


　源げん祖そが、付け加えるように言ってきた。


「言い忘れたが──『闇シユトレンベルグ』と『滅ヘルブスト』、あの二人をとっくに殺してしまった──としたら、貴様はどうする？」


「！────」


　ナイトは、わずかに身を強こわばらせた。そして次の瞬しゆん間かん、源げん祖その手から、金色に輝く光の固まりが放たれた。それは、魔ま力りよくの固まりだ。


　一瞬で飛来した魔力の固まりはナイトを地面ごと呑のみ込み、呑み込んだ全てを塵ちりと変えた。だが──


「──ハッタリを！」


　ナイトが、吐はき捨すてた。ナイトはすでに、源げん祖その背後へと回り込み、『万夫不刀バンプフトウ』を振りかぶっていた。


「おっと」


　源げん祖そは驚おどろきながらも、それでもロクに振り返ることなく、背後からの斬ざん撃げきを回かい避ひした。


「ふむ、今の言葉で多少は動どう揺ようすると思ったのだがな」


「以前の俺なら──あるいは、そうだったかもしれない」


　ナイトは、呟く。


「でもな、ある人が教えてくれたんだ──俺の悪いクセは、人の言葉を信じすぎるってことだとな。俺だって、敵のハッタリをいつもいつも真に受けるわけじゃない！」


「だが、我が噓うそをついているという保証がどこにある？　いや、そもそも我があの二人をわざわざ生かしておく理由がなかろう」


「そうだな。けど、今の俺にはわかる」


　ナイトは胸を張って、キッパリと断言した。


「賭かけたっていい。お前の言葉はハッタリだ！　ヨルも『先生マイステリン』も、二人はまだ生きている！」





　──城塞の中の一室では。


「……大だい丈じよう夫ぶ、『滅メツ』？」


「当然だ。私を誰だれだと思っている」


　と、ヨルとアイリス、二人は互たがいに声を掛かけ合って互いの無事を確認していた。だが、二人は無事ではあるものの、無傷というわけではなかった。


　突とつ然ぜん不ふ穏おんな言葉を口にした源げん祖そは、ヨル達にめがけて魔力を解放した。それはあたかも、突とつ然ぜん室内に台風が乱入してきたような状態だった。荒あれ狂くるう魔力の嵐あらしは室内にあったあらゆるものを砕くだいていったのだった。


　とはいえ、ヨルもアイリスも、油断をしていたわけではない。彼女たちは数多あまたの死線をくぐり抜けた、歴戦の魔ま乖かい術じゆつ師しだ。二人は咄とつ嗟さに床ゆかを転がるようにして魔力の直ちよく撃げきを避さけながら、障しよう壁へきに全魔力を集中して、防ぼう御ぎよを固めたのだった。


　源げん祖その力は想像以上に強大で、一人だったら障壁を突とつ破ぱされて、全身を八やつ裂ざきにされていたかもしれない。咄嗟に二人が身を寄せ合うように床に伏ふせたのは幸いだった──いや、非常事態に二人は最も最適な方法を、無意識に選んでいたのかもしれない。


　ともかく二人分の魔力で障壁を最大限に強化することで、二人はなんとか無事だった──髪かみも服装も乱れて、上下逆さまに壁にもたれかかるという、女性としてというか人としてどうなの、というはしたない体勢であることをのぞけばの話だが。


「まったく、やってくれたな、源げん祖そ。このツケは高くつくぞ」


　アイリスが呟つぶやく。ヨルははいはい、と頷いた。


「かっこつける前に、身だしなみをどうにかしたら？　あなたヒドイ有様よ」


「貴様も同じだろう」


　憎にくまれ口ぐちを叩たたきながら二人は立ち上がり、服装を整えながら室内を見み渡わたした。


　魔力の嵐は文字通り、室内にあったあらゆるものを打ち砕いていった──源げん祖その姿はない。最後に見えた源げん祖そは、魔力を放った後はその結果も確認せずにさっさと立ち去っていったようだった。


「しかし……これだけの魔力の爆ばく発はつでも、壁かべには傷一つないのか……」


　部屋の中にあったものはほとんどが破は壊かいされてしまったが、壁は無傷なのだ。やはり、魔力が通用しない特とく殊しゆな素材を使っているらしい。


「ここから出るには、扉とびらから出るしかないようね」


　唯ゆい一いつの出入り口である扉を睨にらむヨル。


「無む闇やみに出てもしかたないから今まではおとなしくしていたけど、ナイトが近くにいるなら話は別よ。早く合流しないと……」


　扉に近づくヨルとアイリス。だがその扉を、外から開くものがいた。


　その人物は静かに部屋に入り、もう一度扉を閉めた。扉を護まもるように立ちふさがる彼女は、今までヨル達の世話をしてくれていたメイドだった。


「どちらへお出かけでしょうか？」


「どけ、メイド。邪じや魔まだ」


　アゴで指図するアイリス。だが、メイドはかしこまった体勢のまま、一歩も動かなかった。


「我が主は、あなたたちをこの部屋から出さぬよう、わたくしに命令なさいました」


「そうか」


　アイリスが呟きながら、足を止めずにメイドへ近づいていく。問答無用で、アイリスは戦せん闘とう態勢に入っている。だが──ヨルは、わずかに躊ちゆう躇ちよした。一週間も世話になってきたのだ。名もないメイドは素っ気ない態度ではあったが、ヨルやアイリスに尽つくしてくれた。それと戦うのはさすがに多少の躊躇ためらいを覚える。


　──わたしは甘いかしら。


　少しだけ、自問してみる──以前の、そう、アイリスと最初に戦った頃ころのヨルだったら、たぶん躊躇わずに戦えたと思う。だけどヨルはこの日本で過ごすうちに、そんな自分の態度に疑問を持つようになったのだった。そう、ナイトの影えい響きようで……その影響が悪いものであったとは、今のヨルには思えなかった。


「……あなたがたは、少し勘かん違ちがいをなさっておいでのようですね」


　静かに、メイドが告げる。


「我が主は先週、わたくしにそのような命令を下さいました。ですが、我が主は先ほど、新たな命令をわたくしたちに下さいました」


「それはどんな命令だ？」


　すまし顔で、眉まゆ一つ動かすことなく、メイドは答えた。


「我が主は、この城にいる全ての疑ぎ似じ人格に、暇ひまを出されました」


「暇だと？」


「はい、お払はらい箱ばこ、用済みになったわけですね、わたくしたちは」


　首をかしげて、わずかに肩をすくめるメイド。メイドはそのまま、自分の背後の扉を開いた。


「ですので、現在わたくしは、あなたがたをお引き留めする意図はございません。どうぞ、この通路を進めば外へ出られます」


　と、扉を押さえたまま、慇いん懃ぎんに頭を下げるメイド。


「そうか……世話になったな、感謝する」


　アイリスはそれだけ告げると、さっさと歩いて部屋から出て行った。メイドはアイリスに向かって深々と頭を下げた。


「至らぬご奉ほう仕ししかできずに恐きよう縮しゆくです」


　ヨルも慌あわててアイリスの後を追ったが──ふと気になって、背後を振ふり返った。メイドは、やはり無表情に立って、ヨル達を見送っていた。


「ねぇ、一つ聞いていい？」


「なんなりと」


「あなたたちは──この後どうするの？」


　そうだ。彼女たち疑似人格は、源げん祖そから解放されたなら、いったいどうなるのだろうか？


　メイドは、眉一つ動かさずに答えた。


「どうもしません」


　静かに、淡たん々たんと答える。


「用済みとなった疑似人格は無に帰するのみです」


「それって、どういう……」


「言葉通りでございます」


　スカートの端はしを持って、メイドはまた頭を下げた。


「我々疑似人格は、主に仕えるために生み出された存在です。その主から暇を出されるということは、これ、存在意義の喪そう失しつに等しくなります。わたくしたちはこのまま、消え去ります」


「まって……それって、死ぬってこと？」


「疑似人格に死という概がい念ねんは存在しません。ただ、消しよう却きやくされるだけです」


「待ってよ、そんなの、納得できないわよ。それでなんで、消え去るってことになるわけ？　あなたたちは、自由になったんじゃないの？」


「自由、という概念を、わたくしたちは持ちません」


　メイドはどこまでも無表情に、ヨルを拒きよ絶ぜつするかのような口調で答えるだけだ。


「あなたたちにだって、自由意志はあるでしょ？　なにか、やりたいことがあるでしょ？」


「もちろんございます」


「なら、自由になったなら、やりたいことをやればいいのよ！」


「わたくしたちは、ただ主に仕えることができればそれで満足でした。なぜならば、わたくしたちはそのように作られた存在だからです──ですが、その目的は今、失われました。故ゆえに我々は、このまま消え去ります」


「待ってよ、そんなの納得できないわ！」


　思わずヨルはメイドに近づいて、その肩かたを、摑つかんだ。瞬しゆん間かん。


　ガラン


　硬こう質しつな音を立てて、メイドの両手が床に転がった。え、と、ヨルは固まる。服から落ちたその腕うでは一見人間と同じだったが、肩と繫つながっていた部分からは複雑なコードや金属部品が覗のぞいており、彼女が人間でないという事実を、改めて突つきつけられた気分だった。


　そしてメイドの崩ほう壊かいは、一気に始まった。足が崩くずれ、ガラガラと音を立て、メイドの全身がばらばらになって、床に転がった。


「な、なによ、これ……」


　呆ぼう然ぜんとする、ヨル。異常だった。機械でできた四し肢しは、バラバラになっただけではない。シューという音と共に、その皮ひ膚ふが溶とけ、今までメイドを構成していた部品が全すべて、砂のようになり崩れていくのだった。


「これが、わたくしたちの帰結です」


　首だけになりながらも、メイドは、やはり表情一つ変えずに、ヨルを見上げながら答えた。


「疑似人格は存在意義を失ったとき、自動廃はい棄きされるよう設計されています。これがわたくしたちの必然なのです」


「……なんで、こんなことになるのよ」


　おもわず放心して、ヨルは床に転がるメイドを見つめた──納得が、いかなかった。


「そんなのおかしいわよ──用済みになったらそれで捨てられるなんて、そんなのおかしいわ」


「そうでしょうか？　わたくしは非常に理にかなっていると思いますが」


　メイドはやはり淡々と続ける。


「わたくしたちは、主に仕えるために生み出された存在です。主に仕えること、以外のことは望まれていません。言ってしまえば、主に仕えること、以外のことをしてはならないのです。使命を終えたとき、そのまま消え去るわたくしたちは、わたくしたちの存在意義に対してあくまで従順であると思います。これはわたくしたちにとって数少ない誇ほこるべきことであると思います」


「わからないわ。わたしにはさっぱりわからない──用済みになって、それで終わる人生なんて、わたしだったらガマンできない」


「わたくしたちは、あくまで作られた存在ですので」


　メイドのその言葉に、ヨルは思わず口ごもった。


「作られた存在には、当然作られた目的があります。その目的に対して純然たることが、我々にとって最も重要なこと──わたくしは、わたくしたちをこのように作り出してくれたことに感謝しています」


「…………」


「疑似人格に、あなたは感情移入しすぎです。わたくしたちはあくまで消しよう耗もう品ひんであり、その立場にわたくしたちは満足しています。消耗品を捨てることを躊躇うのは、非常に非効率的です」


　さらさら、と、メイドの残っている部分が、砂のように崩れ去っていく。


「ご安心なさい。わたくしたちなど消えてしまえば、すぐに誰だれからも忘れ去られることになります。悲しむ者など、誰もいません……」


　その言葉を最後に、メイドの姿は、完全に消え去った。後にはただ、彼女が着ていた服のみが残されてあった。


　ヨルはしばらく後も、なにも残っていない床ゆかを見つめ続けていたが、慌てて廊ろう下かを駆かけ出だした。


　通路にはいくつも扉があったので、片かたっ端ぱしから開けていって見たが、どこも同じだった。服のみが置き去りとなって、動いているものはどこにもいない。全て、消えてしまっていた。


　──作られた存在には、当然作られた目的があります。その目的に対して純然たることが、わたくしたちにとって最も重要なこと──


　メイドの言葉が、ヨルの脳のう裏りで何度も再生された。作られた存在──魔ま宴えんに勝つために、遺伝子段階で操作され、生み出されたヨルという存在。魔宴に勝ち残ることが目的でつくられた人形──違ちがう、自分はそんな、疑似人格とは違う。自分は人間だ。


　──わたくしたちはあくまで消耗品であり、その立場にわたくしたちは満足しています。消耗品を捨てることを躊躇うのは、非常に非効率的です──


　魔宴に勝つことが目的だった。では、魔宴が終わってしまえば、ヨルはどうなるのだ？


　──わたくしたちなど消えてしまえば、すぐに誰からも忘れ去られることになります。悲しむ者など、誰もいません──


　自分も、同じなのか？　結局は、いなくなってしまっても、誰にも影響を与あたえないのか？


「……違う、違うわ、わたしは違う」


　静かにつぶやき、手を、強く握にぎりしめた。ヨルは違うと、頭かぶりを振った。


「わたしは、あくまで人間よ──生きる目的は確かにだれだってある。けれどその目的を果たすのと、人生の最さい期ごは全くの別よ。人は生きていく限り、生きる目標を探すことができる──だからわたしは、わたしたちは、今を、未来を、必死に生き続けていくのよ」


　──そうなのかもしれません──


　メイドの声が、聞こえる。それは幻げん聴ちようなのかもしれない。けれど、ヨルの耳には確かに聞こえた。


　──ですが、それは自分をごまかしているのではありませんか？　わたくしたちが処分されるとき、あれほどあなたが反発を覚えたのも、自分を重ねて見ていたからではありませんか？──


「そうかも、しれないわね」


　ヨルは、わずかに認めた。


「でもね、わたしが消えたとき、それを悲しんでくれる人が、今はいるの。その人たちのためにも、わたしはこれから先も、生きていくわ」


　──では、その人たちがいなければ、あなたの生きていく意味が無くなるのですね──


「いいえ、それとこれとは全く別の話だわ」


　──どこが？──


「人は誰しも一人では生きていけない。どんなに強い人でもね。これから先、わたしを必要としてくれる人が誰もいなくなったとしても──それで生きることを諦あきらめてしまえば、わたしは、それまで必死に生きていこうとしていた自分自身を否定してしまうことになるわ。だからわたしは最後まで、生きていくことを諦めたりはしない」


　──左様ですか、あなたは強いのですね──


「いいえ、わたしは弱いわ。悲しいほどに弱い存在よ。けれど、そんなわたしを強くしてくれた人たちが、わたしの周りにはいるの。その人たちのためにも、わたしはこんな場所で、終わるわけにはいかないわ」


　──なるほど。あなたもわたくしたちの仲間かとも思いましたが、結局は違うのですね──


「確かに、あなたとわたしは違うかもしれない。けれど、あなたが消えて、すぐに誰もが忘れてしまうなんて、そんなことはないわ。少なくとも、わたしはあなたのことを、ずっと覚えている──短い期間だったけど、わたし達の世話をしてくれたこと、感謝しているわ。本当にありがとう」


　────


　もうメイドの声は、聞こえなかった。そもそもメイドはヨルの目の前で完全に消えたのだ。声が聞こえていたこと自体、おかしい。あるいは全部、ヨルの独り言だったのかもしれない。


　でもヨルは、さっきまで、名前も持たず、自分の使命にあくまで忠実だった存在がいたことを、はっきりと覚えている。そのことを当分は忘れないだろう。


　今はそれだけでいいのだ。そう、少なくとも──弱いヨルを、ここまで強くしてくれた人たち、その中に、彼女の存在も含ふくまれることを、今のヨルははっきりと認識しているのだから。


　人気の消え去った廊下を、ヨルは足音も高く、駆け抜ぬけていく。


　──少しだけ、お返しをしましょう──


　かすかな声が聞こえた。だがヨルは今度は足を止めることなく、突き進んでいった。


　──わたくしの妹が処分されかけたとき、あなたがたはかばってくれた。そのことに対するお返しです──


　ヨルは進みながら、あることに気づいた。


「あら、これって……」





「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　絶ぜつ叫きようとともに、ナイトは再度、源げん祖そに斬きりかかった。だが、源げん祖そを斬る前に、源げん祖そを護まもる光の壁かべによって阻はばまれ、ナイトの攻こう撃げきは届かなかった。


「ふむ、それがお前の全力か？」


　源げん祖そはそう呟つぶやいて、片手を振ふった。それだけで、ナイトの体が空高く打ち上げられる。


　放物線を描えがいて飛び、ナイトは地面に激げき突とつする寸前になんとか体をひねって、足から着地することができた。


「まさか、軽い準備運動をしていたところだ」


　と、軽い口調で言ってみるが、内心余よ裕ゆうなんてない。なにしろ先ほどから何度も斬りかかっているのだが、同じことの繰くり返かえしなのだ。源げん祖そは最初に現れたときからまともに攻撃をしていないどころか、ほとんど一歩も動いていない。ナイトが一方的に攻撃を繰り返しているにもかかわらず、ナイトの攻撃が全然効いていないのだ。


「そうか。では、我もそろそろ攻撃してみてもいいかな？」


　源げん祖そはそう言って、ナイトの返事を聞かないまま、両手を広げた。瞬間、源げん祖その手から稲いな妻ずまが天に昇のぼり、次の瞬間、周囲一帯に無数の轟ごう雷らいが降り注いだ。


「ぬおぁっ！」


　視界が、一いつ瞬しゆんで真っ白になる。ガードするまでもなく、ナイトの全身を桁けた外はずれの高圧電流が焼き尽つくしていった。全身が瞬時に焼けこげていくのが、感じられる。ナイトは雷かみなりに焼かれながら、地面に叩たたきつけられた。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　絶叫するナイト。全身を襲おそう激痛に苦しみながらも、手にした『万夫不刀バンプフトウ』だけは離はなさなかった。


　ただちに、全身の傷から湯気が立ち上り、再生が始まった。『万夫不刀バンプフトウ』は、持ち主の望む不死身の肉体を与える。この刀がある限り、ナイトは、たとえ全身を消し炭にされたとしても、復活することができるのだ。


　だが、再生していく傍かたわら、絶え間ない激痛が全身を駆けめぐる。『万夫不刀バンプフトウ』は確かに一見無敵の力を与えてくれるが、決して無条件ではなかったことを、ナイトは持ち主になって初めて知った。


　確かにあらゆる傷を、この刀は癒いやしてくれる。だが反面、傷の痛みは消えない。いや、再生するとき、それまで以上に強きよう烈れつな激痛がナイトを苛さいなむのだった。その苦痛は、一瞬で失神しかねないほど強烈なものなのだ。


　そして、ナイトは本能的に悟さとっていた。傷の再生中に万が一失神してしまえば、その瞬間に再生は終しゆう了りようすると。あくまでこの『万夫不刀バンプフトウ』は、持ち主の望む不死身の肉体を与えてくれるだけであって、持ち主の意識が途と絶だえれば、その力は発揮されないのだ。すなわち失神してしまえば、それは死んでしまうということだ。


　だからナイトは、どんなに苦しくても、意識を失うわけにはいかなかった。折れそうなくらいに歯を食いしばって、なんとか痛みに耐たえながら、再生されたばかりの足で、地面を踏ふみ締しめる。


　傷は消えていくが、痛みはいっこうに消えない。今まで使ってみた感覚としては、数時間単位で時間が経たたなくては、この痛みは和やわらがないのだ。今は、耐えるしかない。


「なるほど、厄やつ介かいだな、その刀──〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉。史上最強の十五振りの刀とう剣けんか。さすがにその再生能力は、我から見ても異常だぞ」


　淡たん々たんと語る源げん祖そ。だが、ナイトはすでに立っているだけで精せい一いつ杯ぱいの状じよう況きようだ。それでも限界を相手に気取られぬよう、ナイトは額に冷ひや汗あせを浮うかべながら、せいぜい強がりの笑みをこぼした。


「そういうことさ。こいつがある限り、俺はお前に勝てないにしろ、負けることはないのさ」


「ふむ。面めん倒どうだな」


　なにか、考え込むように源げん祖そは首をひねった。ナイトはそのスキに、刀を構えながら、なんとか息を整え、激痛をごまかす。


　……最初からわかっていたことだが、長期戦になればなるほど、ナイトの勝機は消えていく。やるならば出し惜おしみなく短期決戦を狙ねらっていくしか、ナイトに道はない。


「やるしか、ないか……」


　本当は、多少なりとも源げん祖そにダメージを与えて、有利な状況になってから使いたかった。だが、このままではなすすべなくナイトが負ける。迷っている暇ひまはなかった。


「……うまく、いってくれよ」


　ナイトは呟きながら、左手を動かして、宙に魔ま法ほう陣じんを描いた──これまで何度も繰り返してきた作業だが、緊きん張ちようのせいか、指先が震ふるえてしまった。しかし半年もの間、戦せん闘とう中、命の危機にさらされながらも何百回も繰り返してきた動きだ。指は、思い描いていたとおりの図形を、宙に浮かび上がらせたのだった。


「魔ま乖かい咒じゆが、使えたのか」


　それを見て、源げん祖そが呟く。


「確かにお前からは、この前と違って若じやつ干かんの魔ま力りよくが感じられる──だが、その程度の魔力では、たいした魔乖咒は使えまい」


「あぁ、確かにな──でもな、魔乖咒は、使いようなんだよ」


　第二咒じゆ法ほう、〈全すべてを見通す魔眼〉発動──ナイトの右目に、魔法陣が浮かび上がった。


「ふむ、『千里眼センリガン』か」


　それは、『千里眼センリガン』と呼ばれた魔乖咒であり、『偽ニセ』の魔ま乖かい術じゆつ師し、ミハイルが得意としていた魔乖咒だ。どんなに遠く、どんな場所に隠かくれたものであっても見通すことができる魔眼だ。


「お前は『滅メツ』の魔乖咒以外は使えなかったはずだがな？」


「以前の俺はそうだ。以前と今では、違ちがうということだ」


　以前一回だけ、ミハイルから奪うばったこの魔乖咒を、ナイトは使った。そのときはナイトの肉体を一時的に奪った源げん祖そが使ったのだが、ナイトに戻もどった瞬間、『偽ニセ』の魔乖咒は制せい御ぎよしきれずに暴走してしまった。


　魔乖術師は、一つの系統の魔乖咒しか使えない。それが原則だ。


　それ故ゆえに『闇ヤミ』の始祖は、ナイトから暴走する『偽ニセ』の魔力を抜き出した。その後魔力を失ったナイトは、その時の力を始祖から返してもらい、現在、なんとか制御できるレベルにまで成長したのだった。


　しかし、ナイトの魔力は以前に比べれば格段に弱い。使えるのもせいぜい『千里眼センリガン』レベルがやっとだ。この力でさえ、あまり長時間は維い持じできない。


　でも──今はそれで十分なはずだ。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトは再び雄お叫たけびを上げながら、源げん祖そへと突つき進んだ。源げん祖そはそのナイトを、攻撃しようともしなかった。これまでと同様、片手を持ち上げて、防ぼう御ぎよをした。


「同じことだ……」


「あぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトが手にした『万夫不刀バンプフトウ』は、源げん祖その障しよう壁へきによって受け止められた。攻撃が、源げん祖そへ届かない──かに思えた。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　だが、今回は違った。ナイトが力を込めて押し込む刃やいばが、源げん祖その障壁に食い込み、障壁に亀き裂れつが走った。


「ほぅ？」


　次の瞬間、障壁は、粉々に砕くだけた。源げん祖そへ、肉にく薄はくするナイトは、一気に『万夫不刀バンプフトウ』を振り抜いて、猛もう攻こうを仕し掛かけた。


「だが障壁を抜いた程度で我は……」


　たやすく源げん祖そはナイトの動きを見きり、その刀を片手で押さえた──かに見えた。だが、源げん祖その手を『万夫不刀バンプフトウ』はすり抜け、その刃は、のばした源げん祖その右手の、肘ひじから先を斬り飛ばした。


「ぬぅ」


　初めて動どう揺ようしたような声を漏もらす源げん祖そ。当然、ナイトは攻撃の手を休める気は毛頭ない。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　源げん祖そは身を引こうとしたが、逃にがさない。懐ふところに飛び込みながら、その胴どう体たいに、鋭するどい斬ざん撃げきを叩き込んでいく。


　ナイトが源げん祖そを斬り裂さくたびに、重い手て応ごたえが返ってくる。傷口からは、なにやらどす黒いものが吹ふき出て周囲に飛び散る。それは血ではない。源げん祖その魔力だ。ナイトの攻撃は、確実に源げん祖そにダメージを与あたえていた。


「ぬおぁぁっ！」


　源げん祖そは斬り裂かれながら、絶叫した。次の瞬間、源げん祖その全身から魔力が吹き上がり、周囲を呑み込みながら爆ばく発はつを起こした。


「チッ」


　自分さえも巻き込みながら無差別に攻撃を始めた源げん祖そに、さすがのナイトも攻撃の手を止めて下がる。爆発に巻き込まれて吹っ飛ばされたものの、手の刀でガードしながら両足で着地することができた。今回は、ダメージが少ない。


「……なるほど、少し驚おどろいたな」


　と、ナイトの猛攻によって傷だらけとなった源げん祖そがつぶやく。胸と手の傷口からは、源げん祖その魔力が漏れ出ていた。


「剣けん刀とう師しの力を手に入れたのだったな、お前は」


「なんだ、その剣刀師ってのは？」


　知らない単語だ。源げん祖そは、意外そうに首をひねった。


「今の時代ではそう呼ばんのか？　お前のように、刀剣を武器に万ばん物ぶつを切り裂く力を持った連中のことだ」


「そんな呼び方は知らん。俺は、あくまでただの剣けん士しだ」


　祖父も自分のことは剣士と言っていた。ナイトも同様だ。


「だが、解げせんな。今までのお前では、我を傷つけることなど遠い夢だったはずだ。それがなぜ急に、ここまでできるようになった？」


「難しいことじゃない──ただ俺には、お前をどう斬きればいいのか、それが見えているだけだ」


　祖父は、斬れないものを斬るのは難しいと言っていた。斬るというのは、少しだけ隙すき間まを空けてやることだとも言っていた。だが残念だが、ナイトの力では祖父の教えを完全に理解することはできなかった。


　だから、少しだけズルをした。


『千里眼センリガン』は、あらゆるものを見ることができる。その力は時空さえも超こえて、源げん祖そが生きていた時代を覗のぞくことさえ可能だった。


　ナイトは今、『千里眼センリガン』の力で未来を見ているのだ。未来と言ってもごく短い時間、ほんの、十秒ほど先の時間だ。


　無数に存在する未来のビジョンの中から、ナイトは自分の望む未来を探して見ている。それはすなわち、源げん祖そを相手に、自分が善戦する未来だ。なすすべもなくやられる未来の自分も見えるが、そんな情報はいらない。ナイトが求めるのは、未来の勝利する自分。その未来をのぞき見ることでナイトは自分がどのように動き、源げん祖そのどの部分を斬れば最も効率がいいのかを知ることができるのだ。


「なるほど、『千里眼センリガン』で未来視してるか」


　源げん祖そも、ナイトの能力を把は握あくしたようだ。だが、源げん祖そは鼻で笑った。


「ふふっ、考えたな、清すが夢む騎人ないと。確かにそれは現状、お前が勝利を摑つかむのに最適な手段といえるだろう──だが、いいのか？　無限に存在する未来の中から、お前が勝つという、奇き跡せきとも言える数少ない未来を探し出すことが、今のお前にできるかな？」


　──そうだ。未来は決して一通りではない。ナイトの行動次し第だいで、未来はいくらでも変わる。流動的に変化するビジョンの中から、自分の望む未来を探し出すのは、想像以上に辛つらい。正直、あまり長くは続けられそうにない。


　それでも──これがナイトの切り札なのだ。そしてこの切り札は、源げん祖そにも通用するということが、今はっきりとわかった。ならば、このチャンスを逃のがさず、一気に攻せめるしかない！


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは気合いの叫さけびとともに、源げん祖そへ向かって突き進んだ。源げん祖そは、今までの無防備な体勢ではなく、初めて構えらしい構えを取った。


「そうだな。我もそろそろ、少し力を入れるとしよう」


　この期ごに及およんでそんなセリフをのうのうと吐はく。すでに源げん祖その腕うでは再生され、傷もふさがっていた。だがナイトは気にせず突き進む。源げん祖そは、ナイトに向かって右の手のひらを突き出した。


「お前は、いったいどこまで斬ることができるかな？」


　源げん祖その手から、稲いな妻ずまが放たれた。高圧電流が収束され、光速でナイトに迫せまる。だが。


「そんなもの！」


　たとえ光速で迫ってこようと、未来が見えるナイトには、石が飛んでくるのと同じだ。どのように自分が動けばいいのかも、瞬しゆん時じに読み取って、『万夫不刀バンプフトウ』を一いつ閃せん。稲妻が斬きり裂かれ、霧む散さんしてしまう。


「ならばこれだ」


　源げん祖その手から、漆しつ黒こくの塊かたまりが生み出される。それは周囲の空間を歪ゆがませながら、ナイトめがけて迫ってきた。


「歪わい曲きよく空間の塊だ。あらゆる物質をねじ曲げてしまうぞ」


　漆黒の塊は、ナイトを呑み込もうと、巨きよ大だい化しながら迫ってきた。しかし。


「無む駄だだっ！」


　今のナイトには、空間だろうが次元だろうが関係ない！　祖父から教えられた剣けんは、時空さえも斬り裂くのだ！　漆黒の塊を真っ二つにすると、ナイトの背後の地面を呑み込みながら、歪曲空間は爆発した。


「ではこれならばどうかな」


　源げん祖その両手の間に、巨大な光の塊が生み出された。いや、それは無数の光の粒りゆう子しの集合体だ。七色に光り、明めい滅めつしながら肥大化と収縮を繰くり返かえしている物体だ。


「これは小宇宙だ──我の生み出したな。この小さな塊の中に、銀河をも呑み込むエネルギーが蓄たくわえられている」


　源げん祖その服がなびき、その光の塊から伝わる凄すさまじいエネルギーが、大気を振しん動どうさせ、周囲の地じ盤ばんさえも砕いていく。


「果たしてお前にこれが斬れるか？」


「関係ない！」


　ナイトは、源げん祖そへと駆かけ寄よりながら叫んだ。


「小宇宙だか大宇宙だか知らないけど、そんなコケおどしが今いま更さら通用すると思ったか！　俺は、どんなものだろうと乗のり越こえて、お前を倒たおす、ただそれだけだ！」


「では、試ためしてみよう」


　源げん祖そが、手の中の光の塊を解き放った。瞬しゆん間かん──世界が、光に呑み込まれた。


　視界が、まばゆいばかりの光によって埋うめ尽つくされ、もはや自分自身の手さえロクに見えない。ナイトが走っていく、地面の感覚さえ消えた。自分の進むべき道が消えて、ナイトの体が、宙に投げ出される。いや、そんな悠ゆう長ちようなことを言っているヒマはない。凄まじい熱量、重圧、衝しよう撃げき、それらは一瞬にしてナイトの全身を、細さい胞ぼうの一いつ片ぺんすらも残さず消失させていく──源げん祖その語った小宇宙という表現は、あながち間ま違ちがいでもない。少なくとも、ナイトが今まで見てきたあらゆる攻こう撃げきの中でも、比ひ較かくにならないほど強力な一いち撃げきだった。
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　なにもない光の中、ナイトの全身は、完全に消失していった──だが、その光の中で、ナイトは最後の一瞬に見えた。あらゆるものが消え去るその中、ただ一つ、『万夫不刀バンプフトウ』だけが、その刀身に一片の汚よごれも持たないまま厳然と存在しているのだ。


〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は最強の刀とう剣けん。それには、この世のあらゆる力をもってしても傷一つつけることができない。


　──終わってない──


　消え去る瞬間、ナイトは叫んだ。声にならない声で、必死に叫んだ。


　──この刃が折れない限り、俺は、決して終わりはしない！──


　消え去りながらも、その意志が『万夫不刀バンプフトウ』の力を引き出す。消失してしまったナイトの肉体が再構築される。


　だが源げん祖その攻撃は強大だ。再生された肉体もまた、一瞬で消え去ってしまう。


　それでも、ナイトの意志は消えていない。不ふ屈くつの闘とう志しには、微み塵じんも揺ゆらぎが存在しない。


　とっくに肉体の限界は超えている。激痛は、痛すぎて、もはやそれがなんであるかを認識することもできなくなったので、気にしないことにした。ただ、源げん祖そを倒す、その一心のみが、ナイトを突つき動かしていた。


　──ぁ──


　凄まじい光の爆発の中、『万夫不刀バンプフトウ』のみが浮ういている。だが次の瞬間、人間の腕が現れた。


　現れた腕は無論、すぐさま焼き尽くされてしまう。皮ひ膚ふも、筋肉も、骨の髄ずいまでも、一瞬で消える。だが、猛もう烈れつな速度で、腕は再構築され、ボロボロになりながらもその手は、確かに『万夫不刀バンプフトウ』の柄つかを握にぎりしめた。


　ボロボロになりながらもその腕は『万夫不刀バンプフトウ』を、下から上へ、勢いよく振ふり上げた。


　──『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』──


　瞬間、光の爆発が、真っ二つに斬り裂かれた。斬り裂かれた間の空間には、『万夫不刀バンプフトウ』が浮かび、その傍かたわらには、猛烈な勢いでナイトの全身が、再生されていった。


「言ったはずだ！」


　ナイトは『万夫不刀バンプフトウ』を手に、全身を再生しながら、その激痛をものともせずに叫んだ。


「時空だろうが宇宙だろうが、もう今の俺には関係ない！　たとえ神様だって、俺を止めることはできやしないんだよっ!!」


　光の爆発はそのまま光の柱となって、天に向かって一直線に突き上げ、やがて、その規模を小さくしていく──地面には、底が見えないほど深く、巨大な穴が穿うがたれていた。


「なるほど、見事だ」


　その穴の向こうに立つ源げん祖そは、静かに告げた。


「今の一撃は、正直あまり手加減をしなかった。我が生み出したこの異世界そのものさえ破は壊かいしかねないほどの威い力りよくだったのだが、その力をもってしても倒すことができないとは、なるほど、清すが夢む騎人ないと。確かにお前は強くなったようだ」


「あぁ、そうだ。俺はお前を倒すために強くなった！」


『万夫不刀バンプフトウ』を、大きく振り上げる。


「そして今の俺は、一秒前の自分自身よりも強くなっている！　無限にわき上がる力が、俺を突き動かす！　俺は、自分の限界の壁かべも斬きり裂さいて、さらなる高みへと進み続ける！　その俺を、貴様如ごときがもう止められるものか!!」


　誇こ張ちようではなく、ナイトの全身から、力がふくれあがってくる。体中を、今まで感じたこともないほどの力が駆けめぐり、体の表面には、輝かがやく幾き何か学模様が浮かび上がっていた。


「そうだったな。お前は、我の魂たましいすらも身のうちに納めるほどの器うつわだったな」


　源げん祖そが手加減なしにはなった魔ま力りよくの爆ばく発はつ。その爆発はナイトを一度は消しよう滅めつさせたが、無限に再生し続けるナイトの肉体は、その源げん祖その魔力を取り込み、ナイトに新たな力を与あたえたのだった。


「さぁ、覚かく悟ごを決めろ、源げん祖そ！　お前の全力の一撃でも、俺を止められなかった。今度は、俺の番だ！」


　沸わき上がる力に突き動かされて、ナイトは突き進んだ。今は、全身を、全盛期のナイトをも上回る量の魔力が駆けめぐっている。ナイトの意志によって、宙に魔ま法ほう陣じんが浮かび、ナイトの肉体を、さらに強化していった。


「くらえ、必殺っっ！！！」


　全身から沸き上がる魔力が、手の『万夫不刀バンプフトウ』に集中する。凄まじい魔力の圧力はあらゆる物質を粉々に砕くだくが、『万夫不刀バンプフトウ』ならばその重圧にも耐たえることができる。


　さらに浮かび上がる無数の魔法陣が複雑に絡からみ合い、折れ重なり合いながら、『万夫不刀バンプフトウ』に魔ま乖かい咒じゆを紡つむぎ込んでいく。魔力の奔ほん流りゆうが『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先から解き放たれ、天を貫つらぬかんばかりの長大な刀身を形成した。


「源げん祖そ、食らうがいい、これが俺の全力の、技わざ。俺に人生で重要なことを教えてくれた二人の師し匠しようの技の融ゆう合ごう。俺の人生の集大成、これが俺の、生きてきた証あかしだっ!!」


　爆ばく発はつ的てきな魔力は必殺の第四咒じゆ法ほうを形成した。触ふれる者全すべてを倒す必滅の一撃が、源げん祖そに向かって解き放たれた。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　源げん祖そは、その一撃を回かい避ひすることはできなかった。ただ、両手で受け止める。その両手は、一瞬で消えた。源げん祖その力をもってしても、そのナイトの一撃を、受け止めることはできなかったのだ。


　勝てる！　ナイトが確信した瞬間。


「バカな、なにをやっている、ナイト君！　そんな技如ごときが通じる相手だと思っているのか!!」


　聞き覚えのある声が、絶ぜつ叫きようしていた。





　──アイリスは、誰だれもいない通路を走っていた。源げん祖その姿はなく、メイドたちの姿もない。通路のところどころに服だけが捨てられてあったが、アイリスは、そんな者を歯し牙がにもかけず、どこに続くかわからない長い通路を、必死に駆けていた。


「まずいぞ、イヤな予感がする……」


　ナイトと源げん祖その激げき突とつは、おそらくすでに始まっている。その激突には、おそらく自分の出番はもうないだろうと、アイリスは半ば確信していた。それはもはやナイトの戦いだ。自分が口をはさむ段階を過ぎた。すでに自分は、十分な段階まで、ナイトを育て、導いてきたと思っている。自分が手を出すスキはないだろう。


　だが──それでも、アイリスにはやるべきことがあった。その戦いを、見届けねばならなかった。そしてその結果次第によっては、自分は、悲しい決断をしなくてはならないだろう──その覚悟も、すでにできている。


　だが──胸むな騒さわぎが止まらない。急がなくては、全てが手て遅おくれになってしまいそうな、そんな予感がする。アイリスは、焦しよう燥そう感かんを隠かくすことなく、通路を全力疾しつ走そうしていた。


「くっ、出口はどこだ！」


　この建物が、いや、世界そのものが源げん祖その生み出した異世界なのだ。この世界の中では、全てが源げん祖その思おも惑わく通りになってしまう。アイリスが軟なん禁きんされても大人しくしていたのは、そのためだ。力ずくで脱だつ出しゆつしようにも、それには源げん祖そを倒さねば脱出はできない。しかし源げん祖そを倒すのは自分ではないと思ったからこそ、甘んじて虜りよ囚しゆうの身となったのだ。


　だが、今はそんな理り屈くつをこねていられない。源げん祖そとナイトが今どこで戦っているのかが、アイリスでもよくわからなかった。


「くっ、しかたない。あまり魔力を浪ろう費ひしたくはなかったが」


　行き当たりばったりに通路を進んでも、無限の広がりがあるかのように、代わり映ばえのしない通路がどこまでも通じているだけだった。すでに一いつ緒しよにいたはずのヨルがどこにいるのかさえわからなくなってしまった。こんな状じよう況きようで悠長に進んでいては、永遠にこの建物から出ることができない。


「行くぞ」


　魔力を込めた腕うでで、傍らの壁を、殴なぐり飛とばす。重い手て応ごたえとともに、壁の破片が周囲に飛び散った……固くはあるが、アイリスの力をもってすれば破壊不可能なものはない。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　人が通れるだけの穴を開けて飛び出せば、壁の向こうも似たような通路だった。だが、そんなことは気にしない。さらに一直線に突き進んで、突き当たりの壁を同様に、素す手でで破壊して、突き進む。


「無限の広がりを持つ通路といえど、源げん祖その生み出したものに過ぎん！」


　源げん祖その力は強大だが、決して無限ではない。必ず限界がある。破壊を繰くり返かえせば、一見無限に見えるこの通路にもほころびが生まれるはずだ。そのほころびを発見次第こじ開ければ、脱出だって可能なはず──完全に力ずくの正面突とつ破ぱだ。だがアイリスは、これ以外の進み方を知らないのである。


　何十、何百の壁を突き進んでみても、見える光景に、変化はない。背後を振り返ってみれば、自分が破壊してきた壁が無数に繫つながっているだけだ。この広さは、明らかに並ではない。だが、ここはそういう世界なのだ！　この世界を突破しなくては、源げん祖そと戦うどころか、ナイトと会うことすらできない！


　アイリスががむしゃらに突き進んでいった先──ひたすら静せい寂じやくの広がる無限の通路の向こうに、かすかに動くものの気配がした。


　それが綻ほころびか？　アイリスはとっさに足を止めて進行方向を曲げ、再び駆けだした。その気配と、通路の曲がり角で出くわす。


「きゃっ」


「うん、貴様？」


　アイリスと反対方向から顔を出したのは、ヨルだった。アイリスはヨルと再び合流したのである。


「『滅メツ』、こんなところにいたの？　捜さがしたわよ？」


「……なんてこった」


　アイリスは歯がみしながら、壁を殴った。壁に、拳こぶしの形の穴が開く。


「私としたことが、ひたすら進んだつもりが、結局一周して戻もどってきたということか？」


「どういうこと？」


　ヨルが怪け訝げんな声で聞き返してくる。アイリスは、現状を理解できていないヨルの脳天気ぶりが、ひどくいらだたしかった。


「貴様は気づいていないのか？　ここは源げん祖その生み出した無限に続く回かい廊ろうだ。どの方向に進んでも、どこにも出口はないのだぞ」


「あら、そうなの」


　あっさり、ヨルはそう言った。いったいこの女はなにをのんきにしているんだ、とアイリスはさらに腹立たしかった。


「なら行くわよ」


　と、ヨルはアイリスの手を摑つかむと、アイリスが来たのとは別の方向へと走り出した。とっさのことだったので、アイリスも引かれるままに駆かけだした。


「おい、行くってどこへ行く気だ？」


「外へ出るのよ」


「バカな。私の話を聞いていないのか？　ここは無限の広がりがあるのだぞ。行き当たりばったりに進んだって、なにも変わらんぞ！」


「わかっているわ。この先が出口のはずだから、行きましょう」


　アイリスは、耳を疑った。まさかヨルは、アイリスでもいまだに摑めないこの世界の綻びを、先に見つけたというのか？


　アイリスは摑まれた手を振り払はらいながらも、ヨルと並行して走りながら尋たずねた。


「貴様、まさか出口がわかるのか？」


「なんとなくね」


「どうやって……」


　アイリスは、気づいた、ヨルは先ほどから、なにか、足あし下もとを確認しながら進んでいるのだ。ヨルは走りながら説明した。


「服がね、あるのよ」


「は？」


「服が落ちているの」


　確かに、先ほどから、通路のあちこちに脱ぬぎ捨すてられたメイド服が残されてあった。


「それがどうした？」


「あのね、わたしが進む通路の先、分かれ道があると、その道の片方にだけ、服が落ちているの。わたしはその服がある方の通路を進んでいるのよ」


「バカな！　なんの意味があって!?」


「でも、その通りに進んでいたら、あなたに会えたわ」


「…………」


　確かにそうだ。無限の広がりがある世界で、一度離はなればなれになったら再会できるかどうかは怪あやしいレベルだ。


「それにね、分かれ道には必ず、一つだけ服が落ちているの。これまでずっとよ。これをタダの偶ぐう然ぜんって片付けるのは納得できないわね」


「だが、なんでそんなものが目印になっているんだ？」


「さぁね」


　怪しい笑みをこぼしながらヨルが言う。その顔は、してやったり、と言っているようでなんとも気にくわなかった。なにか、アイリスの気づいていないことにヨルだけ気づいている、といわんばかりの様子だ。


「日本のことわざに、情けは人のためならずってあるでしょ」


「いきなりなんだ？」


　情けは人のためならず、巡めぐり巡って我が身のため──アイリスとて、それくらいの言葉は知っている。


「今がまさにその状況、ってわけよ」


　アイリスは、煙けむに巻まかれたような気分だった。だが、あながちこの通路で間ま違ちがっていなかったな、ともアイリスは感じていた。


「感じるぞ……この魔ま力りよく、源げん祖そだ！」


　通路を進むごとに、源げん祖その強大な魔力が強まっているのが感じられた。今自分たちは確実に、源げん祖そに迫せまりつつあるのだと確信できた。


　アイリスとヨルはさらに力を込め、魔乖咒で肉体強化を施ほどこし、文字通り、風の速さで通路を突つき進んでいく。


「見えたぞ、あれが、この世界の綻びだ！」


　永遠に続くかに見えた通路だが、ついに終着点にきた。突き当たりとなった壁かべに、これまでとは明らかに違う、大きな扉とびらがあった。おそらくは、それが出口だ。


「行くぞ！」


「待って、そんないきなり出て、危険が……」


「知ったことか！」


　アイリスは駆け寄る勢いのまま扉を蹴け破やぶって、勢いよく外へ飛び出した──瞬しゆん間かん、視界が、光で埋うめ尽つくされた。


「ぬぐっ、これは……」


　外は、とんでもないことになっていた。地上に巨きよ大だいな光のドームが形成されている。そのドームは、数キロメートル単位の大きさがあるだろう。それは全て、魔力だ。膨ぼう大だいな魔力が爆ばく発はつして、内部のあらゆる存在を抹まつ消しようしているのだった。


「この距きよ離りで、この威い力りよくか」


　魔力を操あやつって、アイリスとヨルは障しよう壁へきを強めた。だが、それでも防ぎきれない熱と衝しよう撃げきが、二人を襲おそう──超ちよう巨きよ大だいなドームの全景が確認できるくらい距離は離れているのに、この威力。至し近きん距離だったら、アイリスでも防ぎきれるか怪しい威力だった。


　ヨルが回復咒じゆ法ほうで傷を癒いやしつつ、叫さけんだ。


「あそこにいるの……ナイトじゃない？」


「なんだと!?」


　確かに、そこには人ひと影かげがあった。すでに魔力の爆発は、収まりつつあった。それに反比例して、ナイトの力がふくれあがっていく──ナイトの魔力が、再活性していくのだ。一度は力を失ったはずのナイトが、今、再び蘇よみがえっていく。


「すごい……ナイトが、源げん祖その魔力を吸収しているの？」


「これは……」


　ナイトが、凄すさまじい魔力を身にまとい、源げん祖そめがけて解き放つのが、アイリスにも見えた。アイリスは思わず叫んでいた。


「バカな、なにをやっている、ナイト君！　そんな技如ごときが通じる相手だと思っているのか!!」





　ナイトの手にした『万夫不刀バンプフトウ』、その切っ先から伸のびる必殺の第四咒法は、確かに源げん祖そに命中していた。


「これが、お前の力か、清すが夢む騎人ないと」


　源げん祖その腕が第四咒法によって崩くずれ、胸にも大穴が開いている。だが、その状態でも源げん祖そは、立っていた。


「この程度なのか、清夢騎人？　これが貴様の全力か？　これで終わりなのか？」


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトが力を込めて、『万夫不刀バンプフトウ』を押し込む。ボコリ、と、源げん祖その体はさらに崩れた。


「ふふっ、こんなもの……」


　次の瞬間、源げん祖その全身がナイトの魔ま乖かい咒じゆの圧力に耐たえきれずに、霧む散さんした。源げん祖そは、跡あと形かたもなく消え去った。


「やった、のか？」


　客観的に見て、今のはナイトの最高の一いち撃げきだった。源げん祖そはそれを、もろに受けた。これで負けるはずが……


「なにをやっているのだ、ナイト君！」


　聞き覚えのある声が、また聞こえた。振ふり返ると、ヨルとアイリスが、こちらへ駆け寄ってくるところだった。


「ヨル、『先生マイステリン』！　無事だったのか!?」


「バカ、油断するな！　源げん祖そはまだ……」


　ナイトはその瞬間、強大な魔力の鳴動を感じた。同時に、自分の肩かたに、魔力でできた触しよく手しゆが突き刺ささるのも感じた。


「ぐっ！」


　振り返りざま、刀で触手を斬きり裂さいた。だが肩を完全に貫かん通つうしていて、傷口から新たな痛みが伝わってくる。その傷も『万夫不刀バンプフトウ』の力がふさいでくれるが、触手の一部が傷口に引っかかって、再生に少し時間がかかるようだった。


「……それなりの攻こう撃げきだった」


　なにもないはずの虚こ空くうに、魔力が集まり、再度、源げん祖その肉体が構築されていく。


「そうだな、今のは多少、多少のダメージがあったぞ──しかしそれだけだ。お前の全力は、この程度だったのか、清夢騎人？」




[image: ]


　源げん祖そが、再度完全な姿となって、地上に降り立った。ナイトは、信じられない思いだった。源げん祖そは、ナイトの渾こん身しんの第四咒じゆ法ほうを食らったのだ。だというのに、ほとんどダメージを受けた様子がない。


「その程度の力では、我を倒たおすことはできんぞ」


　ナイトが繰くり出だした第四咒法──最も慣れ親しんだ、『滅メツ』の第四咒法だ。敵の防ぼう御ぎよ能力を無視して一撃死させる最強の必殺技わざ。その直ちよく撃げきでも、源げん祖そは倒せないのか。


「ナイト君、気づかなかったのか？　第四咒法では、いや、魔乖咒では源げん祖そは倒せん」


　アイリスが、重い口調で言う。


「源げん祖そとは、全すべての魔乖咒の根源とも言うべき存在だ。その源げん祖そに対して魔乖咒を使うというのは、海に向かって水みず鉄でつ砲ぽうで攻撃するようなものだぞ」


　つまり、魔乖咒は全く無意味だと？


「そういうことだな」


　源げん祖そが頷うなずいた。


「貴様が今使った力も、我がホロにくれてやった力、その片へん鱗りんに過ぎん。そんな力では我を傷つけることなど夢のまた夢だぞ」


「魔乖咒を、自己強化の第二咒法を使うならば問題はない。だが源げん祖そに対して使う魔乖咒は、そのほとんどが無効化されると思った方がいい」


　つまりナイトは、せっかくの魔力を、全力全開で無む駄だ弾だまにして撃うってしまったということか？


「さぁ、どうした、清すが夢む騎人ないと？　お前の攻撃は終わりか？　もう手て詰づまりなのか？」


「冗じよう談だんを言うな……こんなのは、まだ小手調べに過ぎないさ」


　ナイトは言って、不敵に笑った──半分はハッタリだが、それでも敵に余よ裕ゆうがあるように見せるのは、重要だ。


「まだだ、俺の力は、まだこんなもんじゃない！」


　ナイトは叫び、再度、『万夫不刀バンプフトウ』を構えた。全身から、魔力が吹ふき上がる──まだ、戦う力は残っている。源げん祖そに魔乖咒が通用しないというなら、それはそれでいい。祖父から学んだこの剣けん技ぎで斬り裂くだけだ！


「……そういうわけだ、ヨルに『先生マイステリン』」


　源げん祖そをにらんだまま、ナイトは、背後を振り返らずに言った。


「少し待っていてくれないか？　俺はこれから、こいつを倒さないといけないんでね……倒したら、一いつ緒しよに帰るとしよう」


「ナイト……わかったわ」


　ヨルは、覚かく悟ごを決めたように頷き、ぱちりと指を鳴らした。ナイトの全身を淡あわい光が包み込み、痛みが和やわらいでいく。


「そこまで豪ごう語ごするからには、必ず勝つのだぞ」


　アイリスは髪かみをかき上げて、いつもと変わらぬ不敵な笑みを浮うかべた。


「君の戦いぶり、最後まで見届けよう──今回はもう、私は手出しせんぞ。君は、君の使命を全まつとうしろ」


「見ていてくれ……俺の、最後の戦いだ」


　ナイトは頷いた──覚悟は、決まった。この二人が背後にいる以上、ナイトはもう、後には退ひけない。前へ、進むだけだ。


「しかし……我の生み出した無限回かい廊ろうをよく自力で抜ぬけ出せたものだな」


　源げん祖そはヨルとアイリスを見て、つぶやいた。


「お前たちが自力であそこから脱だつ出しゆつする可能性は限りなくゼロだったはずだがな」


「可能性なんて、そんなものはどうだっていい！」


　ナイトが叫んだ。


「俺たちが生きる現実はいつだってたった一つ。たった一つの現実がどうなるか、自分の望む世界を引き出すことができるのか、それは全て俺たちの行動で決まる！　可能性なんてタダの目安だ！　ゼロじゃないなら、力ずくで引き寄せればいいだけの話でしかない！」


「ふふっ、大きなことを言う──いいだろう、清すが夢む騎人ないと。お前のその思い上がりを、今度こそ粉々に打うち砕くだいてくれよう」


　源げん祖そが、両手を広げた。


「我の生み出した小宇宙の直撃を受けても再生した以上、お前を魔乖咒のみで倒すのは難しいようだな……だが、それはお互たがい様さまだ。貴様の魔乖咒も我には通用せん」


　源げん祖その手の間に魔ま力りよくが集まり、固まって、形を作っていく。それは、剣けんだ。刃は渡わたり一メートルほどの大きな剣。刀身が大きくうねっており、どことなく禍まが々まがしい印象を受ける見たこともない剣だった。


「貴様の得意な剣で勝負をしてやろう。そして、これで貴様を打ち倒すことで、貴様の思い上がりを、その肉体も魂たましいもなにもかもを砕いてくれる」


「ふざけるなよ」


　ナイトは歯ぎしりをした。今いま更さらナイトと、剣の勝負をする？　源げん祖そは、どこまでもナイトを見下しているとしか思えない。


「まぁ、そう言うな。我とて、多少の技をかじったことはあるのだぞ──こんな風にな」


　瞬間、源げん祖その姿がかき消すように消えた。同時に、ナイトの横手から、猛もう烈れつな殺気が巻き起こった。


「これは!?」


「遅おそいぞ、清すが夢む騎人ないと」


　文字通り、風のような速さで斬りつけてくる源げん祖そ。ナイトはとっさに刀でガードをしたが、体が浮き上がり、弾はじかれる。


「逃にがさんぞ」


　飛ぶナイトを追って、源げん祖そが駆かけ寄りながら、手の剣を、大きく振るう。


「そんな、もの！」


　体勢は不安定だが、無防備に攻撃を食らうわけにもいかない。ナイトは空中で手の刀を動かし、源げん祖その鋭するどい斬ざん撃げきを全て受け止めていった。


「グゥッ！」


　だが、源げん祖その方が速い。源げん祖その剣が何度も、ナイトの体をかすめ、無数の傷を刻み込んでいく。


　さらに源げん祖そは、剣を大きく振りかぶると、十文字に切るように動かした。次の瞬しゆん間かん、ナイトめがけて十字の形をした衝しよう撃げき波はが、迫せまる。回かい避ひできず、それも受け止めるしかなかった。


「なめ、るなっ!!」


　ナイトは叫さけび、衝撃波を、『万夫不刀バンプフトウ』で切り裂いた。衝撃波が、背後で爆ばく発はつする。


「こんな小細工で、俺に勝てると思ってるのか！」


　源げん祖その技は、確かに速いし、力もある。だが、ナイトでも充じゆう分ぶん対たい抗こうできるレベルであるように思えた。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　雄お叫たけびとともに、駆け出すナイト。源げん祖そは、こい、と剣を構える。


「ではこれならばどうだ」


　源げん祖その刀の切っ先から無数の衝撃波が生み出され、あらゆる角度から、ナイトへと襲おそいかかってくる。しかし、そんな技は、全て見えている──ナイトの『千里眼センリガン』は、どのように回避すればいいのか、その答えをすでに教えてくれていた。


「そこだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　目の前に迫った衝撃波の一つを叩たたき伏ふせ、同時にナイトも衝撃波を、源げん祖そめがけて飛ばした。源げん祖そはナイトの反はん撃げきを回避して、体勢が大きく崩くずれた。絶好のチャンスだ。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　急接近しながら、満身の力で、『万夫不刀バンプフトウ』を叩き込む──決まった。ナイトは、半ば確信していた。


　だが、ナイトの攻撃は宙を斬った。


「なにっ、ガフッ！」


　それどころか、ナイトの脇わき腹ばらが大きく斬り裂かれた。源げん祖そがナイトの攻撃を回り込みながら、斬り裂いていたのだ。


「どうした、清すが夢む騎人ないと。動きが鈍にぶくなったぞ」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


『万夫不刀バンプフトウ』が、ナイトの傷を瞬しゆん時じに癒いやしてくれる。ナイトの全身の魔力がうねり、『万夫不刀バンプフトウ』が輝かがやきながら、周囲に放電を開始した。


　その輝く刀身を、目前の源げん祖そめがけて叩き込む。だが、それは源げん祖その剣で受け止められた。


　剣を打ち付けあって、つばぜり合いをする二人。ナイトと源げん祖そ、二人の魔力が反発しあって、その余波だけで周囲は嵐あらしのような有様だった。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　ナイトの腕うでの筋肉が盛り上がり、源げん祖そをはじき飛ばした。間かん髪はつ入れずに追いすがり、鋭い斬撃を、ナイトは叩き込んだ。


　ガキンッ、と、源げん祖その剣でまたしても防がれた。でもそれで終わりはしない。連続で何度も斬りつけるナイト。源げん祖そも全く同じ速さで、ナイトの攻撃を全てガードしていった。


　目にもとまらぬ猛もう攻こうを繰り返しながら、ナイトは歯がみしていた──おかしい。源げん祖その動きが、急激に速くなっている。『千里眼センリガン』の先読みが、追いつかなくなってきた。どういうことだ？　先ほどまで、通用していたのに……


「まだ気づかんか、清すが夢む騎人ないと？」


　手は猛もう然ぜんと攻撃を繰り返しながら、源げん祖そが口を開く。


「我は源げん祖そ、全ての魔ま乖かい咒じゆの根源だぞ」


　源げん祖その目にも、ナイトと同様の魔ま法ほう陣じんが浮かび上がっていた。


「この『千里眼センリガン』とて、元々は我がマギーにくれてやった力の一つに過ぎん。当然我も使える」


　やはりそうか。源げん祖そもナイトと同様、『千里眼センリガン』の能力で未来視をしていたのか。先ほどから、ナイトの攻こう撃げきがことごとく外れると思ったら、そういうことだったのか！


「残念だったな、清夢騎人。貴様の優位は、もうない」


「それがどうしたっ!!」


　吐はき捨すて、ナイトは手の『万夫不刀バンプフトウ』をなおいっそう、速く、鋭く、源げん祖そめがけて突つき出だしていった。


「貴様がサルマネで俺と同じことをしたからって、俺が不利になるわけじゃない！」


　そうだ。確かにナイトの未来視の能力は、もはやあってないも同然だ。だがそれは源げん祖そも同様。源げん祖そも未来視をしているとは言え、ナイトに致命打を与あたえきれずにいる。要は、お互いが『千里眼センリガン』を使っていなかった最初の状態に戻もどった、それだけの話だ。


「源げん祖そ、剣を選んだのは失敗だったな」


「なんだと？」


「俺は知っている。世界最強の剣けん士しを……俺はその人から、剣を教えてもらった。魔乖咒ではお前の方が上かもしれないが、剣でなら、俺は絶対に負けない!!」


　ナイトの気き迫はくの刀が、源げん祖その剣に叩き込まれた。初めて、源げん祖その体が大きくはじき飛ばされた。


「ぬぅ」


　だが源げん祖そは弾かれながらも、手の剣から稲いな妻ずまを召しよう喚かんして、周囲に雨嵐のごとく降らせた。そしてナイトは、自分に迫る稲妻をすべて『万夫不刀バンプフトウ』で叩き落とし、源げん祖そへ、猛然と迫った。


「お前の負けだ、源げん祖そ！　もう後はないぞっ!!」





　その二人の凄すさまじい激げき突とつを、ヨルとアイリスは並んで眺ながめていた。強大な魔力同士の激突は、余波だけで大気を震しん撼かんさせ、大地を打ち砕いていく。正直、至し近きん距きよ離りにいるのはかなり危険だった。実際、巻き起こる衝撃波で、二人は今にも木の葉のように吹き飛ばされてしまいそうだった。


「……下がったらどうだ」


　アイリスが、腕を組んで大地に仁に王おう立だちしたままつぶやいた。


「私はともかく、貴様では、これ以上ここにいるのは辛つらかろう」


「いいえ……わたしは、ナイトの戦いを最後まで見届けると決めたの」


　ヨルもまたつぶやく──もう、ヨルが出る幕もない。二人の激突は、あまりに強大すぎる。ヘタに手出しをすれば、逆にナイトの集中を乱してしまうだろう。回復咒じゆ法ほうも、『万夫不刀バンプフトウ』がある限りは必要ないようだ。


「この戦い、しっかりと、目に焼き付けるわ」


「そうか」


　ヨルの覚かく悟ごを知ったか、アイリスは頷うなずいた。そのまま──アイリスが、ふとつぶやいた。


「では『闇ヤミ』。一つ賭かけをしないか？」


「賭、ですって？」


「そうだ」


　アイリスは口くちの端はしをゆがめ、意味深な笑みを浮うかべた。


「どちらが勝つか、我々二人で賭かけようではないか」


「そんなの、ナイトに決まっているわ」


　ヨルは、迷わず答えた。


「ナイトは約束したわ。ナイトはこれまで、こういう約束を破ったことがない──わたしは、ナイトが勝つと、信じているわ」


「無論私もナイト君が勝つと信じている」


「賭にならないじゃない」


　呆あきれた声でヨルが言うと、アイリスが含ふくみ笑わらいをこぼした。


「当たり前だ。そんなわかりきった勝負で賭が成立するものか」


「なら、あなたはなんでそんな賭なんて持ち出したの？」


「勘かん違ちがいするなよ、『闇ヤミ』──私がいつ、ナイト君と源げん祖そ、どちらが勝つかを賭かけようなどと言った？」


「え？」


　では……アイリスは、なにを言おうとしているのだ？


「決まっているだろう、『闇ヤミ』──私と貴様、どちらが勝つかを賭けないかと言っているんだ」


　ニヤリ、アイリスは普ふ段だんと変わらぬ、不敵な笑みを浮かべた。





「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　ナイトは絶ぜつ叫きようとともに、さらに源げん祖そへと追つい撃げきを繰くり出す。ガキッと、ついに源げん祖そのガードが崩れ、ナイトの『万夫不刀バンプフトウ』が源げん祖その肩かた口ぐちへと突き刺ささった。


　行ける！　思い上がりでなく、ナイトは確信した。これなら、源げん祖そにも勝てると！


　──パチッ──


　その時、視界の中で一いつ瞬しゆん火花のようなものが飛び散った。


「なんだ？」


　源げん祖そと戦いながら、なにか、別のビジョンが見える。それは、未来視とも違ちがう映像だ。ナイトの『千里眼センリガン』が、新たな映像を、ナイトに投とう影えいしてくる……





　そこは、屋内であった。石造りの広大な一室。その部屋にしつらえた玉座に座るのは、見み間ま違ちがえようもない、源げん祖そだ。源げん祖そは金属でできた鎧よろいで全身を包んでおり、今の姿とは印象が違った。


　──これは、過去の映像か？


　ナイトは、首をひねった。すくなくともこれが、現実の映像ではないはずだ。目の前にいる源げん祖そも、周囲の人間も透すけて見えて、ひどく現実感がない。


　その源げん祖そは、立ち上がると忌いま々いましげに窓の外の光景を眺めた。


『えぇい、まだ避ひ難なんは終わらんのか！』


　いらだちを隠かくさずに叫さけぶ源げん祖そ。今の淡たん々たんとした源げん祖そとは、だいぶ態度が違うように思える。


　と、部屋の中にいた男が源げん祖その言葉に応こたえた。


『現在大至急避難を進めております』


『我々が保有する全すべての船せん舶ぱくを動員しております。軍ぐん艦かんも含め、あらゆる船に若く健康な男女を優先的に乗せ、この大陸より脱だつ出しゆつを急がせて……』


『遅おそい！』


　壁かべを叩く源げん祖そ。


『こうしている間も《古大主コダイシユ》どもの傷は塞ふさがりつつあるのだぞ！　奴やつらが再度侵しん攻こうすれば、我々は今度こそ皆みな殺ごろしにされるぞ！』


『心得ております、陛下。現在可か及きゆう的てき速すみやかに避難を進めております』


　源げん祖そは足音荒あらく玉座に戻ると、別の男に尋たずねた。


『《古大主コダイシユ》どもの状じよう況きようは！』


『《雷らい帝てい》以下、《超ちよう駕が》《機き神しん》等、五体が健在』


『我が配下はどうなっている！』


『すでに我が軍の七割以上が討うち死に。『魔王エル・ケーニツヒ』様は『歪ワイ』『異イ』『偽ニセ』様が相打ちとなって、現在休きゆう眠みん状態となっております』


　源げん祖そは歯ぎしりをしながら外の様子を睨にらんだ。暗雲の立ちこめる大陸には、確実に崩ほう壊かいの時が迫せまっていた。


『……やむを得ん。全ての『魔王エル・ケーニツヒ』を呼び戻せ！』


『陛下、今しばらくの猶ゆう予よを』


『現在大陸の崩壊を寸前で支えているのは『魔王エル・ケーニツヒ』様がたのお力のおかげ。今呼び戻せば、全ては海の藻も屑くずと消えましょう』


『これ以上は待てん！　船に若者を乗せるだけ乗せて全て出発させろ。間に合わない者は捨てて構わん！　武器をもてるものは全員武器を持て！　これより魔ま術じゆつ師しどもとの最終決戦に出る！』


『陛下、今しばらくのお待ちを！　せめて……『闇ヤミ』様が回復されるまでの猶予を』


『ならん！　これ以上奴らに時間を与えれば、ホロが死力を尽つくして打うち抜ぬいた奴らの傷が全て塞がるぞ！』


　皇こう帝ていは決然と言い放った。


『さぁ、最後の出しゆつ撃げきだ。準備を急がせろ！　最後の船が出発した瞬しゆん間かん、《古大主コダイシユ》どもに再侵攻をしかけるぞ！』


『陛下！』


　部屋に、新たな人ひと影かげが現れた。それは、黒くろ髪かみの少女だった。全身にどす黒く汚よごれた包帯を巻き付け、明らかに満まん身しん創そう痍いの状態だった。


『おぉ、ヤミか。お前が復帰したのならば百人力だ！　お前の力で死者どもをすぐ蘇よみがえらせろ！　総攻撃を仕し掛かけるのに頭数が足りん』


『陛下──ご命令とあらば、我々『魔王エル・ケーニツヒ』は全員、この命全てを投げ出す覚悟があります』


　満身創痍の少女──『闇ヤミ』の『魔王エル・ケーニツヒ』、ヤミエルミ・シュトレンベルグは頭を下げて源げん祖そに語った。


『ですが、これ以上他の人間を巻き込むのはやめましょう──《古大主コダイシユ》との戦いに、正直並の魔ま乖かい術じゆつ師しは、足手まといにしかなりません。時間は今しばらく我々が稼かせぎますので、どうか、もう少し避難に時間を……』


「懐なつかしい光景だ。もう、五万年近くも昔の話になる……」


　源げん祖その声が聞こえた。落ち着き払はらったその声は、現在の源げん祖そだ。


「なんだ、この光景は？」


「我らが魔術師に、《古大主コダイシユ》どもに最終決戦を挑いどむ直前の姿だ。追おい詰つめられた《古大主コダイシユ》はついにこの星ごと、我らを根絶やしにしようとしてきた。我らは《古大主コダイシユ》を大陸に封ふう印いんし、大陸ごとこの世から抹まつ消しようさせることでなんとか存続を図はかったのだ」


　源げん祖そが、説明する。


「結論を先に言えば──我らは成功した。我らは故郷の大地を失う代わりに、魔術師を全ぜん滅めつさせた。数億の人間の犠ぎ牲せいの果てに、わずか数万人が、大陸を脱出して生き延びることができた」


　大昔の出来事だ。そのとき大陸一つが丸ごと消えたために、当時の文明のほとんどが消えてしまったという。


　と、場面が変わった。今度は薄うす暗ぐらい部屋で、数人の男女が話し合っている。


『ダメだ。今日も太陽が出なかった──日に日に寒くなるばかりだ。このままじゃ、俺たちは飢うえ死じにするぞ』


『この土地は、生きていくにはあまりに厳しすぎる！　いくら魔ま乖かい咒じゆが使えたって、なにもないところから食べ物ができるわけじゃない……』


『なんでこんなことになったんだ！』


『お偉えらい源げん祖そ様のおかげさ』


　吐はき捨すてるように誰だれかが言った。


『源げん祖そ様が、魔術師の支配から俺たちを救ってくださったんだ。その結果、俺たちは未開の土地に流されて、その日食うものにも困りながらもがき苦しむってわけだ』


『こんなことなら魔術師の生きていた時代の方がよかった』


『まったくだ。楽しくはなかったけど、少なくとも飢えに苦しむことはなかったからな』


「これが現実だ」


　源げん祖その、声。


「我々は、魔術師を倒たおした。だがその結果、我々の生活は以前よりも困こん窮きゆうし、苦しむことになった」


　──また、場面が変わった。別の人間が、室内で話し合っている。この部屋にいる人間は、服装が立派だった。身分が高いようである。


『民衆の不満は日に日に高まっている』


『困ったことだな。魔術師がいるときは奴らを倒せと言って、倒してみれば、我々が悪いと言い出す……愚ぐ民みんとはどこまで行っても身勝手なものだ』


『だから我々には、連中をおさえるだけの力が必要だ』


『しかし、魔術師との戦いの影えい響きようで、『魔王エル・ケーニツヒ』の力は日に日に弱体化している。『魔王エル・ケーニツヒ』から力を得ている我ら八や祖そも、弱体化は避さけられん』


『要は、我々の力さえ維い持じできればいいのだ』


「奴ら、八や祖そと呼ばれる連中は、〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉を築き上げた」


　源げん祖そが説明する。


「〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉に、奴らは我を封印する気だったのだ。我はすでに、《古大主コダイシユ》との激げき突とつで力を失いつつあったからな。魔乖咒の根源である我が弱まれば、魔乖術師全てが弱体化する──八や祖そは、それがガマンならなかったらしい。祭壇に我を封印し、我の自由意志を奪うばい、我から魔ま力りよくのみを引き出すことで、魔乖咒を維持しようとしたらしい──奴らはだまし討ち同然のやり方で我を封印しようとした」


「……それで、どうなったんだ？」


　なんとなく、この先の展開が、ナイトにも見えてきた。


「確かに弱体化したとは言え、それでも我にも多少の力が残っていた。返り討ちにしてやった……」


　また、場面が変わった。源げん祖そが玉座に座っている。その前に、八人の男女がいた。その中の一人、ヤミエルミが、源げん祖そに詰め寄っていた。


『陛下、なぜです！　なぜ、陛下は私の息むす子こを殺したのですか！』


『…………』


『いかに陛下といえど、理由いかんによっては赦ゆるせません！』


『…………』


　源げん祖そは、黙だまっている。さらに詰め寄るヤミエルミを、傍かたわらにいた別の『魔王エル・ケーニツヒ』が引き止めた。


『よせ……お前ももう知っているだろう？　我らの子供たちは、大恩ある陛下に弓引き、封印しようとしていたのだぞ。誅ちゆうされて当然だ』


『そんなことはわかっているわ！』


　ヤミエルミは、激しい調子で叫んだ。


『それでも私は、陛下にお尋ねしたい！　陛下のお口から、答えを聞きたい！』


『……くだらん』


　源げん祖そが、つぶやいた。それは、ひどく暗い声だった。


『あまりにも全てがくだらん──我は、我らは、いったいなんのために魔術師と死力を尽くして戦ったのか、その理由が、我にはわからなくなってきた』


『陛下……』


『我らは、いったいなぜ、こんな魔乖咒などという力を生み出してしまったのか……』


「後は知っての通りだ」


　気づけば、そこはなにもない世界だった。一面が白く塗ぬりつぶされた、文字通りなにもない世界で、ナイトと源げん祖そは、対たい峙じしていた。


「我は配下であった八人の『魔王エル・ケーニツヒ』と対立し、最終的には『魔王エル・ケーニツヒ』の手によって祭壇に封印され、『魔王エル・ケーニツヒ』は力を完全に失って消えてしまった──それが、真実だ、清すが夢む騎人ないと」


「お前は、だから……身勝手な自分の子孫を、人類を憎にくんで、滅ほろぼそうとするのか？」


「憎んではおらぬさ」


　源げん祖そが、肩かたをすくめた。


「何度も言ったはずだ。今いま更さら、憎んだところでなにも変わらん──我にはな、もう目的とか理由とか、そういったものがなにもないのだ。だから気まぐれに、人類を滅めつ亡ぼうさせてみようとしても、しかたがなかろう」


「ふざけるな」


　ナイトは、つぶやいた。過去の出来事──それが本当にあったことなのか、源げん祖その妄もう想そうに過ぎないのか、ナイトには判断できなかったが、それでも、今のナイトが思うことは一つだ。


「ふざけるなよ、源げん祖そ！　貴様はただ、知り合いに拒きよ絶ぜつされたからやけっぱちになっただけのガキじゃないかぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　叫さけび、ナイトは、『万夫不刀バンプフトウ』を再度振ふりかぶった。


「お前の事情なんて、どうだっていいんだよ、そんな何万年も前の事情──お前以外の当事者は、もういないだろう！　なのに、そんな理由でやけになって、俺たちを巻き込むなっ!!」


　ナイトが、『万夫不刀バンプフトウ』を真横に振り抜いた。バチッ、空間に亀き裂れつが走り、源げん祖そと二人きりの世界が砕くだけ散ちった。


「ナイト！」


「戻もどったか」


　ヨルとアイリスがいる、元の世界に戻った。とんだ足止めを食らってしまったが、ナイトの闘とう志しはさらに沸わき上がっていた。


「ヤケになったか……そうだな、お前から見たら、そう見えるのかもな」


　源げん祖そは、認めた。


「だがな、奇くしくもお前の言ったとおり、そんな理由などどうでもいいのだ。なぜならば、人間は理由なく生き、理由なく死ぬことができる生き物だからだ」


　源げん祖その手に、再度魔力が集中する。


「清すが夢む騎人ないと。我が赦せないというなら、お前の手で止めてみろ。結局のところ、この世に正しいものなどいない。ただ、力が強いものと弱いもの、勝者と敗者がいるだけなのだ。そして──歴史の敗者は、文句さえ言うこともなく消えていく。それが現実だ」


「やって、やるさ！」


　ナイトも同様、刀を構えた──力を込め、全身の魔力を練り上げて、集中する……この一いち撃げきで、決めてやる。その意気込みで、力を込める。


「清夢騎人──お前を見ていると、昔の自分を思い出すよ……」


　源げん祖そがしみじみという。


「そのせいかな──お前を見ていると、無む性しように腹が立ってしかたがない」


「奇き遇ぐうだな、俺もお前を見ていると腹が立つよ！」


　源げん祖その手の剣けんに、凄すさまじい光が収束されていく。まぶしすぎて、源げん祖その姿がもう見えなくなってきた。


「清すが夢む騎人ないと。お前が不死身なのはあくまでその刀のおかげだ。要は、その刀の能力を超こえる破は壊かいをもたらせば、貴様は完全消しよう滅めつしてしまう」


「クッ……」


　源げん祖その力は、これまでになく強力だ──おそらく、源げん祖そも全力だ。自分の使える魔力の大半を、攻こう撃げきに回して、ナイトを倒そうとしている。


「我が生み出した小宇宙にも貴様は耐たえたな──では、この特異点の直ちよく撃げきにも耐えられるかな」


　源げん祖その魔力があまりに強すぎて、自己崩ほう壊かいを始めた。自己崩壊するど真ん中に、暗い穴が開く。


「無限の重力と無限の熱量、無限の圧力によって時空と物理法則が完全崩壊した世界だ。その世界はあらゆる存在を虚きよ無むに帰する……さぁ、清夢騎人、我が一撃を、どう受ける？」


　源げん祖その剣の先から、闇やみと光が入り交じった塊かたまりが解き放たれた。それが、特異点だ。それにあたれば、どんな存在も自己を保つことはできない。かわそうにも、特異点はこの世界全てを飲み込むほどに強大だ。逃にげ場所がない。


「俺は、逃げない！」


　ナイトは、足を広げて踏ふん張ばった。


「宇宙だろうが特異点だろうが、俺の前に立ちふさがるならぶった斬ぎる！　それが、ジイさんの教えだ!!」


『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先を、正面から、特異点めがけて叩たたきつけた──一いつ瞬しゆんの無音、次の瞬間、轟ごう音おんと衝しよう撃げきが、世界を震しん撼かんさせた。


「ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　全身が、バラバラに吹ふき飛とびそうだった。いや、実際ナイトの肉体はすでに何度も粉々になっている。だが、『万夫不刀バンプフトウ』の再生能力のおかげでナイトは、なんとか立っていることができるのだ。


「こんな、ものでっ!!」


　震ふるえる手を強ごう引いんに押し込み、その特異点を、斬ろうとする──が、ピシッと、不ふ吉きつな音が響ひびいた。


「亀裂、がっ!?」


『万夫不刀バンプフトウ』の刀身に、亀裂が走っていた。ナイトが力を込めると、その亀裂が大きく広がっていく。


「あの刀、絶対に壊こわれないんじゃなかったの？」


　ヨルが自分の身をかばいながら、叫んだ。ヨルたちは、特異点から放たれる衝しよう撃げき波はを防ぐだけで手て一いつ杯ぱいだった。隣となりのアイリスが言う。


「特異点は、あらゆる法則を無に帰する。〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉が決して壊れないという法則さえも浸しん食しよくされているのだ」


「そんな……」


『万夫不刀バンプフトウ』が消えてしまえば、ナイトは再生できなくなって、そのまま死んでしまうだろう──圧あつ倒とう的てきに、マズイ状じよう況きようだった。


「もう後がないぞ、清すが夢む騎人ないと。この絶望的状況を、お前は覆くつがえせるかな？」


「俺は……」


　歯を食いしばって、『万夫不刀バンプフトウ』をおさえるが、手から伝わる震しん動どうは、いっこうに止まらない。亀裂が、刀身全体に広がり、最強と呼ばれる〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉が、もはや限界のように見えた。
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「俺は。こんなことで！」


　ナイトの全身にも、刀身と同じく亀裂が走る──『万夫不刀バンプフトウ』が傷ついたことで、再生能力まで弱まっているのか？


　限界だ──これ以上は、自分の体を支えることさえ難しい。


「結局のところ、いつの世も力が強い者が最後には勝つ──つまらない、ごく当然の帰結だ」


　いいや、違ちがう──体はボロボロ。『万夫不刀バンプフトウ』も限界だ。ナイトの敗北はほぼ確定したも同然である。それでも、ナイトの中にある気持ちは、闘志だけは、折れなかった。


「力が全すべてなんて──俺は思っちゃいない！」


「だが現実にお前は、我の力の前に屈くつしようとしている。そのお前がいくら吠ほえようと、説得力など無いな」


「確かに俺は──力が欲しかった。いざというとき、大切な者を護まもるために、力がないとどうにもならなかったから」


　でも──それは正しかったのか？　力さえあれば本当によかったのか？　敵をただ力でねじ伏ふせていくことが、ナイトが望んだ正義だったというのか？


「力があるとかないとかなんて、関係ないんだ！」


　全身の骨格が粉ふん砕さいされたようだ。体を支えることさえ満足にできない。今のナイトを支えるもの、それは気き迫はくだ。何度叩きのめされようと、決して諦あきらめないナイトの心が、未いまだ残っているのだ。


「力があれば、なんでもできるのか！　力がないなら、諦めるしかないのか！　力なんてタダの手段にすぎない！　力が足りなかったなんて言うやつはただの負まけ惜おしみだ！　人間の底力は、そんなものじゃない！」


　ナイトの中で、何かが巻き起こる。それは、確かに力だった。ボロボロになって、正直体が残っていることさえおかしい今の状況で、それでもなおナイトが立つことができるのは、その力のおかげだ。


「どんなときでも諦めない！　力が足りないとか敵かなわないなんて関係ない！　それでも絶対に諦めず、くじけないことが人間の一番の力だっ！」


　ギシッ


　ヒビだらけになった、『万夫不刀バンプフトウ』。今にも砕け散りそうなその刀身は、だが、ギリギリで砕けることなく残っていた。


「負けたなら、勝つまで戦う！　力がないなら、力を手に入れるまであがく！　それが人間の底力。それが俺の人生だ！」


「だが、誰だれもがお前のように強くなれるわけではない」


「勝手に決めつけるな！」


　ナイトは、特異点の力で消し飛ばされそうになりながらも、ギリギリで踏ん張って、『万夫不刀バンプフトウ』をもう一度、強く握にぎりしめた。


「俺程度にできること、誰にだってできる！　貴様はただ、自分が拒絶されたから勝手に全てを諦めただけだ！」


『万夫不刀バンプフトウ』を、再度、振り上げるナイト。


「覚えておけよ、源げん祖そ。お前がどれだけ強かろうが、お前は所しよ詮せん過去の亡ぼう霊れいにすぎない。過去に縛しばられたものが、未来へ進む俺たちを止めることなんて、できやしないんだ!!」


『万夫不刀バンプフトウ』を、振り下ろす。





　────────





　特異点の真ん中に、隙すき間まができた。


「なんだと？」


　源げん祖そが、うめく。あらゆる物理法則を消滅させる特異点が、今、ナイトの手によって打ち砕かれた。真っ二つになった特異点はそれぞれが崩くずれ、爆ばく発はつと衝撃は収まっていった。


「つくづく非常識な存在だな、剣けん刀とう師しという連中は……」


「言ったはずだ。どんなものだろうが、俺の前に立ちふさがるなら斬り伏せる！　斬れないなら、斬れるまで斬る！　それが俺の生き様だ！」


　ナイトは、『万夫不刀バンプフトウ』を手に源げん祖そへ突つき進すすんだ。今や、源げん祖そへの道を阻はばむものは、どこにもない。ナイトは一直線に、源げん祖そへ迫せまる。


「ぬぅっ！」


　源げん祖そが、手を振った。手の先から魔ま力りよくが伸のび、触しよく手しゆとなってナイトを襲おそう。


「その程度！」


　目の前に迫る触手を、叩き斬る。いくつかの触手はナイトの体をかすめたが、そんなものはかすり傷だ！


　源げん祖そは続いて、指先から稲いな妻ずまを放った。雷らい光こうが地面を砕き、ナイトの進行を妨ぼう害がいする。だが、その稲妻も『万夫不刀バンプフトウ』で一いつ掃そうし、さらに突き進む。


「えぇい！」


　源げん祖そはついに、自らも剣を構え、ナイトを迎むかえ撃うった。だが、もはや、今のナイトを止めることができるものなど、この世に存在しない！


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ガギンッ


　ナイトの『万夫不刀バンプフトウ』が、源げん祖その剣を真っ二つに切きり裂さいた。その勢いのままに、『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先がついに、源げん祖その胸に深々と突き刺ささった。


「ぐぅぅっ!!」


　源げん祖そはくぐもった声で唸うなり、目の前のナイトを弾はじき飛ばした。ナイトは、逆らわずに飛び退のく──源げん祖その胸には『万夫不刀バンプフトウ』が刺さったままだ。源げん祖そは片手でその傷を押さえているが、その口から、黒い血のようなものが吐はき出された。


「なるほどな……この結末は、我にも予想外だったぞ」


　どさり、源げん祖そはその場に崩れ落ちた。やった、のか？　とナイトは首をひねる。


　確かにナイトは今、源げん祖そを斬った。だが、これだけで本当に源げん祖そを倒たおせたのかどうかは、わからない。


「終わりだな、源げん祖そ」


　と、近づいてきたアイリスが告げる。


「その傷は致ち命めい傷しようのはずだ──ナイト君の攻こう撃げきは、貴様の魂たましい、その芯しんまで貫つらぬいたはずだ」


「そうだな……もしも、今ここにヤミがいれば、この程度の傷はすぐ塞ふさがっただろう。いや……ヤミだけではない……」


　源げん祖そは傷を押さえながら、上を見上げた。


『闇ヤミ』〈始源の闇あん黒こく〉　ヤミエルミ・シュトレンベルグ


『滅メツ』〈導きの破は滅めつ〉　ホロウ・アカシア・ヘルブスト


『偽ニセ』〈虚きよ偽ぎの裁判官〉　マギン・テル・ホラ・ダ・フィッティヴァルホック


『歪ワイ』〈捻ねじれ歪ゆがむ神しん剣けん〉　ユーリキッド・ノーラ・クライン


『無ム』〈無む貌ぼうなる無む謀ぼうの軍隊〉　ソーマ・アリエル・カナン


『時トキ』〈時とき神かみの守もり形なり華はなの時とき悪あく夜よの時とき〉　ジガン・チメイム・クロノ


『異イ』〈異ことなる常とこ縷る縷る真まことなる理ことわり〉　コトナ・ナコト・ゾルグ


『■』〈夢ゆめ満みちる未み知ちなる迷めい宮きゆう〉　ユミル・ドレアム・カダス


「……我が配下、最高の『魔王エル・ケーニツヒ』さえそろっていれば、我はどんな者が相手でも負けなかった。絶対といわれた《古大主コダイシユ》さえも、我らは打ち倒した……全ては過去の出来事だ」


　源げん祖そは、息苦しそうに頭かぶりを振ふった。


「……だがな、清すが夢む騎人ないと。お前は我を倒した。それは認めよう。だがそれでいいのか？　お前はこの先、全てを背負う覚かく悟ごはあるのか？」


「覚悟？」


「……今までの話をまとめると、自おのずとわかるはずだがな」


　アイリスが、呆あきれたように呟つぶやく。


「源げん祖そは魔ま乖かい咒じゆの根源だ。その源げん祖そを祭さい壇だんに封ふう印いんして魔力を引き出すことで、我々の先祖は魔乖咒を存続させた──そして源げん祖そが倒れるということは、もはやこれ以上魔乖咒が使えなくなるということだぞ」


「え……そうだったのか？」


　思わず口ごもってしまった──言われてみればそうなのかもしれないが、ナイトはそこまで深く考えていなかった。


「清すが夢む騎人ないと。現代において、魔ま乖かい術じゆつ師しは世界のあらゆる場所に入り込んでいる──表向き魔乖咒の存在は隠かくされているが、魔乖術師はすでに世界にとって必要不可欠な存在だ。お前はこれから先、この責任をどうする気だ？」


「……どうするって言われても、今いま更さらどうしようもない」


　ナイトは、当然だがそう答えるしかなかった。


「けれど、たとえそうなるのだとしても、俺は自分が間ま違ちがっていたとは思わない。そんな、才能ある人間を犠ぎ牲せいにする魔ま宴えんなんてやりかたをしないと維い持じできない魔乖咒なんて、どう考えたって間違っている。そんな力は、ない方がマシだ」


「……そうだな。お前の言うとおり、全てが単純に割り切れるのなら、世界はもっと楽だっただろうにな」


　源げん祖そは、地面に手をつくとよろめきながら立ち上がった。そして未だ自分の胸に突き刺さったままの『万夫不刀バンプフトウ』の柄つかを摑つかむと、強引に引ひき抜ぬいた──源げん祖その胸の傷から、魔力が漏もれ出した。その魔力は空気中に溶とけるように消えていき、それと同時に源げん祖その存在感が薄うすまっていくのが感じられた。


　源げん祖そは手にした『万夫不刀バンプフトウ』の刀身を袂たもとでぬぐい、柄を、ナイトに向けて差し出した。


「返そう……さすがは〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉。その力、何万年経たとうと衰おとろえていないようだな」


　刀身に亀き裂れつが走っていたはずだが、その傷は徐じよ々じよに消えつつあった。『万夫不刀バンプフトウ』は、自分自身も再生することができるらしい。


「お前の生きていた時代にも、この刀はあったのか？」


「見たのは初めてだが、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の名は、我の耳にも届いていた──我ら魔乖術師や魔ま術じゆつ師しとは起源を全く異にする存在だ」


　つぶやきながら源げん祖そは反対の手を、ナイトに向けてのばした。


「清すが夢む騎人ないと──こいつをお前にくれてやろう」


　源げん祖そが投げ出したものを、ナイトは受け取った。それは、小さな球体だった。一見するとガラス玉にも見えるが、その中には大きさを変えながら明めい滅めつを繰くり返かえす不定形の黒い物体が封ふうじ込こめられてあった。


「これは……」


「〈星せい辰しんの金きん貨か〉か……」


　アイリスとヨルもナイトの手をのぞき込んで感かん嘆たんの声を上げた。〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉の中に源げん祖その魂と共に封じ込められてあった品だ。


「……我を打ち倒したお前なら、それを受うけ継つぐ資格があるだろう……」


「なんなんだ、これは？」


　そう言えば、始祖もこの金貨に関しては、詳くわしい説明をしていなかった。


「それは……魔術師の力の源だった。我はそれを、世界の因果が結けつ晶しよう化かした存在だと定義している」


「因果とは？」


「世界がある故ゆえに金貨は誕生し、金貨がある故に世界が誕生した──そういう存在だ」


　いまいちよくわからなかったが、とにかくすごいものなのだ、とナイトは認識した。魔乖咒とか非常識なものに関かかわっていると、時には大ざっぱに理解することも重要なのだと思うようになってきたのだ。


「我はこれを魔術師から奪うばい、金貨を解かい析せきする過程で、魔乖咒を生み出した……魔乖咒の本当の根源は我ではなく、この金貨だ」


　それはつまり……


「金貨があれば、魔乖咒は消えないってことか？」


「金貨を制せい御ぎよできたのは、古今東西我一人だけだった──魔宴に勝ち残った『魔王エル・ケーニツヒ』と呼ばれる優ゆう秀しゆうな魔乖術師が何人も制御を試こころみたが、誰も成功しなかった──だから連中は、我と金貨、その双そう方ほうを祭壇に封印し続けてきたのだ」


　源げん祖その体が、透すけるように消えていく──もう、限界のようだった。源げん祖そは、ふぅ、と吐と息いきを吐いた。


「……お前の言うとおり、我は過去の存在だ。本来ならばとっくに消えていて然しかるべきだった。だがな、世界の理り不ふ尽じんを前に我は絶望し、結果、今の状じよう況きようになった」


「源げん祖そ……お前は、本気で、人類を滅ほろぼそうとしていたのか？　なんのために？」


　ナイトはもう一度、その疑問をぶつけてみた。源げん祖そは、静かに首を振った。


「何度も答えたはずだ──魔術師を倒した時点で、我の戦いは終わっていた。だが我の子孫は、魔乖咒の喪そう失しつを惜おしみ、我を生かそうとした……その子孫が未だいる限り、我はおちおち消え去ることもできなかったからな。さっさと始末してやろうかと思ったのは事実だ」


「そんな勝手な理由で人類が滅ぼされてたまるか！」


「清すが夢む騎人ないと……どんなものも永遠ではない。当たり前の話だが、人類もいつかは滅ぶだろう。そして、人類が滅ぶ理由は、きっと勝手な理由だ。誰だれもが納なつ得とくできる理由で滅ぶことなど有りえない……」


　源げん祖その声が、掠かすれだした。いよいよその存在が完全に消えようとしているのだ。


「もしこのまま魔乖咒が失われれば──世界の破滅は、少しだけ早まるだろう。それを食い止められるかどうかはお前達次し第だいだ。結局のところ、我が人類を破滅させなくとも、遠くないうちに人類の文明は滅ぶ──絶世をほこった魔術師でさえ、惨みじめな最さい期ごだったのだ。我ら魔乖術師とていつかは同じ道を進むだろう」


　ついに、源げん祖その姿が完全に見えなくなった。最後に、声だけが告げる。


「お前達がどのような最さい期ごを迎えるか──我は地じ獄ごくでゆっくり眺ながめさせてもらうとしよう」


　源げん祖そはそう言い残し、魔乖咒を生み出した最初の存在は、完全にこの世から消え去った。


「……終わらないさ、俺たちは……」


　ナイトは、手の中の〈星せい辰しんの金きん貨か〉を握にぎりしめながら呟いた。


「簡単には終わらせない……人類の未来は、まだまだ続くんだ。少なくとも俺が生きている限りは、そんな、お前が言うようなくだらない滅めつ亡ぼうなんて、させたりしない……」


　これから先、どうなるのか──それは今のナイトでもまだわからない。未来視ができると言っても、遠い未来を完全に予測できるわけではないのだ。


　それでも、ナイトは自分が生きている限りは、自分が正しいと信じる道を、胸をはって進むだろう。それが、源げん祖そに叫さけんだナイトの偽いつわりない思いだ。


　パチパチパチ


　拍はく手しゆの音が響ひびいた。見れば、アイリスが両手を高らかにならしている。


「よくやった、ナイト君。私の出る幕もなかったな……まさか本当に源げん祖そを倒してしまうとは、おめでとう。君は、私の想像以上に成長してくれたな」


「いや……ここまでこれたのは、『先生マイステリン』や、ヨル──みんなのおかげだよ」


　源げん祖そは、間違いなく強かった。ナイトより、なお強い力を持っていた。それでもナイトが勝てたのは、ナイトには仲間がいたからだ。


　源げん祖そは強いが、一人だった。源げん祖そを慕したうものは何人もいたはずなのに、最終的に源げん祖そは全すべてを拒きよ絶ぜつして、孤こ立りつ化かした──どんなに強くても、結局一人では限界があるということだ。


「嬉うれしいことを言ってくれるじゃないか、なぁ、『闇ヤミ』？」


「えぇ、そうね」


　ヨルも、首しゆ肯こうする。アイリスは、ずいぶんと上じよう機き嫌げんだ。理由はよく知らないが、喜んでいるならそれはいいことだと、ナイトは単純に考えていた。


「さぁ、それでは……このあたりで、全てを終わらせるとするか」


　アイリスが、つぶやいた。ナイトは、おや、と首をひねる。


「終わらせるって、なにを？」


「君はもう忘れたのか？　我々が、なぜこんなに必死に今まで戦ってきたのかを」


「それは、源げん祖そを倒たおして……」


「そうだ。源げん祖そを倒して、このくだらない魔宴というふざけた儀ぎ式しきを永遠に終わらせるためだ」


　そのためにナイトたちは団結して、サクラリスを救出し、源げん祖そに戦いを挑いどんだのだった。


「魔宴は今回で終わるのだ、永遠にな」


「えぇ、そうね」


　ヨルが頷うなずくのを見て、アイリスが告げた。


「さぁ、だから終わらせよう──この絶望と凶きよう気きに満ちた魔宴を終わらせるために、今からここで私と『闇ヤミ』の二人で、魔宴の決勝戦を始めようではないか」






　第四章　決着と卒業







「え……『先生マイステリン』、今なんて？」


「聞こえなかったのか」


　アイリスは、これまでと変わらぬ調子ではっきりと答えた。


「魔ま宴えんは今回で終わりだ。だが、今回の魔宴は、まだ終わっていない。だから今からここで、最後の決着をつけようではないかと言っているのだ」


「……そうね。あなたとの決着は、まだついてなかったわね」


　と、ヨルまで首肯した。ナイトは、突とつ然ぜんの話にとまどった。


「待ってくれ……いったい、何の話だ？」


「君は、君の使命を果たしてくれた。次は、私達が使命を果たす番だということだ」


　アイリスが肩かたをすくめる。


「今回の魔宴は、まだ終わっていない……そうだ。まだ私と『闇ヤミ』の決着がついていない。今からここで、最後の決戦という奴やつをしようではないかということだ」


「そんなの、おかしいだろう！」


　ナイトは、思わず叫んだ。


「だって、源げん祖そはもういないんだ！　魔宴なんて、くだらない殺し合いをこれ以上しなくてもいいのに、なぜ！」


「そうだ。これ以上、続ける意味はない──だがな、今回は、もう始まってしまったんだ。もはや途と中ちゆうで投げ出すことなどできない」


「なぜだ！」


　ナイトには理解できなかった。


「なんで『先生マイステリン』とヨルが戦う必要がある！」


「君にはわからんだろうな……八や祖そ直系ではない君では」


　アイリスは、ナイトを拒絶するように言葉を吐はいた。


「『偽ニセ』、『歪ワイ』、『時トキ』、『無ム』の魔宴参加者はすでに死んだ。今いま更さら私がノコノコ生きて戻もどれば、他の八や祖そは納得すまい……従来通り、魔宴は最後の一人になるまで続けねばならない」


「だから、そんなの納得できない！」


　そうだ。それでは──なんのために、ナイトはここまで戦ってきたというのだ！


「君は、なにか勘かん違ちがいしているようだな」


　アイリスがつぶやく。


「ナイト君。君と私は師し弟ていだ。一時的に敵対したとはいえ、あのときは状況が状況だった。君さえよければ、そんな昔のことは全て水に流すつもりでいる──だが『闇ヤミ』は、ヨルミルミ・シュトレンベルグは全く別だ。前に言ったと思うが、私はな、その女を倒して 『滅メツ』こそが最強の魔ま乖かい咒じゆであることを証明するために魔宴に参加したのだ」


　ヨルを、正面からまっすぐ指さすアイリス。その口元には、歪ゆがんだ笑みがあった。暗い陰かげりを含ふくんだ微び笑しようだ。


「源げん祖そという共通の敵がいるために休戦はした。その間は多少のなれ合いもしたさ──だが究極的にその女と私は敵対する宿命なのだ。なぁ、『闇ヤミ』？　私の言葉に異論があるなら遠えん慮りよ無く言うがいい」


「いいえ……全てが、あなたの言うとおりだわ」


「ヨル！」


　ナイトは、信じられない、とヨルを見た。まさかヨルまでアイリスに賛同するとは予想外だ……ヨルは硬かたい顔で、まっすぐアイリスを見つめている。その目には、固い決意が秘ひめられていた。


「現状──魔宴参加者で生き残っているのは貴様と私、後は『異イ』の小こ娘むすめ程度だ」


　アイリスも、サクラリスが生き残っていることはすでに知っているようだった。


「『異イ』の小娘はすでに魔乖咒の力を失ったようだな。事実上の敗退も同然だ。戦ったとしても、私や『闇ヤミ』が負ける要素はどこにもない──つまり、ここで私と『闇ヤミ』が決着をつければ、それが魔宴の最後の戦いとなるだろう」


「いいわ……あなたがそこまで言うのなら、わたしも受けて立つわ」


「ヨル！」


　ナイトは思わず、二人の間に入った。どう考えても、ヨルとアイリスが戦うのはおかしい。これは、ムリにでも止めるべきだ。だが──


「どけ、ナイト君ッ!!」


　アイリスが、鋭するどい声で一いつ喝かつする。


「これは私と『闇ヤミ』の問題──今回は、君には遠慮してもらおうか」


「でも……」


「黙だまれ」


　いつになく冷たい声。ギラリと、刃やいばにも似た光を宿す目で、アイリスはナイトをにらんだ。


「邪じや魔まをするなら君との師弟の縁えんは切る。そして君ごと『闇ヤミ』を殺すぞ」


「そんな……」


「いいわ、ナイト。どいて」


　とまどうナイトに、ヨルが冷静な声を投げる。


「わたしも、覚かく悟ごを決めたわ……今回は、手出ししないでちょうだい」


「威い勢せいがいいな。『闇ヤミ』」


「確かに私も、このままあなたとの決着をなぁなぁで終わらせるのは、後味が悪すぎるわ」


「二人とも、待ってくれ！」


　ナイトが必死に叫んでも、二人の魔ま乖かい術じゆつ師しは止まらず、勝手に話を進めていく。


「さて、ではそろそろ始めようか……それとも、準備運動が必要かね？」


「けっこうよ」


　──瞬しゆん間かん、戦いの火ぶたは切って落とされた。


　バリン、なにかが砕くだける音。


　アイリスの拳こぶしが、ヨルの胴どう体たいに刺ささっていた。ヨルは上体を曲げて、崩くずれる。


「ヨルッ!!」


　アイリスが速そつ攻こうで決めてきた。あいかわらずの、目にもとまらぬ速さでヨルに急接近。ヨルの障しよう壁へきを一いち撃げきで打うち抜ぬき、ボディーに強きよう烈れつな拳けん打だを打ち込んだのだった。


「ふっ」


　続いてアイリスは、大きく上体を反らせながら、右足を持ち上げて強烈な回し蹴げりを、ヨルに叩たたき込んだ。


　バゴンッ


　人体から響ひびいたとは思えない打だ撃げき音とともに、ヨルの体がサッカーボールのように吹ふっ飛とばされ、地面を転がった。


「どうした、『闇ヤミ』。まさか、それが貴様の本気なのか？」


「……まさか」


　地面を転がった後、ヨルは自力で起き上がった──服が破けているが、ダメージはなさそうだった。いや、ダメージはあったが、ヨルは自己回復で傷を癒いやしたのだ。


「あなたの方こそ、なにか手加減をしているのかしら？……この程度で、本当にわたしを倒す気？」


「どこまで強がれるかな」


　続いて、またもアイリスの姿が消えた。いや、超ちよう高こう速そくで動くために、アイリスの動きをナイトが追つい尾びしきれなかったのだ。


　アイリスはヨルに肉にく薄はくすると、高速で動き回りながら四方八方から殴なぐりかかった。速すぎて、アイリスが何人にも分身したかのようにさえ見える。ヨルはガードをしているようだが、アイリスの拳はその程度で防げるほど甘くはない。


　一発食らうたびにヨルの体がのけぞるが、すぐに回り込んだアイリスが次の攻こう撃げきを繰くり出だすため、ヨルは回かい避ひすることもできずにサンドバッグ状態だった。


「やめろ！　もういいだろう！」


　明らかに、ヨルが押されている──そもそも、補助系の魔乖咒が得意なヨルは、接近戦に持ち込まれた段階で圧あつ倒とう的てきに不利だ。勝負はとっくについていると思った方がいい。


「もうやめ……」


　ズガン


　視界が暗転した──自分が蹴り飛ばされたのだということを、ナイトは二十メートルくらい地面を転がってからようやく認識した。


「邪魔はするなと言ったはずだ」


　蹴った張本人──アイリスが冷たく、転がるナイトを見下ろして言った。


「二度目はないぞ、ナイト君」


　吐き捨てるように告げて、アイリスはヨルへの攻撃を再開する。


「クッソ……どうすればいいんだよ！」


　ナイトには、今、自分がどうすべきなのか、わからなかった……


　と、ヨルと視線が一いつ瞬しゆんあった。アイリスに殴られるまま、ヨルはまったく反はん撃げきせず、ただ自己回復のみで耐たえている……どういうことだ？


　確かにヨルの魔乖咒は攻撃向きではない。得意なのは治ち癒ゆ咒じゆ法ほうだ。しかし今までヨルが完全に防戦に回ってしまうという戦い方をしたことは、ほとんどないはずだ。


　アイリスが相手でさすがのヨルも反撃できない？　いや、ヨルとて一流の魔乖術師だ。なにか、考えがあってのこと、と思う。しかし、いったいなにが狙ねらいだ？


「……一方的だな」


　と、アイリスが攻撃の手を止めた。ヨルは、ガードをといてアイリスと対たい峙じする。アイリスの実力は、当然並なみ大たい抵ていではない。ヨルが受けた打撃も、一いつ般ぱん人ならとっくの昔に撲ぼく殺さつされているレベルのものだ。だが、ヨルにダメージはない。ダメージは受けたが、そのほとんどはすでに回復されていた。


　アイリスはつまらなそうに鼻を鳴らして、つぶやいた。


「防ぼう御ぎよするばかりで、いったいなにを企たくらんでいる？　攻撃してこなくてはつまらんぞ」


「おあいにくさま……わたしはこれで十分よ」


「ふん」


　アイリスは髪かみをかき上げ、ヨルに提案をした。


「……始祖の力、を使うがいい」


　始祖の力──最初の『闇ヤミ』の『魔王エル・ケーニツヒ』の力だ。


「あの力抜きでは、貴様はまともに戦えまい。少し待っててやるから、あの力で、全力でかかってこい。そうでなくては面おも白しろくないからな」


「…………」


　ヨルは始祖の力を引き出すことで、通常時とは比べものにならない戦せん闘とう力を発揮することができる。だが、その力はヨルの自由意志で発揮することはできない。条件は、ヨルが致ち命めい傷しようを受けて死にかけることだ。


「…………」


　しかし、ヨルは沈ちん黙もくしたままで、なにも言わない。アイリスが口元をゆがめて言う。


「どうした？　安心しろ。お前の準備中に一いつ切さい攻撃はせん。私はもっとこの戦いを楽しみたいのでな、そんな無ぶ粋すいなマネはせんよ」


　アイリスらしい、武人めいた言葉だった。だが、ヨルがあの力を使わないのには理由があるのではないか、とナイトは思っていた。
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『闇ヤミ』の始祖、ヤミエルミは源げん祖そを巻き込んで自じ爆ばくするために、ヨルにあった自分の力を回収していた──それ以降、ヨルは変身していない。おそらくではあるが、もうヨルは、以前のように始祖の力を使えないのだ。


「どうした、『闇ヤミ』？　まさか、これが貴様の全力だ、などと言う気ではあるまいな？」


　アイリスが、嘲ちよう笑しようをこぼした。おそらくだが、ナイトと同じことにアイリスも気づいている。だが、アイリスはあえてこのようなことを言っているのだ。


「……必要ないわ」


　ヨルが、静かに答えた。


「今のあなたを相手にするのに、これ以上の力は必要ないわ」


「言ってくれるな……ならばもう手加減は抜きだ」


　言い抜き、アイリスがまたも風の速さでヨルに肉薄、攻撃が再開された。


　そしてヨルは、またも、反撃をしない。アイリスに殴られるままに殴られ、そして回復咒法で回復するだけ……おかしい、とナイトは思った。


　ヨルがここまで防御するわけ……なにか理由があるのだとナイトは気づいた。


　と、そこで一瞬だけ、ナイトとヨルの視線が交こう錯さくした。ヨルは、すぐに視線をそらせたが、その目はナイトにある言葉を投げかけていたように思う。


　──あなたは気づかないの？──


　ヨルは、いったいなにを言おうとしている──そこまで考えたとき、はたと気づいた。


　そうだ──ヨルは本気を出していないかもしれない。だが、それと同様、アイリスもまだ本気を出していないのではないだろうか？


　アイリスの戦闘力を考えれば、本気を出せば、今のヨルくらい一撃で戦闘不能まで追い込めるはずだ。なのに、ガードしているとはいえ、ヨルにはまだ余よ裕ゆうがある──アイリスは本気ではないのだ。


　なぜだ？　アイリスの性格を考えると、今この場でヨルを相手に手加減する理由など無い。それではまさか……ナイトは、あることに気づいた。


　アイリスの力が──弱まっているのではないだろうか？　アイリスからは、以前のような圧倒的な力を感じない。いや、今のナイトの目から見て、アイリスの力は明らかに劣おとっている。いったいなぜ？


　まさか……アイリスはもう限界なのか？


　アイリスの魂たましいは、ナナの肉体を間借りしている状態である。それがどういう状じよう況きようかはわからなかったが、自然な状態ではない。あの源げん祖そがナイトの肉体に入っているときでも、源げん祖そは自分の好き勝手に動くことはできなかったし、力もかなり制限された状態だった。なのに、今のアイリスのように自由に動き回るのは、もしかしてアイリスにとってすさまじい負担がかかっているのだろうか。


「つまらんな、これで終わらせるか」


　アイリスはつぶやくと、拳を大きく振ふりかぶった。その拳に、アイリスの魔ま力りよくが集中する。


「この一撃、今の貴様では防ぎきれんぞ！」


　ガンッ


　と、硬かたい音が響く。


「……なんのつもりだ、ナイト君」


　アイリスの拳を、ナイトが受け止めていた。両手で受け止めたというのに、ナイトの手には芯しんまで痺しびれるような衝しよう撃げきが伝わってきた。体格的にはナイトの半分しかないというのに、相変わらず、恐おそろしい力だ。


「言ったはずだぞ、ナイト君。次に邪魔をすれば、君でも容よう赦しやはしないと」


「……わかってるよ」


　でも、全盛期のアイリスだったら、ガードしたナイトの腕うでをへし折るくらいは容易なはずだった。手加減してくれたのか、あるいは、今のアイリスにとってはこれが限界なのか……


「でもこれ以上は、見ていられなかったんだ」


「それはつまり、ナイト君。私に刃は向むかうということか？」


　アイリスが冷たい眼まな差ざしをナイトに向ける。


「君の背後にいる『闇ヤミ』を助けて、私に再度弓引くと、つまり君はそういうわけか？」


「そうじゃない、そうじゃないんだよ」


　あまりにももどかしい。ナイトは、自分が言いたいことがたくさんあるのに、うまく言葉にまとめきれなかった。


「でも『先生マイステリン』が──正しいとは思えない」


「それが君の答えか？」


「『先生マイステリン』、あんたもう、限界じゃないのか？」


　ナイトはいきなり核かく心しんに踏ふみ込んだ。


「あんたの全力だって、こんなものじゃないはずだ。こんな力で……」


「ふふっ、なかなか鋭するどい意見じゃないか」


　苦く笑しようするアイリス。


「確かに、今の私は最盛期と比べれば見るべくもないな……」


「『先生マイステリン』。まさか、もう、あまり長い間……」


「そうだとしたら？」


　アイリスは、ナイトに尋たずねる。静かに、だが有う無むを言わさぬ口調で。


「だとしたらどうだというのだ？　私には、私の使命がある。もしも私に残された時間が残り少ないのだとしたら、私はこの魂を燃やし尽つくしてでも全力で使命を全まつとうするだろう」


「『先生マイステリン』の──あんたの使命が、この期ごに及およんでヨルを倒たおすことだって言うのかよ！」


「言ったはずだ……私と『闇ヤミ』は、もはや戦うべき宿命とも言うべき間あいだ柄がらだ。むしろここまでよくなれ合いができたと自分でも感心しているよ」


　アイリスが手を振った。


「どけ、ナイト君。最終通告だ。これ以上邪じや魔ましなければ君は見み逃のがしてやる。だからさっさとどけ」


「できるわけがない！」


　ナイトは叫さけんだ。心からの叫びだ。


「俺は、俺は、いったい今まで、何のために戦ってきたんだよ！」


　必死になって、生死の狭はざ間まを何度もさまよって、限界の壁かべに何度もぶち当たりながら乗のり越こえて、ナイトはここまで進んできた。それも全すべては……


「みんなが、俺の知っている人みんなができるだけ幸せになるように、俺はみんなを護まもるために必死になってここまで戦ってきたんだ！　なのに、源げん祖そを倒したらそれで『先生マイステリン』とヨルが戦たたかい出すなんて、納得できない！」


「だが私も『闇ヤミ』も納得はできている」


　アイリスは、かたくなだった。


「言っただろう……八や祖そに生まれなかった君では、この気持ちはわからんよ……」


「わからないさ、そんな気持ち！」


　ナイトは、だから叫んだ。


「納得できないから、俺は力ずくでもあんたを止めてみせる」


「ふん……正気か？」


「俺は……俺は、『先生マイステリン』を救いたい！」


　叫んだ。ナイトは、思いの丈たけを叫んだ。


「俺は『先生マイステリン』を助けたかった。『先生マイステリン』のことを思い出せないまま殺して、でも魔ま宴えんさえ勝ち残れば『先生マイステリン』を助けられるって聞いたから、必死に戦った！」


「それが、君の戦う理由か？」


「最初はそうだった……けど途と中ちゆうから、そんなことよりももっと大切なものが出てきたから、そのために戦った……でもやっぱり、俺は『先生マイステリン』を助けたいんだ」


「私を助けるか……どうやってだ？」


「『先生マイステリン』には……もっと、普ふ通つうになって欲しかった。もっと、普通の……平和な生活を、送って欲しかった。こんな、殺し合いをずっと続けるなんて、そんなのおかしいじゃないか！」


「青いな、ナイト君」


　アイリスが嘆たん息そくする。


「そしてな、ナイト君。残念だが──そんな理由では助けられるわけにはいかんな！」


　ゴスッ、とアイリスの拳こぶしが、ナイトの鳩尾みぞおちに突つき刺ささった。回かい避ひするヒマもなかった。まともに食らって、ナイトは崩くずれるように、前に倒れる。


　ナイトの体は、これまでのようにはじき飛ばされたりはしなかった。アイリスの攻こう撃げきが、鋭く体に刺さる一いち撃げきだったからだ。ナイトはのどの奥おくからこみ上げてきた液体を地面に吐はいた。


「綺き麗れい事や建前をいくら並べても、力なき言葉では誰だれにも届かん」


　アイリスが、そんなナイトを見下ろしながら言う。


「君の言葉は矛む盾じゆんしている──力ずくで私を止めると決意したなら、私を説得するなどという愚ぐ行こうをするべきではなかった。問答無用で私を倒しに来ればよかった……それが君の甘さだ」


　アイリスは、右の拳を強く握にぎりしめた。


「そして……不合格だよ、ナイト君。この期に及んで君がそんなことを言うなんて、ガッカリだ……君には失望したよ」


　失望──その言葉が、ナイトの頭を殴なぐった。アイリスの攻撃の中で、今の言葉が一番痛かった……自分は、ここまできて、いったい、なにがしたかったのだろう？


「ナイト……」


　と、地面にヒザをつくナイトの傍かたわらに、ヨルがやってきた。


「……それではダメよ」


　だがヨルもまた、冷たい言葉を吐く。


「今のあなたじゃ、彼女を止めることはできないわ」


「ヨル……」


「あなたは、あなたのなすべきことをすればいいの……理り屈くつは考えずにね。少し難しく考えすぎじゃない？」


「え？」


「自分の使命がわからないなら、もう少し考えなさい」


　と、ヨルはナイトを置いて、前に進んだ。


「さぁ、始めましょう」


「そうだな」


　そして、ヨルとアイリスの戦いが再開される……ナイトは地面にヒザをついたまま、地面を殴った……いったい、自分はなにをすればいいのか、それがわからなくなってきたのだ。


「俺は……間ま違ちがっていたのか？」


　ナイトは自分が正しいと思う道を進んできたはずだ。なのに、その結果がこれなのか？　こんな結末、こんな展開のために、ナイトはあんなに必死になってきたのか？


「違ちがうだろう……」


　両手の拳を握りしめ、ナイトは立ち上がった。


「源げん祖そにも言った──俺は絶対に諦あきらめないって。失敗したなら成功するまで繰くり返かえせばいい……ただ、それだけの話なんだ」


　再度、ナイトは駆かけだした。今度は、間違えない。ナイトは、自分が一番したいことがなんなのかを、ようやく認識できた。


「やめろ！」


「まだ邪魔をするか、ナイト君」


　アイリスの手を摑つかみ、なんとか戦せん闘とうを中断させるナイト。だが、アイリスは恐るべき怪かい力りきでナイトの手を無理矢理振り払はらった。


「邪魔はするなと言ったはずだ！」


　と、アイリスの鋭い蹴けりが、ナイトの足に刺さる──ともすればそのまま体が一回転しそうなくらいに強きよう烈れつな一撃だったが、ナイトは力を込めて踏ん張った。


「何度でも邪魔をする……やっぱり、どう考えたってこうなるのが正しいだなんて思えない！」


「君に理解してもらおうとは思わん。だが、邪魔をするならばもう容赦せん」


「あんたはそれでいいのか！」


　ナイトは、叫んだ。


「そうやって、子供の頃ころから戦って、戦って、戦い続けて、やっと魔宴も終わったのに、まだ戦い続ける！　そんなことが本当にあんたの望んだ人生か！」


「それが戦士の宿命。戦い続けてきたものの業ごうだ」


　アイリスがあっさりと答える。


「すでにこの身を修しゆ羅らにおとしめる覚かく悟ごをした。今いま更さら後こう悔かいもなにもない」


「なら、あんたはなんで、子供の頃、俺に魔ま乖かい咒じゆを教えてくれたんだ！」


「…………」


「本当に、戦うことが全てだったら、そんな余計なことはしなかっただろう！　あんたは……俺の知っている『先生マイステリン』は、厳しいけど優やさしい人だった！」


「……過去の話だ」


　悲しい声こわ色いろで、アイリスは言う。


「月日は簡単に人を変える──たとえるなら、弟で子しが師し匠しようの顔を思い出せなくなってしまうほどにな」


「ウッ！」


　痛いところを突いてくる──だが、それもアイリスらしいところだ。大人びた態度だが毒舌家で皮肉屋。それがアイリスだ。


「でも……それでも、これが『先生マイステリン』の幸せだなんて思えない。このままヨルと戦って、ヨルも倒して、それから今度は誰と戦う気だ！」


「戦いの道とは、垂直なのだ──一歩歩き出したら、後は落ちるだけ。戦う相手なんて、なにもしなくたって向こうから来るものだ」


「そんな道を、進むことを、俺は認めない！」


「君に認めてもらう必要はない。そして、もう後あと戻もどりなどできん！」


　アイリスの拳が、ナイトの胴どう体たいに再度入った──だが、ナイトは崩れない。その場に立ったまま、一歩も退ひかない。


「……今のはかわせたはずだが、なぜ避よけない？」


「俺は決めたんだ。もう迷わない……絶対に止めてみせるってな……」


　ナイトは、ヨルを振ふり返った。


「ヨル、君もだ！　君も同じ考えなのか！　どうしても戦うのか！」


「…………」


　アイリスは、確かにヨルとの戦いを望んでいた。だがヨルはあくまでそれに応こたえただけで、いわゆる消極的な肯こう定ていだったはずだ。ヨルの本心を、確かめねばならない。


「君まで、本当に望んで戦うのか？　本当に、こんなことが君の望みか！」


「わたしは……魔宴に勝つ、ただそれだけのためにここまできた……」


　ヨルが、つぶやく。


「だからこの先どうすればいいのか……ふと気づくと、自分でもよくわからなくなっていたの。これから先どうすればいいのか……」


「だったらこれから探せばいい！」


　ナイトは叫さけぶ。


「目的が無くなったからってそれで終わりじゃない！　次の目的を探せばいい！　でも、だからって、今こうして戦うのは間違っているだろう！」


「……わたしはね、『滅メツ』のこと、好きじゃないけど、大だい嫌きらいってほどでもないの」


　ヨルの言葉……ヨルとの付き合いがそれなりにあるナイトは、ヨルの言いたいことがわかる。つまるところ、ヨルはアイリスのことがわりと好きだって言っているのだ。


「でも……『滅メツ』、アイリスはもう……」


　口ごもるヨル。そうか、ひょっとしたら……


「やっぱり……『先生マイステリン』は、もう長くないのか？」


「…………」


　ヨルが、無言で頷うなずいた。アイリスが、いらだたしげに髪かみをかき上げる。


「それがどうした？」


「そういうことか……」


　ナイトには、ヨルの気持ちがわかった。


　アイリスの寿じゆ命みようがもう短いことに気づいたヨルは、アイリスの好きにさせてやっているのだ。アイリスが戦うことを望んだから、ヨルも、それで満足するならと、つきあっていたのだ。


「そんなのは間違っている！」


「なにが間違っているというのだ、ナイト君？」


「今まで戦い続けてきたとしても、だからってこれから先も戦っていい道理はない！」


「……平行線だな。もういい。これ以上話す必要はない」


　アイリスの、姿が消えた。一いつ瞬しゆんでナイトの背後に回り込むと、無防備な後頭部に飛び蹴りを放つ──が、その蹴りを、ナイトは片手で受け止めた。


「ほぅ？」


「なら俺が止めてみせる」


　アイリスは着地して、ナイトを見つめた。


「ふむ、少しはまともにうごけるようになったな」


「『先生マイステリン』。言葉が通じないなら、腕うでずくでも止める……それに、俺は、こんなことが、本当に『先生マイステリン』の望む結末とは思えない……俺を助けてくれた『先生マイステリン』は、優しかった」


「……勝手なイメージを私に押しつけないで欲しいな」


「俺は、決めたんだ──絶対に諦めない。必ず、みんなが幸せになれる結末を手に入れるって！」


　ナイトは、『万夫不刀バンプフトウ』を手に構え、アイリスに向かって進む。ナイトの鋭するどい斬ざん撃げきを、アイリスは軽かろやかに跳ちよう躍やくしてかわした。


「……師に刃やいばを向けたな、ナイト君」


　ゾッとするほど冷たい声が、アイリスの唇くちびるから漏もれた。


「もはや後には退けんぞ」


「それでも、俺は、戦う……『先生マイステリン』が、あくまで戦うというなら、俺が相手をする！　けれどこれは、『先生マイステリン』を倒たおすためじゃない！　『先生マイステリン』を助けるために戦う！」


「私を、助けるだって？」


　アイリスが肩かたをすくめる。


「五〇点だ」


「え？」


「その答えでは満点はやれんな……それでは、私はまだ、倒されるわけにはいかない！」


　アイリスの姿が、消える。高速移動だ。ナイトに肉にく薄はくしながら、攻こう撃げきしてくる。ナイトは『万夫不刀バンプフトウ』で応戦するが、アイリスに、攻撃が当たらない。


「どうした、ナイト君！　この程度が君の全力か？　本気を出してみろ。もう一度くらい、君と本気で戦ってみたかった！」


「ぐぅ!!」


　アイリスは小こ柄がらな上に速く、ナイトでもその動きを完全に見切れない。オマケに、桁けた外はずれの怪力でもある。肉にく弾だん戦に持ち込まれると、今のナイトでも厳しい相手だ。


　だがそれでも──他に道がないというのならば、戦うしかない！


「ヨルッ！」


　背後の、ヨルに向かって叫んだ。


「助けないでいい！　『先生マイステリン』は、俺が必ず止める！」


「……わかったわ」


　ヨルも頷き、加勢に出るのを止やめたようだ。そう、これはナイトの戦いだ。手助けは無用。


「ふん……今一度問おう、ナイト君。君は、何のために戦う？」


「未来のためだ！」


　ナイトの斬撃が、わずかにアイリスをかすめた。アイリスの肩に斬きり傷が生まれるが、アイリスは気にも留めない。


「みんなが幸せになれるために、みんなが明日あしたを生きていけるために、俺は、戦う。そのためだったら、何度だって立ち上がって戦う！」


「その覚悟あるならば、私を倒してみろ」


　アイリスの蹴りが、ナイトの胸をとらえた。こらえきれず、吹ふっ飛とばされ、地面を転がるナイト。


「ふっ!!」


　アイリスが跳躍、転がるナイトめがけて、足を振り下ろしてきた。ナイトは地面を叩たたき、その反動で回かい避ひ。アイリスの足が叩きつけられた瞬しゆん間かん、地面が砕くだけ散ちった。地割れが左右に広がっていく。まさに地じ震しんのような衝しよう撃げきが、周囲を揺ゆさぶった。


「よくかわしたな」


「はぁ、はぁ……」


　息切れをして、ナイトは刀を構える──『先生マイステリン』が弱まっている？　とんでもない勘かん違ちがいだ。アイリスの力は、未いまだ衰おとろえていない。今まで本気を出していなかっただけだ！


「ナイト君、だが君は私を倒してどうする？」


　戦いながら、アイリスが尋たずねてくる。その間も攻撃の手は全く衰えることなく、ナイトは次し第だいに防戦へと追い込まれていった。


「私はたとえどんなことになっても戦うのを止やめたりはしない。それで君はどうする？　私を説得できないならば、君はどうする？　私を倒して、私を殺すか？」


「絶対止めてみせる！　どうすればいいのかわからないなら、倒してから考える！」


「無茶苦茶だな……クソジジイに任せたら余計なとこまで似てきたな……」


　ぼやきつつ、アイリスは手を開いた。


「だが、いいだろう……そこまで言うなら倒してみろ。だが、私は手て強ごわいぞ。君に倒せるかな？」


「やってやる！」


『万夫不刀バンプフトウ』を手に、駆かけ出だすナイト。全身の魔ま力りよくを、刀に集中させる。音速を超こえる勢いで、刀を振るった。鋭い斬撃は、風を切り、空間を、時間さえも超え、アイリスへと迫せまる！


「ふんっ」


　だがアイリスは片手でその斬撃をはじき飛ばした。アイリスの右手側に、巨きよ大だいな地割れが走る。


「どうした、ナイト君？　そんなナマクラを使ったところで、私は斬れんぞ」


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　さらに接近して、ナイトの得意な間合いに持ち込む。だが──


「……そんな遅おそさでは、虫一いつ匹ぴき殺せんな」


　アイリスは、まさに舞まい飛ぶように軽かろやかに動き回り、ナイトの斬撃全すべてをかわしていく。速すぎて、アイリスが分身しているようにさえ見えた。信じられない。ナイトは未来視で先読みしているというのに、それでもアイリスを完全に捉とらえることができないのだ！


「ふんっ！」


　アイリスの右足が、ナイトの頰ほおをとらえた。ナイトはもんどりうって地面を勢いよく転がっていく。


「……残念だな、ナイト君。確かに、確かにな、君は強くなった。以前よりずっと強くなった。それは認めよう。だが──君では私に勝てんよ」


　アイリスは腕を組み、起き上がるナイトを見下ろしながら言った。


「君は多少力がついたせいで、小手先の技わざに頼たよるようになってしまった。いくら小器用になったところで、そんなものは本当の強さとは関係ない」


　アイリスは右手で魔ま法ほう陣じんを描えがいた。空中に、輝かがやく魔法陣が無数に浮うかび上がる。


「力があれば勝つのか？　動きが速ければ勝つのか？　頭がよければ勝つのか？　派手な技があれば勝つのか？　そんなもの、全ては飾かざりだ。本当に勝負を決めるのはそんなものではない」


　アイリスの右手に、全身の魔力が集中していく。魔力の濃のう度どが濃こくて、空気中に魔力が漏れ、アイリスの姿が歪ゆがんで見える。


「勝負の世界は最も純じゆん粋すいで単純な世界──強い方が勝つ！　当たり前のこの理り屈くつは、覆くつがえりはしない」


「グッ……」


　久々に見る。アイリスの使う『滅メツ』系統第四咒じゆ法ほう、〈破局を担にないし滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉。敵のあらゆる防ぼう御ぎよ咒法を無効化し、一いち撃げき死しを与あたえる問答無用の最強咒法。ナイトの第四咒法も、この技を参考にして身につけたものだ。


「私は勝つ──なぜならば、私は君よりも強い。その単純な理屈をどうにかしないかぎり、君にはどうしようもない！」


「なっ！」


　アイリスが、地面を蹴けってナイトに向かってくる。第四咒法を、真っ正面から打ち込む気だ。


「ぐっ！」


　ナイトは、『万夫不刀バンプフトウ』でアイリスの第四咒法を受け止めた。アイリスの、魔力を帯びた拳こぶしと刀がぶつかり、衝しよう撃げき波はが巻き起こる──これは、チャンスだ。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは、アイリスを押し返そうと力を込める！　〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉ならば、第四咒法さえも防ぐことができるはずだ。このまま押し返して、アイリスの隙すきを突つく！　大技の直後はスキができるはずだ。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


「ナイト君。こんなことも忘れたのか」


　アイリスが、至し近きん距きよ離りからナイトの目を見すえる。


「我が第四咒法に死角なし──君如ごときで防ぎきれると思ったかっ!!」


　ビシッビシ


『万夫不刀バンプフトウ』に亀き裂れつが走った。源げん祖その攻撃の傷も完全に治ってはいなかった。その刀身に、一気にヒビが広がっていく。


「そんな！」


『万夫不刀バンプフトウ』は、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉。破は壊かい不可能だったはずなのに！


　バギャンッ


『万夫不刀バンプフトウ』が、粉々に砕け散った。瞬間。


「ぬおぁっ!!」


　大爆ばく発はつが起きた。視界が爆ばく炎えんで埋うめ尽つくされる──ナイトは全身傷だらけになりながら、地面を小石のように吹っ飛ばされた。


「……とはいえ、さすがの私も〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉を破壊するのはムリだ。だが、一時的に使用不能に追い込むくらいは、できる」


　ナイトの手の中から、『万夫不刀バンプフトウ』が消えていた。破は片へんも残さず、消えてしまった？


「そんな……第四咒法でも、破壊できなかったのに……」


　以前ナイトは、『万夫不刀バンプフトウ』に向かって第四咒法を使ったことがある。だが、その時『万夫不刀バンプフトウ』には、傷一つつけることができなかったのだ。


「いくつか、私に有利な条件があった──まず、魔ま乖かい咒じゆの魔力と、剣けん刀とう師しの『魂コン』は、かなり相あい性しようが悪い。皮肉なことに、魔力を取とり戻もどしたことで君自身は強くなったが、その分『万夫不刀バンプフトウ』の力を十分には引き出せなくなっていた」


　アイリスが説明する。


「第二に、先ほど源げん祖その特異点によってつけられた傷が消えていなかった。そんな状態では、『万夫不刀バンプフトウ』も本領は発揮できん」


　そして、アイリスは続ける。


「最後に──君の心に迷いがあった──言ったはずだ。私を倒したいならば、私を殺す気でやれ！　その程度の覚かく悟ごもなしに私の前に立ちふさがるとは、まさに片腹痛い！」


　アイリスが、ナイトをにらむ。


「『万夫不刀バンプフトウ』は破壊不能だ。一時的に消しよう却きやくされたが、すぐに復活する──だが、今この戦いで再使用はできまい」


「ぐっ……」


　これは、マズイ。『万夫不刀バンプフトウ』が今まではナイトのあらゆる傷を癒いやしてくれていたというのに、それが消えてしまったのでは、かなりマズイ。


「どうすれば……『先生マイステリン』、その手！」


「ふん。私の手が、どうかしたか？」


　アイリスが、右手を持ち上げた。その手が、異様だった。なにしろ、肘ひじと手首の真ん中で、あり得ない方向に曲がっているのだ。手の先がねじ曲がっていて、悲ひ惨さんな状態になっている。どう見ても、重傷だ。粉ふん砕さい骨折しているはずである。


　にも抱かかわらず、アイリスは平然とした顔で立っていた。


「最強の刀と呼ばれる〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉を、一時的とはいえ使用不能にできたんだ。片手の代だい償しようなど、安すぎるくらいさ」


　ナイトは、愕がく然ぜんとした──これが、アイリスの覚悟だというのか？　圧あつ倒とう的てきな力を持ち、決して油断せず、常に全力、勝利のためにあらゆる手段を使うことを躊躇ためらわない──違ちがう。ナイトでは、まだアイリスの段階まで到とう達たつできていない。ナイトがいくら覚悟を決めたと言っても、やはり心のどこかで、アイリスを相手に本気になりきれていない自分がいた──そんな状態では、勝てない！


「わかったよ……俺は、確かにまだ甘かった。こんな状態で戦っていたんじゃ、『先生マイステリン』に失礼だった……」


「ようやく気づいたか。君はほとんどの場合において、気づくのが遅い」


「わかっているよ……」


　立ち上がるナイト──まだ行ける。『万夫不刀バンプフトウ』は失ったとはいえ、まだ魔乖咒が使える。


「少しはやる気になったと見える」


　アイリスが、無事な左の拳を握にぎって、ナイトと対たい峙じした。


「だが、それで本当に私を倒たおせるかな？　今の君に、そこまでの覚悟があるのか？」


「俺は……」


　戦いこそが全てという人たちがいる。ナイトの祖父などは、その典型だ。そしてアイリスも、おそらくは同じ人間だ。ナイトも今近い位置にいる。


「それでも俺は……」


　だが祖父は、ナイトに、自分のようになるなと教えた──ナイトは……


「それでも、『先生マイステリン』のことを、救いたい……」


「……うぬぼれるなナイト君」


　アイリスは、やはり頑がん固こだ。


「君如きが、私を救えるとでも思っているのか？　私よりも弱い君が？」


「強い弱いは関係ない！」


　ナイトは両手を広げて、宙に魔法陣を描いた。


「俺は、ただ、俺にできることをする！　ただそれだけだ！」


　魔法陣がナイトの腕うでにからみついていく──今まで何度も使ってきた、ナイトが使える中で最強の魔乖咒、『滅メツ』系統第四咒法だ。


「いいだろう、かかってくるがいい！」


　アイリスもまた、左手に再度魔乖咒を展開していく──同じく第四咒法。おそらくは、また正面からぶつかり合うことになる──かつて、魔ま宴えんの最初の激げき突とつで、二人が戦ったのと同じ状じよう況きようだ。


「……手加減抜ぬきだ」


「わかっているさ」


　視線を交こう錯さくさせ、二人はほぼ同時に地面を蹴って、正面からぶつかり合った。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　ナイトとアイリス、二人の拳が正面からぶつかり合う。二人の強きよう烈れつな第四咒法が、正面から、お互たがいを滅ほろぼそうとせめぎ合う。


「ナイト……」


　近くに立つヨルは、衝撃波に飛ばされそうになりながらもこらえて、その二人の激突をひたすら見つめていた──ヨルだって、手伝えるものならば手伝いたい。アイリスのことを──助けてやりたい。けれどダメだ。自分では、できないということをヨルは自覚している。だから、今はナイトを信じることしかできないのだ！


「お願い……彼女を、解放してあげて」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　ナイトは吠ほえて、アイリスとぶつかり合った手に力を込めるが、アイリスはビクともしない。完全に互ご角かくだ。


　ボゴリ。


　足が、地面を砕くだきながら沈しずむ。二人のあまりの力に、地面の方が支えきれなくなってきているのだ。


「どうした、ナイト君。君の力、この程度かっ！！！」


　アイリスが気合いの声とともに、力を込める──徐じよ々じよにだが、ナイトの方が押され出した。それはごくわずかな差だが、確実にナイトを追い込んでいく。


「クソがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　もう、なりふり構っていられない。ナイトは両手を伸のばして、アイリスの攻こう撃げきを受け止めた。それでなんとか踏ふん張ばった。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　しかし、信じられない力だ。体格的にアイリスは明らかにナイトに負けているのに、ナイトは両手でアイリスは片手だというのに、この状況でもアイリスはなお互角だ。


「言ったはずだ……私と君では覚悟が違うと!!」


　アイリスが血走った目で、ナイトをにらむ。


「私はいざとなれば躊ちゆう躇ちよをしない。たとえ手塩にかけた弟で子しが相手であっても、必要ならば殺し、その屍しかばねを踏み越こえ、『闇ヤミ』も殺す──その覚悟が私にはある。それが君との差だ！」


　その覚悟があるから、アイリスはさらにナイトを押し込んでくる。だが──違う、ナイトは叫さけんだ。


「俺は……」


「どうした、ナイト君。力が弱まったぞ！」


　ボゴリ、ナイトの体勢が崩くずれる。アイリスの魔ま力りよくが、一気にナイトを呑み込もうと襲おそってくる──まずい、このままでは……


「ナイトッ!!」


　ヨルの、声が聞こえた。ナイトのすぐ背後に、ヨルがいる。逃にげもせずに、長い髪かみをなびかせながら、ナイトを見つめている。


　このままナイトが押し込まれれば、ヨルも巻き込まれる──ナイトは、思い出していた。自分の最初の気持ち──初めてヨルと出会って、魔宴に巻き込まれたとき──ナイトは、ヨルを勝たせてやりたいと思った。その気持ちは今でも変わりない。本当の意味で、最初にナイトが決心したのは、ヨルのためだ。


　アイリスを助けたいという想おもいは変わらない。けれど、どうすればアイリスを救えるのか、もしかしたらナイトは、今まで勘かん違ちがいしていたのかもしれない。


「俺は……もう、絶対に負けないと誓ちかった!!」


　崩れそうな体勢から、必死に下半身に力を込めて、なんとか持ち直す。


「俺は大切な者を護まもるために戦うと誓った！　今まで必死に戦ってきた！　そして、今、『先生マイステリン』が俺の前に立ちふさがるというなら、俺は『先生マイステリン』を倒して前に進む！」


「私を倒すだと？」


「それが『先生マイステリン』を助ける手段なら、俺は、『先生マイステリン』を乗り越えてみせる！」


　力がまたも拮きつ抗こうした。正面からぶつかり合うナイトとアイリスは、互いの目を見み据すえた。


「『先生マイステリン』を解放する手段が他にないというなら、俺はもう躊躇ためらわない！」


「それで護れるのか！」


　アイリスが叫ぶ。


「私を倒していいのか？　それで君の大切な者は本当に護れるのか！」


「俺は……俺は不出来な弟子だよ。『先生マイステリン』にはいつも教えられてばかりさ！」


　だけど、ナイトは叫ぶ。


「『先生マイステリン』には本当に、色んなことを教えてもらった！　その教えは、俺の胸の中に、俺の魂に刻み込まれた！　もう未み来らい永えい劫ごう忘れない！　だから、今こそ、乗り越えてみせる！」


「その先になにがある！」


　アイリスはさらに吠えた。


「戦いに明け暮れた私を、力でねじ伏ふせる。それでは君は私と同じだ──君もいつか、誰だれかに殺される。自分より強い誰かに殺される──その永遠の連れん鎖さは決して終わらない！」


「俺は──未来を目指して乗り越えるんだ！　戦うために戦うわけじゃない！」


　ナイトは、背後にいる存在を意識しながら叫んだ。


「俺は、ヨルと約束した。一いつ緒しよに、これから先も一緒に進むと──その未来に立ちふさがるものがいるのならば、たとえ相手が『先生マイステリン』でも、それを乗り越え、そのために進んでみせるっ！！！」


「……そうか」


　一いつ瞬しゆん、一瞬だけ、アイリスの表情がゆるんだ。


「その答えならば……いいだろう」


　瞬しゆん間かん──大爆ばく発はつが起きた。全すべてが、その爆発に巻き込まれ、なにも見えなくなってしまう……


「……はぁ、はぁ……」


　それでも爆発の向こうから、姿を現したのはナイトだった。源げん祖そとの激戦に、アイリスとの激突をのりこえ、すでに満まん身しん創そう痍いだ。だが、それでも、ナイトはまだ立っていた。


「……成長できたようだな、ナイト君……」


　そして、アイリスもまた、立っていた。右みぎ腕うではねじれ、左手も今は肩かたから先がだらりと下がってブラブラ揺ゆれている。こちらもヒドイ有様だった。


「本当に、よかった……」


　それでも、アイリスの顔は、嬉うれしそうだった。満足感に満ちていた。そして──アイリスは、どうと倒れた。限界を迎むかえたようだ。


「『先生マイステリン』！」


　ナイトは、すでに自分で動くのも限界だったが、それでも必死にアイリスに駆かけ寄よって抱だき起おこした。


「『先生マイステリン』！　しっかりしてくれ！」


「おちつきなさい、ナイト……」


　ヨルも駆け寄って、アイリスに手をかざす……回復咒じゆ法ほうが、アイリスを包み込んだ。


「治るのか？」


「……傷は治るわ。うまく第四咒法が相そう殺さいしあって、一いち撃げき死しの効果が発揮されなかったわね……でも……」


「そのまま続けろ、『闇ヤミ』」


　ナイトの手の中で、アイリスが低い声で告げる。


「肉体の傷は、お前の力で治せるだろう……立つ鳥跡あとを濁にごさず。小こ娘むすめに返してやる前に、治してくれ……」


　アイリスの体から、光の粒りゆう子しが漏もれ出てきた。その粒子は空気中に解けるように消えていく……


「『先生マイステリン』、まさか本当に……」


「死者がいつまでもこの世に残っている方が不自然なんだ──あるべきところに全てが帰るだけのことだ」


　アイリスは──まもなく消えようとしているのだ。


　ヨルが、回復咒法を全開にしている。そのおかげでアイリスの傷、両手は元に戻もどっていく。


「ヨル、治せないのか？」


「……体の傷はもちろん全部治せるわ。でも魂たましいまでは……彼女の魂は、傷ついているわけじゃないの。ただ、磨すり減へっている……正直、ここまで来たらわたしじゃ……」


「いいのだよ、ナイト君。この体の持ち主は別にいる。今回は私のワガママでだいぶ好き放題させてもらったが、そろそろ返してやらねばならない頃ころ合あいだ」


「でも……そうだ、なにか、別の肉体をもう一度作って、そっちに魂を……」


「魂を入れる器うつわは、特別な存在よ。誰にでもできることではないわ」


　ヨルが悲しげに首を振ふる。


「ナイトにナナ……あなたたちは特別な存在よ。別人の異なる魂を宿して存在できるなんて、本当に珍めずらしいことなのよ」


「でも、なにか方法が……」


「ナナは、おそらくだけど、元々源げん祖その魂を蘇よみがえらせて、その力を手に入れるために八や祖そが共同で開発した肉体よ。魂を納めるために生み出された存在……そのナナの肉体でも、これ以上彼女の魂を保管することはできなくなっているのよ」


「そういう、ことだ……」


　アイリスが、弱々しく頷うなずいた。


「元々今のこの状じよう況きようが不自然なのだ……こんな状態がこれ以上続けば、この小娘の成長にもなんらかの悪あく影えい響きようが出るだろう。こうするのが自然なのだ……」


　アイリスが、独白をする。


「そもそも、私はこんな風に生き返るつもりは毛頭無かった。死者は死者のまま、地じ獄ごくで大人しくしているのが筋というものだろう……だが、どうにも私には心残りがあった。そのために私は、生いき恥はじをさらしても構わないからこの世に舞まい戻ってきた」


　それは……ナイトのせいだ。ナイトが、アイリスの足かせとなってしまったのだ。


「ナイト君。私はあまりできた師ではなかった……ロクに面めん倒どうも見れないままだったが、君は君なりに成長していてくれた。最初の時、私を倒たおすほどの力を手に入れた君を前にして、正直悔くやしかったが、嬉しくもあった──だが、君をそのままに残すことが心残りだった。悲しいことに、君には、私を倒したという重圧が重すぎたようだ──あのままでは君はつぶれてしまいそうだったから、咄とつ嗟さに君に希望を与あたえた」


『闇ヤミ』の力ならば、死んだアイリスすらも蘇ると彼女はナイトに教えた──だが、今ならわかる。そんなこと、アイリスは全く望んではいなかったのだ。


「正直、その後のことは私にはどうしようもできないと思っていた……だが、偶ぐう然ぜんの重なり合いで、私はこの小娘の肉体に蘇ることができた。ナイト君のことも気がかりだったし、なにより魔ま宴えんの真相と源げん祖そ──その秘密も、そのままにしておけなかったからな。結果として、生き返ったことは正解だったが……それもここまでだ」


　アイリスが、微び笑しようを浮うかべた。


「私はここまでだ……後は、ナイト君。君たちの時代だ。今いま更さら私があれこれ言う必要は無かろう。君の思うがままに、この先を生きていくといい」


「『先生マイステリン』……」


　アイリスは、ずっと、ナイトのことを考えてくれていた。常にナイトを、裏から助けてくれていたのは彼女なのだ。だから……


「君はこれで、私から卒業しろ……さっさと私のことなど忘れてしまって構わない。墓もなにもいらん。ただ、生き残った君たちが己おのれの道を進んでくれれば──それだけで私は報むくわれる」


「『先生マイステリン』のことは、一生忘れたりしない……」


　ナイトは、絞しぼり出だすように声を出した。視界がかすむ中、アイリスが治った手を伸のばして、ナイトの目を押さえた。


「泣くな、ナイト君……男の子が泣くもんじゃないと、昔も教えただろう？」


「……わかって、るさ」


　ナイトは、できるだけ平静に戻るように努めた。それを見て、アイリスは満足そうに頷いた。


「もう決心したんだ……そこにいる女を護ってやれよ」
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　と、ヨルを指さすアイリス。


「そして『闇ヤミ』。正直ナイト君は貴様にはもったいないくらいだが、せいぜい感謝するのだぞ」


「なんであなたなんかに感謝するのよ……」


　毒づきながらも、ヨルは、アイリスにかける回復咒法を弱めず、全開にしていた。


「……さて、こんな状況だというのになんとも気分がよくなってきたな。『闇ヤミ』も、たまにはいい仕事をしてくれるな……」


「それはありがとう……これでいいわ」


　ヨルが回復咒法を止めた。


「傷はもうないはずよ。痛みももう、ないはず」


　ヨルが、ナイトを見た。


「そして、いよいよもう長くないわ。言いたいことがあるなら、手短に」


　ヨルはナイトとアイリスに気き遣づかってか、それ以上は喋しやべらなかった。これが彼女なりの優やさしさなのだろうと、ナイトは思った。


「……そうだな。これが最後だと思うと、なにを言えばいいのかわからなくなるものだ……ナイト君。最後の授業だ。これから言うことを忘れるなよ」


「……はい」


「まず、男が泣くな。涙なみだは流した数だけ自分の価値が下がるものだ……もう泣くなよ」


「あぁ……もう、泣いたりしない」


「そして、女の子を泣かせるなよ──女を泣かせるような男はろくなもんじゃない」


「あぁ……わかった」


「最後にもう一個──君は物事を難しく考えすぎる──私は、小利口な男よりは、多少はバカなところがある男の方が好きだぞ……だが、君は頭がいい割に騙だまされやすい──もう少しくらい、人を疑うことをおぼえたっていいはずだ……」


「わかったよ……」


「……今言ったことを守れるなら……もう、私に、心残りはない……終わりだ。君と私の師し弟てい関係はここまでだ。君は独り立ちをしろ」


「……いや、俺の『先生マイステリン』は、あくまで『先生マイステリン』だ。これから先も……未み来らい永えい劫ごう、『先生マイステリン』のままだ」


「ふふっ、嬉しいことを言ってくれる……」


　アイリスの体から漏れる光が、一瞬強まった。


「そろそろだな……ではな、ナイト君……精せい一いつ杯ぱいに、この先を生きていけよ……」


　カクン、アイリスのまぶたが閉じて、頭が力なく落ちた。ナイトは、反射的に、アイリスの体を強く抱きしめた。


「……ん～、あ～ぁっ、よく寝ねたです～」


　ぱちぱち、瞬まばたきをしながら起き上がったのは、アイリスではない──ナナだ。この体の本来の持ち主に、戻ったのだ。ナイトは、一度頷いた。


「……ナナ、体は平気か？」


「ん？　バッチリです～。ナナはもう、元気バリバリですよ～」


　にこにこ笑いながら勢いよく立ち上がるナナを見て、ナイトは、全てが元に戻ったのだと実感した。


「終わったな……全てが」


「いいえ、これは始まりよ。全ては、八や祖その、魔ま乖かい術じゆつ師しの、そしてわたし達の未来がここから始まるのよ」


「そうだな……その通りだ」


　ナイトは、自分のパートナーを見つめた──冷静になってみると、ここからなにをどうすればいいのか、具体的なことがなにもわからない。ナイトはそもそも、八や祖その中で自分がどのように動けばいいのか、さっぱりわからない。まずは、その辺りからヨルに教えてもらわねばならないようだ。


「……先せん生せぇ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　ナナがナイトの服の裾すそを引っ張ってきた。なにやら、心配そうにナイトのことを見上げている。


「もちろん大丈夫さ……傷も、たいしたことないよ」


「でも先生ぇ、泣きそうですよ？」


「はははは、なにを言っているんだ、ナナ。この俺が泣くなんて……泣くなんて、そんなこと、あるはずないじゃないか」


　言いながらも、ナイトは自分の顔を触さわってみた──大丈夫、涙も出ていない。声も震ふるえてない。完かん璧ぺきだ。自分は大丈夫──大丈夫だ。


「ねぇ、ナイト」


　ヨルが、静かに告げる。


「わたし達は、パートナーよね？」


「あぁ、もちろんだ」


「それは、これから先も？」


　なんだろう？　急に改まって、ヨルはどうしたのだろうか？　ナイトは疑問に思いながらも、言葉少なく答えた。


「そうなりたいと思ってるよ」


「そう……ねぇ、ナイト？」


「ん？」


「でもね、わたしのパートナーになるからには、よその女に鼻を伸ばしたりしたらイヤよ」


「……しないよ」


「絶対よ、約束できるの？」


「あぁ」


　しつこいくらい念押ししてくるヨル──なんで今そんなことを聞いてくるのか、ナイトにはよくわからなかった。


「ならねぇ、ナイト。少しだけ、ちょっとだけなら──赦ゆるしてあげてもいいわ」


「…………」


　ヨルが、告げる。


「ねぇナイト。これから先は赦さないけど──今日、今だけ、そう、今だけなら、わたし以外の人のことを見ても、ゆるしてあげるわ」


「なにを言って……」


「いいの？　それで本当にいいの？」


　ヨルが、詰きつ問もんするように言う。


「今しかないわよ。彼女のために泣けるのは、今、この時だけ……この一いつ瞬しゆんだけよ。それは彼女とあなたは約束したかも知れないけれど、でも、だからって悲しいときに泣かないのが男らしいとは、わたしは思わないわ。わたしは、もっと自分に素す直なおになってもいいと思うわ」


「…………」


　静かに、ナイトの目から、一筋だけ、涙がこぼれた。


「……………………くっ」


　アイリスとナイトは、子供の頃ころに、ごく短い期間、過ごしただけの関係だ──だけどその絆きずなは、何よりも深かった。そのアイリスと、二度も死別しなくてはならない苦しみは、ナイトにとって、悲しすぎることだ。


「俺は、泣いてなんて…………」


　一度こぼれた涙は、もうごまかせなかった。後を追うように、一筋、また一筋、目からしずくが零こぼれる。


「ごめん……ごめん、『先生マイステリン』……俺は……」


「……不合格だ」


　聞き覚えのある声がした。


「まさか、こんなに早く私の教えが破られるとはな……約束したはずだぞ、ナイト君。もう泣くなとな」


　ナイトは、周囲を見回した。声はどこから聞こえるのか──ヨルもナナも、不思議そうに左右を見ている。声は、ナイトの、すぐ近くから聞こえるような気がした。


「悲しいな。これではとても、君に卒業証書を渡わたすことなど、できないぞ」


「『先生マイステリン』……」


　ナイトの傍かたわらに人ひと影かげがあった。キラキラと、輝かがやく粒りゆう子しが集まって、一人の人間の姿を作っている。その姿は半はん透とう明めいであり、彼女は現実の人間ではなかった。


　彼女は、長身だった。ナイトよりもはるかに背が高い。大おお柄がらではあるが引ひき締しまって、女性らしい豊満さのある体だった。長い髪かみが輝くようで、宝石のように輝く目が優しげにナイトを見下ろしていた。


　わかる──姿は変わっても、ナイトにはわかる。彼女は、アイリスだ。アイリスが本来の、年ねん齢れい相応に戻もどったときの姿が、今の彼女なのだ。


「『先生マイステリン』……俺……」


「まったく、これではおちおち死んでもいられんな」


「『先生マイステリン』、ごめん……でも俺、『先生マイステリン』を、助けたかったのに、結局、なにもできなくて、ごめん……」


「そんなことで泣いていたのか」


　アイリスはナイトに近寄ると、ナイトの頭に手を乗せた。


「……君はもう、私を十分に救ってくれたさ。戦う以外に能のない私に、大切なものを色々と教えてくれた──私が感謝こそすれ、君に謝罪されることなどなにもない」


「でも俺、もっと、『先生マイステリン』から、色んなことを教えてもらいたかった……」


「もう、私から言うことはない……あとは、君が、自分自身から学ぶのだな」


　アイリスがそっと、ナイトの頰ほおをなでた。


「私如ごときのために泣いてくれてありがとう──この涙は、見み逃のがしてやろう。では、今度こそ、もう泣くな。君が泣くと、私にまた心残りができてしまう」


「ごめん……今度こそ、約束を守るから……」


「あぁ、では、今度こそ、お別れだな」


　アイリスの体が、また、薄うすれていく。


「『先生マイステリン』……ありがとうございました!!」


　ナイトは、その場にヒザをついて、頭を地面にこすりつけた。


「俺みたいな奴やつに、色々教えてくれて、本当に、大切なことを教えてくれてありがとうございました！　『先生マイステリン』のこと、一生、未来永劫、絶対に忘れません！　だから、だから……」


　また、涙なみだがこぼれてきた。ナイトはそれを袖そででぬぐいながら叫さけんだ。


「ごめんなさいっ!!　『先生マイステリン』のこと、大好きです！　初はつ恋こいでした！　でも、俺、情けないけど、今は、『先生マイステリン』より好きな人がいるんです！　ごめんなさい。俺はろくでもない、不義理な男です！　でも、どうか、どうか……」


「いいんだよ、ナイト君。それで」


　アイリスが、少しだけ振ふり返かえって言う。


「この期ごに及およんで私を好きだ、等などと言われても困る──考えても見ろ。愛などいつか冷めるが、師弟の間あいだ柄がらは未来永劫変わりはしないものだ。私は、今の関係が……一番だよ」


「『先生マイステリン』、今まで本当に、お世話になりましたっ！　このご恩、一生忘れません！　だから、『先生マイステリン』も！　どうか、どうか……俺の未来を、見守っていてくださいっ!!」


　アイリスが、片手をヒラヒラと振った。その姿がますます薄くなり、足あし下もとから徐じよ々じよに消えていく……


「……ナイト君。残念なお知らせだ」


　消える直前に、アイリスが言う。


「君の卒業試験は、やはり不合格だよ」


　ナイトは、慌あわてて顔をこすった──涙はもう出てないはずだ。せめて最後くらいは、笑顔で見送りたかった。


　だが、アイリスは、こちらを振り返らないまま告げた。


「なにせ君はまた約束を破ったからな──女の子を泣かせるなと約束したはずなのに……泣かせてしまったな」


　少しだけ──少しだけ、アイリスの声が、震えている気がした。


「悲しむなよ、ナイト君。これは別れではない」


　ついに、アイリスの姿が完全に見えなくなった。だが、声だけは少しだけ残っていた。


「……魂たましいは永遠だ──きっと、いつかまた、きっと我々が巡めぐり合あう日が来る──その日まで、お互たがい研けん鑽さんするとしよう……」


　────


　こうして、アイリス・マリア・ヘルブスト、『最サイ強キヨウ』の称しよう号ごうで恐おそれられた魔乖術師であり、ナイトの人生の師であった女性は、消え去ったのだった……


「ナイト……」


「あぁ、わかっている……これは始まりだ」


　ナイトは、ヨルを振り返った。もう、涙はない。


「行こう……全すべては、これからだ」


「えぇ、そうね」


「ですです～」


　ヨルとナナ、二人とともに、ナイトは前へ歩き出した。





　その一部始終を、観測していた者達がいた──


「……なかなかに、興味深い内容に終わったのでございます」


　とあるビルの一室にて、《神シン》はつぶやいた。


《神シン》──《終末の焉えん竜りゆう神しん》と呼ばれる人物は、五ご聖せい竜りゆうと呼ばれるグループのリーダーである。


「でも、いいのですか？」


　そう尋たずねたのは五聖竜のメンバー、《天テン》である。


「せっかく日本まで来て、結局なにもしなかったじゃないですか。いったい僕らは、なにをしに来たんですか？」


「必要があればもちろん、魔ま乖かい術じゆつ師しどもに最後の決戦を挑いどむつもりでございました。ですが、それは時じ期き尚しよう早そうだったのでございます」


《神シン》は、そう答える。《天テン》は、納得いかない様子だった。


「でも、結局あの、〈星せい辰しんの金きん貨か〉っていうやつは、魔乖術師のものになったじゃないですか。取り返すんじゃなかったんですか？」


「悲しいことに──魔乖術師の力は未いまだ強力でございます。とくに、あの清すが夢む騎人ないとという男──正面から戦ったとしても、こちらの勝率は五分──それだけの危険を冒おかす必要はないと判断したのでございます」


「…………」


　メンバー最後の一人、《鉄テツ》はひたすら黙だまったままだ。《鉄テツ》は元々、意見を求められない限りは口を開かない。


「でも、それじゃぁ、結局僕らはこれからどうするんですか？」


「なにもしないのでございます」


《神シン》は、至し極ごくあっさりと答えた。


「我らの宿敵、魔乖術師の源、源げん祖そ──封ふう印いんされたあの存在が復活したとき、我々はようやく金貨を奪うばうチャンスを手に入れたのでございます──ところが、我々がなにもせずとも、魔乖術師が勝手に源げん祖そを倒たおしてくれたのでございます。僥ぎよう倖こうとはこのことでございますね。我々は労せずとも、結果を手に入れたのでございます」


「でも、金貨はどうするんです？」


「あの金貨は、元々は魔ま術じゆつ師しの力の源──それを魔乖術師どもが奪い、力の源としたのでございます。取り返すのが最善ではございましたが、現状、これ以上戦う必要はないのでございます」


　足を組み直しながら、《神シン》は静かに語った。


「〈星せい辰しんの金きん貨か〉──これは、誰だれもが使いこなせるものではございません。長い歴史において、金貨から力を引き出せた魔乖術師は、源げん祖そのみでございます。故ゆえに魔乖術師は源げん祖そと金貨を祭さい壇だんと呼ばれる場所に封ふうじたのでございますよ」


「それって、つまり？」


「源げん祖そ無き今、金貨があろうと、そこから力を引き出せる魔乖術師は、存在しないのでございます」


「でも、魔乖術師の力は弱まっていないようですよ？」


「そうすぐに変化はないのでございます。ですが、これから先、何年、何十年、何百年、世代を追うごとに魔乖術師は弱体化していくのでございます。弱体化するのがわかっている連中と、今ムリをして戦うのは無む駄だだと判断したのでございます」


「…………」


《鉄テツ》は静かに瞠どう目もくし、《天テン》は肩かたをすくめた。


「まぁもちろんあなたの作戦に僕らは従いましょう。それで、この後僕らはどうするんですか？」


「繰くり返すのでございますが、もう連中とこれ以上戦う必要はないのでございます。我々はこのまま地下に潜もぐり、来きたるべき時に備え、同どう胞ほうを増やしながら待つのでございます」


《神シン》の含ふくみ笑わらいが響ひびいた。


「魔術師が滅ほろび、我々がこの世に生まれるまで、すでに五万年近い月日が流れたのでございます。あと、百年や二百年が待てない道理はないのでございますよ、ふふふ……」






　エピローグ　ぼくと彼女に降る夜







　──月日が流れた。


　最後の魔ま宴えんが終しゆう了りようした後、魔宴に関かかわった者達は、それぞれの場所へと戻もどっていった。





「じゃぁ、おジイちゃん、出かけてくるね」


　と、少女は家を出る。年は小学生くらい。華きや奢しやな体つきだが、背中に大きな刀を背負って身軽に動いているという、かなり異様な姿の少女だった。


「待て」


　少女を呼び止めるのは、老人だった。老人と言うには、かなり若々しい外見ではあったが、実じつ年ねん齢れいはかなりの高こう齢れいのはずである。


「進人あどばんすど、どこ行く気だ、おめぇ？」


「もぅ、おジイちゃん！　その変な名前で呼ばないでって言ってるじゃない！」


「変じゃねぇ。この名はな、俺の家じゃぁ、昔から伝わっている伝統的な名前なんだぞ」


「でもどう考えてもおかしいもん！　僕そんな名前イヤだからね！」


「ふざけるなよ、ガキが生意気言うんじゃねぇよ──そもそもおめぇ、どこ行くんだ？」


「もぅ、前から言ってるじゃない！　今日は、一年に一回、ナイト君たちに会う日なんだよ！」


「そういやぁ、そんな話を聞いた気がしないでもないこともないような記き憶おくがあったかもしれないな」


「わかりにく～い。とにかくおジイちゃん、僕でかけるからね。ご飯は全部冷蔵庫入れといたから、順番に食べて！　食器は洗ってくれると嬉うれしいけど、どうせ洗わないだろうから期待しない」


「いちいち細けぇガキだな。おめぇは死んだバァさんかってんだ」


「僕がいないからってカップめんばかり食べちゃダメだからね！」


「わかってるって──今のはあれだよな？　押すな、押すなよ、絶対押すなよ、っていう芸人の前まえ振ふりと同じだよな？」


「もう、血圧上がっても知らないからね！」


「ケッ、だんだんかわいげが無くなっていきやがるぜ、この小こ娘むすめ……」


「じゃぁ、出かけるからね、おジイちゃん！　お土産みやげ買ってきてあげるから！」


「あぁ……ついでだ」


「ん？」


「バカ孫に、ちったぁ顔見せろって言っとけ。おめぇだって、たまにゃあいつと修しゆ行ぎようしてぇだろ？」


「うん、任せといてよ！」


　少女は嬉しそうに頷うなずいて、勢いよくかけだした。





　サクラリス・アリヤ・ゾルグ──魔宴終了後、死亡と本家に報告される。


　全すべてが終わって戻ったナイト達が見たものは、包帯だらけで寝ねっ転ころがるサクラリスと、片手をギプスで固めた祖父、そして、土石流で地形が変わってしまった山だった。


　何があったのか、ナイトは最後まで知ることができなかったが、戻ってきたナイトを見てしみじみと祖父がつぶやいた言葉は「ちょいと嬢じようちゃんの青いケツをペンペンしてやろうとしたら、力の加減間ま違ちがえちまった」である。


　結局紆う余よ曲きよく折せつあって、サクラリスは祖父が引き取って育てることになった。どんな手を使ったかは知らないが、養女として引き取って、自分の弟で子しにしてしまったのである。ナイトは最初かなり反対したが、サクラリス本人がかなり乗り気だったので、結局折れてこうなった。なぜかサクラリスは、ケガの後、祖父に異様に懐なついていたのである。


　養女になったとき、祖父はサクラリスに絶端たちばな進人あどばんすどという名をつけたのだが、本人はこれだけは気にくわないらしく、未いまだに抵てい抗こうしている。


　祖父は進人あどばんすどと呼ぶが、本人は勝手に絶端たちばな桜さくらと名乗っていた。祖父はもちろんあまりいい顔をしないが、子供には弱いのか、結局は好きにさせているのである。


　サクラリスは、それなりに毎日を楽しみながら、順調に剣けんの道を進んでいた。





「当主様、ここはどうすればいいのですか？」


「そこは、ガッとやってグッとするです！」


「……つまり、どうするんでしょうか？」


「だから、こーやって、あーするです」


「当主様、午後から『闇ヤミ』の使者と対談の予定です」


「あぁ、それキャンセルでいいですよ～」


　と、成長した少女が答える。


「ナナこの後でかけるですから、後は任せるです～」


「お待ちください！　そんな勝手に！」


「ど～せ、ナナがいてもいなくても結果は変わらないから適当～でいいですよ」


「そんな、今日はまだこの後対談が二件、視察が三件、会食が一件……」


「別に全部適当でいいですよ～。あぁ、ヨル姉様とはこの後会うから、その辺りのことは適当に話してくるです～」


　彼女は一方的にそう告げた後、窓から外へ飛び出した。





　ナナリー・ナイン・ノエル・ナハト・ナフガルド・ノイエンシュバルツガルド・ナドハルテットヒャルスケッツェンイフナイスバルツヘェンシュデッケン──魔宴終了後、唯ゆい一いつの『歪ワイ』直系として本家に戻る。


『歪ワイ』の家は彼女を中心に再興されたが、年若く、思し慮りよも浅い彼女では統とう率そつ力りよくは低く、未だ『歪ワイ』はまとまりきっていない。


　だが八や祖その中でも『歪ワイ』は『闇ヤミ』との結びつきが強く、なにかと『闇ヤミ』側の援えん助じよがあるため、現状なんとか最低限のまとまりは見せている。


　当初は混乱こそしたものの、今はそれなりに八や祖そとして機能するようになった。


　当主にしてはあまりに若く、経験も浅いナナは、ともすれば彼女を利用しようとするものの陰いん謀ぼうに巻き込まれることも多々あった。


　だがそういう者は、なぜか手痛いしっぺ返しを食らって、這ほう々ほうの体ていで逃にげていくのが常であった。そして、そういった者はなぜか二度とナナに近寄ろうとはしなかった。


　ボケボケで子供っぽいところは全く変わらないが、その全てが実は演技で、裏はかなりの辣らつ腕わんで見えない部分で八や祖そに大きな改革をもたらしている──というのは、一部の者の間でまことしやかに囁ささやかれているうわさである。


　真しん偽ぎのほどははっきりしないが、完全にウソだと否定する人間は、意外と少なかった。





「……これで、一時的にではありますが、『偽ニセ』とも同盟関係になりましたね」


「えぇ、そうね……長かったわ。ここまでくるのに、三年もかかった」


　と、スーツ姿の女性がため息を吐ついた。


「まさか、むしろ短いくらいです。今まで互たがいにいがみ合ってきた八や祖そが、今や『闇ヤミ』、『歪ワイ』、『偽ニセ』の三つの家が事実上の同盟関係となっています。互いの人材交こう換かん、技術提供により、停てい滞たいしていた魔ま乖かい咒じゆはさらなる段階に進むでしょう」


　金きん髪ぱつの女性は、ため息を吐いた。


「でも実際は、魔宴の後、弱体化した三つの家がなりふり構ってられなくなってくっついただけの代しろ物ものよ」


「それでも、大きな変化かと」


「そうね……もう時代は変わったのよ、八や祖その垣かき根ねは取とり払はらわないと、これからは生き残れないわ。世界には、わたし達以外の勢力がいるんだからね……」


　と、そこで彼女は時計を見ながら立ち上がった。


「では、わたしはそろそろ出かけるわね」


「はぁ、ですが午後は……」


「今日の予定は全部キャンセルしろと言ったはずよ？」


「えぇ、わかっています。ただ午後は、旦だん那な様がお戻りになるのでは？」


「旦那って……そう呼ぶのはまだ早いわよ。まぁ事実上は確かにそうなのかもしれないけれど、でも今こんな状態で当主の私が結けつ婚こんなんて浮うわついたことはできないし、そもそも……」


「あぁ、はいはい、ノロケはいいですから、出かけるなら入り口が出口になってますよ」


「ちょっ！　覚えてなさいよ、あなた……」


「怖こわいですね」


　秘書が肩をすくめた──当主は思う。この秘書、自分によく仕えてくれているとは思うが、どうにも、こっちを子こ供ども扱あつかいすることがある。それに気のせいか、この秘書、源げん祖その城にいたメイドと顔が似ているのだが……偶ぐう然ぜんか？


「余計な心配はしないでいいから、とにかく出かけるわ。後は頼たのんだわよ」


「えぇ、余計なお世話でした。大変失礼いたしました」


「まったく……」


　彼女は靴くつ音おとを響ひびかせながら、外へ出た。





　ヨルミルミ・シュトレンベルグ──魔宴終了後、優勝者として本家に生せい還かん。八や祖そは彼女を中心に動く予定だったが、『闇ヤミ』本家が壊かい滅めつ的被ひ害がいを受けていたため、彼女に大人しく従わない八や祖そもいくつか存在する。


　しかし祖父譲ゆずりの実務能力により、弱体化した家を建て直しながら、味方を増やしている。


　魔宴の制度を完全廃はい止しし、八や祖そ間の恒こう久きゆう的てき同盟を築き上げるのが彼女の夢だが、それはまだ先の話──





　魔宴の全ては終わり、それに関わった者はそれぞれがそれぞれの道を進んでいた。


　進む道は決して平へい坦たんではなく、むしろ困難と苦難に満ちあふれたものであるが、その道は彼ら、彼女らが自らの力で勝ち取ったものであり、誇ほこるべき成果だ。どんなに険しい道でも、彼らは喜んで進んでいくだろう。


　魔宴は終わり、魔乖術師は緩ゆるやかな衰すい亡ぼうを迎むかえつつある。だが、彼らの発展はまだこれからも続くだろう。


　そして……


「……もう、こんな時間か」


　刀を片手に、着の身着のままで世界を旅する彼は、そうつぶやいた。


「少しだけ遅おくれたかな」


　言いながら、彼は約束の部屋の前に進み、その扉とびらを開けた。


「遅おそいわよ、まったくもう」


「やぁ、久しぶり」


「ど～もです～」


　中で待っていた三人が、それぞれの言い方で彼を迎えた。


「あなたはあいかわらず肝かん心じんなところで時間にルーズね」


　ぷりぷり怒おこりながら、彼女は言う。口ではこう言っているが、実際は遅れてなにか事故でもあったのではないかと心配していたのだろう。怒っているのは心配の裏返し──そのことが、今の彼にはすぐわかった。




[image: ]


「やぁ、本当に久々だね。今度時間があるときにはうちにきなよ。おジイちゃんも寂さみしがってたし、僕も君に色々と見せたいものがあるからね。君も驚おどろくと思うよ」


　微笑ほほえみながら気さくに語りかける彼女。久々に会う彼女は、ずいぶん成長したようだ。彼女のことは、もう子供扱いすることもできないだろう。


「ナナ待ちくたびれたですよ～。先生ぇが来るのを首を長くして待っていたですからね～」


　と、言う彼女。彼女は、逆に昔と変わらない。小こ柄がらな体も、あどけない仕草も、不思議なことに、以前と同じままだった。


「待たせて悪かった」


　と、彼は謝あやまった。待っていた彼女たちは、実際そんなに怒っていたわけではないので、それであっさり赦ゆるしてくれた。


「さぁ、それじゃぁ、始めようか」


　彼と、彼女達の物語は、まだ終わらない──





　そして──


「ねぇ、先生ぇ」


　一人の彼女が、ふと尋たずねた。


「なんだ？」


「気づかないですか？」


「なにを？」


「本当に気づかないですか？」


「なんだかよくわからないけど、なんのことだ？」





　──もう少しくらい、人を疑うことをおぼえたっていいはずだ──


　──悲しむなよ、ナイト君。これは別れではない──


　──きっと、いつかまた、きっと我々が巡めぐり会あう日が来る──





「わからないなら、いいです～」


　と、彼女は謎なぞめいた微笑みと共に、そう答えた。







（了）　







　あとがき







　ありがとうございます。この度たび、この「ぼくと彼女に降る夜」シリーズは無事最終巻を迎むかえることができました。これも全すべては、拙せつ作さくを支持してくれた皆みな様さまのおかげです。本当にありがとうございます！





　さて──最終巻です。当初の予定より遥はるかに長く続けさせていただいたこの作品も、九巻でついに完結となりました。何とも感かん無む量りようです。


　最終巻だからこれまでを振ふり返って色々書いたり、キャラクターの裏設定を色々と公開したり、今だから言える暴ばく露ろ話ばなしを色々てんこ盛り──とかしようかとも思ったのですが、それを書くにはあまりにもここのスペースが小さすぎるので割かつ愛あいさせていただきます。







編集「というわけで、最終巻です」


八街やちまた「ですね～」


編集「最終巻ですから、あとがきでふざけないでくださいよ。マジメにお願いします」


八街「わかっています。いつも通りまともな後書きにすればいいんですよね？」


編集「いつも通りがあれだから言ってるんです」


八街「任まかせてください」


編集「お願いします」


八街「……でも、今のセリフって、前まえ振ふりですよね？」


編集「違ちがいます！ 『絶対押すな、絶対だぞ』みたいな芸人の前振りとは違いますから！」


八街「わかっています、任せてください」


編集「本当にお願いしますよ、お願いしますからね？」


八街「今の前振りですか？」


編集「だから違うって！」







　このあとがきはフィクションです。実在する編集者、八街とは一いつ切さい関係ありません。





　さて。今巻をもって、「ぼくと彼女に降る夜」シリーズは終しゆう了りようです。ナイト達をメインとする物語はこれにて完結──ということになるのですが、実は八街はすでに次回作の執しつ筆ぴつに入っています。


　以前少しだけ触ふれたように、次回作は、今回の「ぼくと彼女に降る夜」シリーズを楽しんでくれた読者の皆様がそのまま入っていけるような、そんな内容にしたいと考えています。（もちろん新規の読者の方にも楽しんでいただける物にしたいと思っています）


　こう書くと少し誤ご解かいする人がいそうなので補ほ足そくしますと──次回作は、この「ぼくと彼女に降る夜」シリーズの続編になるわけではありません。繰り返しますが、ナイト達の物語はこれで終了しました。


　ですが、今回のこの話の世界観、それを継けい承しようした話を作れたら面おも白しろいのではないかな、と考えています。


　もう少しだけ細かく言うと、今作品で名前は登場しながらもほとんど活かつ躍やくできなかった人たちがいますが──その人たちがメインになるような物語にしたいな、と思っています。


　まぁ、実際にその話が世に出るかは、八街の努力次し第だいなのでしょうが──最大限がんばりたいと思っています。もし、こんな八街を応おう援えんしてくださる奇特な方がいらっしゃいましたら、どうか生暖かく見守ってやってください。





　とにもかくにも、こうして無事完結できたのは、今まで応援してくださった読者の方々のおかげです。ありがとうございました。


　八街の考えたキャラクターを、素す敵てきにデザインして命を吹ふき込んでくれたイラストレーターの深み崎さき暮くれ人ひと様、本当にありがとうございます。


　こんな八街の暴走に辛しん抱ぼう強づよく耐たえてくださった歴代の担当さんにもむろん、最大級に感謝しています。


　もちろん、今までこの作品に関かかわってくれた様々な人たち……皆様にも、心よりの感謝を捧ささげたいと思います。本当に皆様、ありがとうございました。


　それでは──また次回作でお会いできる日を、八街は心より楽しみにしています。長い間のご愛読、まことにありがとうございました。







八街　歩　　
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ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


スピリッツサクセサー～後継者たち





八やち街また　歩あゆむ
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